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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　王おう立りつ魔ま導どう研けん究きゆう所じよをクビになった理由は「金遣いが天文学的に荒いうえに、その使い方があまりにも頭が悪そうに見えるから」だそうだ。

「なあ、ヒドイだろ？　退職金も出ないなんて。再就職先を斡あつ旋せんしただけでも感謝しろ……だってよ？　何が王立魔導研究所だ。恩知らずにもほどがあるだろマジで」

　眼鏡めがねのレンズ越しに学園長がそっと視線を手元に落とす。「それは災さい難なんでしたね」と、笑っているのは口だけだ。

　綺き麗れいな薄茶色の長髪に、まるでおとぎ話に出てくる騎士のような整った容よう貌ぼうの持ち主は、甘いマスクを間の抜けた丸いフレームの眼鏡で、茶ちや化かすように隠している。

　年ねん齢れい不ふ詳しようの優やさ男おとこ。

　こんなうさんくさい奴やつ──ルーファス・ホワイトハウスが新しい上司になるのかと思うと、溜ため息いきしか出ない。

「で、よりにもよって再就職先が魔導士育成機関ウイザードガーデン──学園の教きよう士しだもんな。どうして俺がガキのお守もりなんざしなきゃならんのだ。人付き合いをしなくて良いから研究職に就ついたっていうのに。嫌がらせかよ！」

「ノックもせず入ってくるなり、自己紹介どころか意味不明な愚ぐ痴ちを始める新任教士の方が、よっぽど嫌がらせですよ。カイ・アッシュフォード先生」

「そりゃご愁しゆう傷しよう様さまだな。ルーファス学園長」

　さきほどからこちらには見向きもしない。

「当学園が受け皿になると申し出なければ、貴方あなたは危あやうく無職ですよ？」

　小型の端たん末まつを手に、通信内容を確認しながら学園長は告つげる。従じゆう来らい型がたが扱あつかえる情報は音声や短い文章くらいなものだが、この男が手にしている最新型になると、加えて画像や動画撮影までできる。通信機器や情報端末は、ここ数年で急速に発展した魔導文明の結晶だ。

　とはいえ、相手が同じスペックのものを持っていなければ、そういった情報のやりとりができないので宝の持もち腐ぐされだな。

　つまりは金持ち専用端末である。現在、通信している相手はどこぞの高官だろう。

　人と話している最中に、相手の目の前でいじくり回すのはどうかと思う。

　それはそれとして──男の成なり金きん趣味丸出しな性格が、部屋の一角に集約されていた。

　備そなえ付つけられた大きなガラス棚だなに、高額で実に美しいマジックロッドが二十八本、自じ慢まんげにディスプレイされていた。

　ルーファスが「ただの蒐集家コレクター」なのが丸わかりだ。使われた形跡が微み塵じんもなく、どれも新品同然。おそらく磨みがくのが趣味なのだろう。

　人間の魔法力を魔法に変換するマジックロッドは、一部例外もあるのだが魔導士にとって生死さえ共にする相あい棒ぼうであり、身体からだの一部といっても過か言ごんではない魔導文明の最さいたる技術だ。決して指紋を綺麗に拭ふき取とって飾っておくトロフィーなどではない。

　成金趣味め──そんなイライラが、言葉にトゲを作った。

「無職の方がマシだったかもな。というか……どうしてはみ出しモノの俺を雇やとうことにしたんだ？　魔導士のランクだって低いのに」

「王おう立りつ研けんに籍せきを置いていた魔導士が、最低レベルのＦランクというところに浪ろ漫まんを感じるじゃありませんか。資料によると貴方は、白黒どちらの系統魔法も〝それなり〟に扱える特異体質だそうですね。本来、魔法の才能は生まれながらにして白か黒か、どちらかと決まっているもののはずですが……その点もまた大変興味深いです。非常勤での雇こ用ようになるのが申し訳ないくらいですよ。なんなら生徒全員に教えていただきたいくらいだ」

　常勤教士なんて面倒は、こちらから願い下げだ。学園長は冗じよう談だんっぽく笑いながら続けた。

「そんな才能溢あふれる貴方には自由にやっていただきたいと思いますが……とはいえ、大人の事情もありまして。貴方もここの卒業生なのですから、当然、門下生制度のことはご存じでしょう？」

「ああ、エコヒイキなアレか。まだあったんだな」

　門下とは平たく言えば、教士が気に入った生徒を加えるゼミナールだ。

　十数年前──俺が生徒だった頃と、学園の状況はさほど変わらないらしい。

　選せん抜ばつされたエリート集団と言えば聞こえは良いが、お気に入りの生徒を集めてデカイ面つらをしたい教士と、それに取り入りたい生徒たちが共依存するための制度だ。

「エコヒイキとは手厳しい。しかし非常勤の貴方にも、そのエコヒイキだけはしてもらおうかと思います。才能に溢れるものの……少々問題を抱えた生徒を、貴方の門下に加えていただきたいのです」

　引っかかる言い方だな。愉ゆ快かいげなルーファスに訊きく。

「手に負えない問題児でも押しつけようっていうのか？」

「いえいえ。凡人には触れることさえ許されない、大粒の原石というやつですよ」

「そこまで言うなら学園長が直接指導すればいいんじゃないか？　立派なマジックロッドのコレクションが、使われもせず泣いてるぜ？」

　ルーファスはちらりと部屋のガラス棚に視線を向けた。磨かれてトロフィーのように飾られたマジックロッドに目を細める。

「あれらはあくまで観賞用です。私自身は魔導士としては凡人以下ですから。もっぱら運営や経営が専門です。ハッタリと政治力と謀ぼう略りやくとスキャンダルを駆く使しして、やっとこの地位を手に入れたんですよ？　いやあ、ここまで来るのに苦労しました」

「そりゃすごい。聖職者の鑑かがみだな」

　俺の皮肉を意に介かいさずルーファスは続けた。

「学園の生徒たちをこの部屋にあるコレクションのように磨きあげ、価値を高めて出荷するのが私の仕事です。より高い値が付くようにね」

　ある意味すがすがしいクズっぷりを隠そうともしない。ルーファスが軽くせき払いを挟はさんだ。

「えー……雇用形態と基本給については事前にお伝えした通りです。肝かん心じんの特別報賞ですが、定期的に行われる試験演習で門下生が良い成績を修おさめれば、それに見合う額を支給することになっています……ところで」

　眼鏡のフレームを中指でクイッと押し上げながら、ルーファスは俺を見据えた。

「王立魔導研究所ではどのような成果を上げられたのですか？　ひとかどの研究者だったと伺うかがっていますが、情報がそれくらいしかなくて……」

　たとえ辞めさせられたあとでも、俺の個人情報は王立研の極ごく秘ひ扱いか。

「蒸し返すようで悪いが、よくもまあ、名前と前の職場と、ちょっとした得意分野くらいしか情報のない奴を雇おうと思ったな」

「私は他人よりも直感が働くようで、掘り出し物を見つけるのが得意なんです。それで……王立魔導研究所を追い出されるまで、いったいどのような研究をなされていたんですか？」

「聞いてどうする？」

「他の教士や生徒にカイ先生の存在感をアピールするには、専門分野を推おすのが一番手っ取り早いでしょう？　王立研出身という箔はくを付けるお手伝いをしようかと思いまして」

　とてもじゃないが「この腐りかけた世界の救い方の研究」なんて言えないな。

「王立研あそこじゃ……まあ、好きにやってたよ。それが過ぎて放ほう逐ちくされたんだ。連中が望む成果が出せていれば、ここにはいないぜ」

「おっと、そうでしたか。どことなく〝本物〟の気配がしたのですが……では、時は金なりと言いますし、そろそろ門下候補の生徒に会ってもらいましょう。二階の面談室に待たせてありますから、さっそく向かってください。後のことはすべてお任せします」

「春休みなのに生徒が来てるのか？　顔合わせは新学期からだと思ったぞ」

「門下を持っていただくのが貴方を雇用するための大前提ですから、学園の規則で新年度の始業までに門下生が一人はいないと困るんですよ。王立研のエリートなら勧誘するくらい簡単でしょう？」

　学園長が青いファイルを俺に手渡した。

　受け取って俺は学園長室を後にする。これから会う生徒を門下に加えられなきゃクビってことだよな。きっと。

　はぁ……面倒くせぇ。どこか他に行く当てがあれば、速攻でクビになってやるのに……全部、手厚い住宅手当が悪いんだ。













　校舎の四階から二階に降りると、面談室に向かった。

　生徒だった頃はしょっちゅう問題を起こして呼びつけられていたので、面談室のドアを前にすると条件反射的に気分が悪くなる。いや、今回は俺おれが教きよう士しなわけだし、苦手意識を持つ必要はないんだが。

　ノックをして中に入る。

　昔と変わらず四人掛けの机と椅い子すがあるだけの、簡素な小部屋だった。何ら変わっていないことに、ほんの少しだけ懐なつかしさを覚えた。

　ただ昔と違うのは──俺に小言を言うために待ち受けている教士がいないことだ。代かわりに女子生徒が二人、席にも着かず睨にらみ合あっていた。黒髪ショートＶＳ金髪ロングの構図である。外見からして対照的だ。

　ノックの音も聞こえていないようで、俺に気付かず黒髪が吠ほえた。

「最強の魔導士はシディアンね。攻撃は最大の防御という言葉があるけど、その逆は聞いたことがないでしょ？　つまり防御だけでは戦闘は成り立たないの。白魔導士の魔法なんて、回復や防御ばっかりじゃない。強さっていうのはイコール攻撃魔法の威力のことなのよ。白魔導士は黒魔導士が活躍できるよう、後ろの方で援護してればいいんじゃないかしら？」

　内ハネ気味な黒髪を振り乱し、少女がキャンキャンと鳴くように言う。

　一方、金髪の方は涼すずしい顔だ。

「あら？　ちゃんと認めてあげているでしょう。最強の〝黒〟魔導士はシディアンだと。ただ、すべての魔導士の頂点は間違いなくレイ＝ナイト様ですわ。仰おつしやる通り、黒魔導士が攻撃に専念できるのも、白魔導士の防御と回復あってこそ。それに攻撃魔法は黒魔導士の専せん売ばい特とつ許きよではありませんわ。黒魔導士なんて魔導士としては明かに劣おとっていますもの。単独で攻撃も防御もこなせる白魔導士こそ、真の魔導士に他なりませんわ」

　金髪ロングの少女が巻き毛を指でもてあそびながら微笑ほほえむ。黒髪少女がそんな彼女を睨にらみ返した。

　こういう喧けん嘩かは見み飽あきて久ひさしい。

　十年前の異い形ぎよう種しゆとの大戦で、世界を救う活躍をした英雄は三人いたという。

　三英雄──勇者と謳うたわれた救国の剣聖少女アストレア。破壊神の如ごとき黒魔導士シディアン。人類の守護者と称しようされる白魔導士レイ＝ナイト。三人の手によって、かつて人類は破滅を免まぬかれた。

　で……二人が白黒どちらの魔導士かは会話を聞いておおよそ理解したし、それぞれの服装にも得え物ものにも、色濃く反映されているので一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

　黒髪が腰に提さげた漆しつ黒こくのマジックロッドは、型が古くずいぶんと酷こく使しされている印象だ。黒魔法に特化した術式を組み込んだ速度重視の設定だろう。騙だまし騙し補修しながら、使い続けている年季モノだ。

　一方、金髪の方はといえば、長いワンドを背負っている。よく手入れが行き届いているが、どこぞのお飾りと違い、きちんと使い込まれたものだった。

　ここ十年ほどの技術的な進歩により、片手で扱あつかえるマジックロッドが主流になったこともあって、両手持ちのワンド型の使い手は珍しい。

　ワンドの形状や装飾などから見分するに、範囲と効果に重きを置いた防御型だ。

「優劣はハッキリしているわよね？」

「ええ、同感ですわ。初対面の割に、わたくしたちって気が合いますわね」

　黒髪が凄すごめば金髪は皮肉で返す。

　ともにヒートアップして俺の事など眼中にないらしい。

　軽くせき払いをしてから席に着き、青いファイルを開く。二人のプロフィールが記載された書類が挟はさまっていた。

　黒髪の方はローザ・ワイルド。学園では珍しい奨しよう学がく生せいだが、来歴には養護施設出身とあって納得した。黒髪にアメジスト色の大きな瞳ひとみが印象的だ。一応、女子らしくかすかに胸の膨ふくらみはわかるものの、同じ年頃の女子と比べてもスレンダーな体型という印象だ。

　ただ、運動性を重視したショートパンツから伸びる足の筋肉は、ほどよく鍛きたえられていた。ちなみに趣味は人間観察……っと、無趣味なヤツに多い回答だな。

　金髪の方はリリィ・ヒルトン。名家の一人娘だ。ヒルトン家は王おう立りつ研けんのスポンサーの一つでもあった。透すき通とおるような白い肌をしているリリィ。発育の良い胸元は、今にもこぼれ落ちそうだ。備考欄に流血のブラツデイーリリィという、白魔導士らしくもない物ぶつ騒そうな一行が書き加えられていた。

　共に新二年生で、これまで教士の門下に加わった経歴はなし……と。ローザの方はともかく、リリィなら家名目当てで、どの教士も喉のどから手が出るほど欲しがるだろうに。

　なんでこんなところにいるんだ？

　俺がボーッとしていると、不意にローザが黒髪を振り乱して俺に問いかけた。

「それであんたはどう思うわけ？」

　なんだ、俺が見えていなかったわけでもないんだな。

　黒髪の少女は自己紹介もせずつめよってくる。

「待て待て。藪やぶから棒ぼうになんなんだ？」

「だから最強の魔導士は誰だれかっていう話よ」

　まったく子供ってのは最強談義が大好きだ。

「もちろんレイ＝ナイト様ですわよね？」

　張り合うようにリリィも俺に訊く。

「ん……ああ、ええと。とりあえず座って話そうか？」

　着席を勧すすめると、リリィはすんなり席に着いた。

「お前も座れよローザ」

「こんなのと並んで座ったら、白魔導士の臆おく病びようさに空気感染しそうだわ。お断りね」

　リリィの顔を指さしてローザはぷいっとそっぽを向く。

「なら立ってろ。さてと、今日は……」

「た、立ってろ……って……」

　きょとんとした顔のローザに俺は溜ため息いき混じりに告げた。

「じゃあ勝手に座ればいいだろ。手の掛かかるやつだな」

　リリィが「ふふん♪」と鼻で笑った。焦あせったようにローザが取りつくろう。

「べ、別にそんなつもりじゃ……冗じよう談だんよ冗談。というか、今のはあんたを試ためしただけよ。少しは骨があるみたいね」

　口を尖とがらせ不機嫌さを隠さず椅子を引くと、ローザはどさっと腰掛ける。頰ほお杖づえをついて猫のように背中を丸めながら、俺の顔をのぞき込むようにしてきた。

「それで……あんた誰？」

　ピンと背筋を張ったままリリィも首を傾かしげる。

「そうですわ。どちら様ですの？」

　二人の視線に俺は頷うなずく。

「この春から非常勤で教士をやることになったカイ・アッシュフォードだ。学園長から生徒を一人、門下に加えろと言われたんで面談に来た」

　少女たちは揃そろって眉まゆを八の字にした。

　猫背のままローザはジトッとした視線を俺に注そそぐ。

「エリート専門の特別な教士と面談するって聞いてたんだけど……どういうことなの？　そんなの教士の専門分野で決まる事じゃない。ということはつまり、あたしかあんたか、どっちかが間違った時間にここに呼び出されたってことよね？」

　ローザの睨むような眼まな差ざしがリリィに向けられた。

　黒魔導士を教えられるのは同じ黒魔導士だし、白魔導士には白魔導士の教士がつく。

　二人が白黒別系統の魔導士なのは明白だった。

　リリィが凜りんとした声で訊く。

「そうですわ。カイ先生はどちらの専攻ですの？」

　教士の属性で、どちらの担当なのか判断するつもりらしいが……今回に限り、その基準では測はかれない。

　悪いがこちらは規格外の存在だ。

「俺は白と黒、両方いけるから……さしずめ灰色の魔導教士ってところだな」

　俺は腰のベルトに提げた二本のマジックロッドを見せる。右には黒のロッド。左には白のロッドだ。さながら二刀流といったところだな。

　問題はその性能だ。現役時代に使っていた黒こく獣じゆうと白びやく夜やは、王立研に回収されてしまった。あの領域レベルのロッドは世界に数本もないので諦めもするが、せめてもう少しマシなものを学園が支給してくれればよかったと思う。

　俺を睨んでいたローザが、小さく「フンッ」と笑った。

「白と黒、両方を一人で使いわける魔導士なんて聞いたことがないわ！　そのロッド……どうせ使えても第三界層まででしょ？　エリート専門が聞いて呆あきれるわ。今時、第三界層くらいなら十歳の子供でも使えるわよ」

　挑発的に言い終えると、フッとローザは寂さびしげな顔をした。この面談を楽しみにしていたんだろうか。自分専任の教士に手取り足取り教えられたいなんて、案あん外がい可か愛わいいところがあるんだな。

「もしかして、がっかりしてるのか？」

「そ、そんなんじゃないわ。ただ、問題外って思っただけよ。別にエリートぶるつもりはないけど、あたしは第七界層の魔法を一部習得済み……単騎にして短期決戦のエキスパートを目指してるから、低界層しか使えなさそうな半はん端ぱな教士に教わっている時間はないの。悪いんだけど、他を当たってくれないかしら？」

　資料によるとローザは雷撃系の高位攻撃魔法の使い手のようだ。

　現代では、魔法は九つの界層に分けられている。第三界層までは初歩的な魔法とされていた。この二人ならとっくに修おさめている内容だろう。

　第七界層を使いこなせれば魔導士として一流と言えた。魔導士が千人いて一人といったところか。

　第八界層を使えるのは、学園の教士の中でもトップクラスの実力者だけだろう。こうなると魔導士十万人につき一人という狭き門になる。一人で使うには驚異的な難易度になるため、第八界層魔法は複数の魔導士によって、儀式的に使われることがほとんどだ。

　これに限らず、高難易度の魔法は複数の魔導士によって実行される事が多い。

　第九界層までいくと理論上確認されているだけで、実証されていない魔法まで含ふくまれるようになるのだが……現在、それらを一人で使うことができるのは、王立研の主任研究者レベルの人間である。魔導士が一千万人いて、一人という割合の才能だった。

　ゆえに一部とはいえ、二年生になったばかりのローザが第七界層の魔法を使えるのは驚きだ。黒魔法の申し子だな。

　長い金髪を左右に振って、リリィが残念そうな顔をする。

「わたくしは辞退いたしますわ。師と仰あおぐのはこの生しよう涯がいにおいてただ一人、レイ＝ナイト様だけと決めておりますもの」

「先に断ったのはあたしなんだけど……こんなどこの誰ともわからない新米教士を勝手に辞退して押しつけないでくれる？　っていうか師と仰ぐって、なんかずいぶんと時代がかった言い方ね？　センスが古いんじゃないの？　頭の中が、しわしわのおばあちゃんなのかしら？」

「脳の皺しわの数は蓄たくわえられた知識とイコールですわ。それに品位がある……の間違いでしてよ。脳みそつるつるの粗そ野やな方には少々難しい言い回しに聞こえるようですけど」

　二人が再び睨み合った。

「あたしは嫌よ」

「わたくしも困りますわ。先ほどから気になるのですけれど、語尾にウホってつけるのをやめてくださいませんこと」

「そんな語尾つけてないわよ。そっちこそ巻いた髪の中にロールケーキでも詰めたらいいんじゃない？　無む駄だなスペースの有効活用になるし」

「言ってくれますわね」

「あんたほどじゃないわ」

　俺の事でケンカなんてしないで欲しい……なんてモテすぎな台詞せりふとは、一生無縁だと思っていたんだが。

　実際になってみるとあまり気持ちの良いものじゃない。

「二人ともそんなに嫌なのか？　給料分くらいは、ちゃんと教えてやるぞ」

　ローザが柳りゆう眉びを逆立てて口を尖らせた。

「あたしは最強を目指してるの。半端者のあんたじゃあたしは手に負えないわ。戦って戦って……いつか自分の力だけで最強の魔導士シディアンを倒して……異形種を絶滅させるんだから」

　アメジスト色の瞳に暗い炎が揺らいだ。敵意や殺意といった負の感情だ。特に黒魔導士の適性があるものは、こういった負の感情が強い傾向があった。

　それを否定はしない。なぜ学園が若い魔導士を育成するのかといえば、人類の敵である異形種と戦うために他ならないからだ……が、しかし。

「異形種はともかく、なんでシディアンを倒す必要があるんだ？」

「それは彼が最強だからよ。たった一人で十万のソルジャーアント型異形種を葬ほうむったっていうじゃない？　それだけの力があるのに……今は行方不明だなんて無責任すぎるわ。だからあたしがシディアンを倒して、その立場に取って代わってあげるのよ」

　怒りの中に悲しみと落らく胆たんが混ざり込んだ複雑な表情だった。

　澄すまし顔のリリィが吐息混じりで付け加える。

「数字で比べてもレイ＝ナイト様の方が上ですわね。二十万とも三十万とも言われたデスワーム型の襲来から、都市一つを一昼夜守りきりましたもの」

　ふふん♪　と、自分の事でもないのにリリィは得意げに鼻を鳴らした。ローザが眉み間けんに小さな皺を刻むと、リリィの顔をビシッと指さす。

「守ってばかりで結局、最後には黒魔導士の援軍を頼ってるじゃない。白魔導士の火力なんてカスみたいなものだし仕方ないわよねぇ？　白カスさん？　ほら、やっぱり攻撃こそ最大の防御なのよ」

「その援軍が来るまでの時間を稼かせぐことが、黒魔導士シディアンにできますかしら？　たとえ異形種を殲せん滅めつできたとしても、それまでに街の住民の被害は免れませんわね。倒すことだけが勝利条件……これだから思慮に欠けるのですわ。黒魔導士という人種には正直、辟へき易えきしますわね」

　この二人、放っておくといつまでもケンカしていそうだな。眺めているだけで、良い退屈しのぎになりそうだ。

　ローザが憎らしげな顔のままうつむいた。

「だいたいなんでシディアンはレイ＝ナイトと戦って決着をつけなかったのよ……大戦のあとに対決する機会はいくらでもあったはずなのに」

　呼応するようにリリィが返す。

「そうですわ。レイ＝ナイト様が勝利していれば、このような不毛な論議の起こる余よ地ちもありませんもの」

「ケンカ売ってるの？」

「事実を口にしたまでですわ」

　今にも取っ組み合いになりそうな雰ふん囲い気きだ。

「まあそれくらいにしておけって。で、どっちでもいいから俺の門下に入ってくれよ？　教わるのが嫌っていうなら形だけでもいいから」

　できれば門下の一人として試験演習でトップ成績を修めてくれると嬉うれしいんだが、当人たちにやる気がないなら無む理り強じいもできない。

　リリィがブンブンと二度、首を横に振った。

「わたくし、白の第七界層まで一通り習得しておりますので、カイ先生に教わることは何もないと思いますの」

「ずいぶんハッキリ言ってくれるな。まあ、正直な奴は嫌いじゃないぜ」

　俺の返答に眉尻を下げながらリリィは「気に入られても困ります」と呟つぶやいた。

「こっちだって、弱い教士に教わることなんて何もないわよ。あたしが低界層で躓つまずきっぱなしの落ちこぼれ生徒なら、教わってあげなくもなかったけど」

　ローザの口振りもますます刺とげ々とげしい。この問題児どもめ。口頭での説得は無理そうだ。

「わかった。つまり俺の実力を疑ってるんだな。なら、二人とも今から第七演習場に来てくれ」

　ファイルを閉じると俺は席から立った。ローザが首を傾げる。

「第七演習場って、校舎から一番遠いところにあるじゃない……まさか、ただでさえ春休みで教士も生徒もいないのに、人ひと気けのない場所に連れ込んで……いかがわしいこと考えてないでしょうね？」

「変な誤解をするな。試合形式で力を見てやるだけだ。第七演習場なら誰も来ないだろうし……二人とも負けるところを他人に見られたくないだろ？」

　リリィがフクロウのように目をまん丸くした。

「あの……わたくしに勝つと仰っているのですか？」

「当然だろ。こっちは先生なんだし」

「あらあら……では、その試合でこちらが勝てば、わたくしを門下に加えるのを諦めると約束していただけますか？」

　リリィは自信たっぷりに胸を張った。大ぶりな二つの果実がゆさりと揺れる。

「ちょ、ちょっと何勝手に決めてるのよ？」

　一瞬、ローザの目が泳いだ。どうやらリリィの胸のたゆんとした揺れっぷりに、同性ながらも衝撃が走ったらしい。

　リリィが笑う。

「自信がないなら観戦していてよろしいですわよ？」

「やらないとは言ってないわよ」

　売り言葉に買い言葉で、ローザがぐいっと胸を張った。が、残念、揺れない。

「よし。じゃあ決まりだな」

　俺は二人を引き連れて、校舎から最も遠い第七演習場に向かった。




　学園の敷地内には、戦闘のシチュエーションに合わせて大小様々な演習場が揃っている。第七演習場は、個人戦からペア戦までに対応した中規模演習場だ。

　石造りのステージの上に仮想幻体イマジナリーフアンタズマで森や砂漠といった環境を再現できるのだが、今回は戦い慣れていない環境を〝言い訳〟にさせないため、まっさらな平地を用意した。

　俺は腰のベルトに提げたロッドを抜いて、二刀流よろしく構える。

「戦闘不能になるか、負けを認めるか、このステージから場外に落ちるかしたら敗北だ。仮想魔法なんて使わず、遠えん慮りよなくかかってこい」

　仮想魔法というのは試合用に魔法公式ロジツクを調整したものだ。こうした訓練時には仮想魔法すんどめを使うのが定番らしいんだが、それだと見えない部分もあるので今回は通常魔法フルコンタクトで攻撃させることにした。本来の二人の力を見るには素すのままの方が良いだろう。

　俺を中点に挟むようにして、ローザとリリィが対たい峙じする。

「しょうがないわね。先にあたしが相手をするわ。まあ、後があるかは知らないけど」

　マジックロッドを抜いてローザが戦闘態勢に入った。それを見てリリィがステージを降りようとする。

「いや……面倒だから二人まとめてかかってこい」

　足を止めると振り返り、リリィが首を傾げた。

「わたくしも一緒にですか？　カイ先生、死んでしまわれますよ？」

　本気でそう思っているらしく、リリィの瞳には一切の曇くもりがない。

「おうおういいぞ。殺す気で来いよ。そうじゃなきゃおもしろくないからな」

　至し極ごく迷惑そうな表情を浮かべながらリリィも背中のワンドを抜き、身構えた。

「では遠慮なく。五秒で終わらせてさしあげます」

　誰よりも先に動いたのは──意外にも白魔導士のリリィだ。

　本来白魔導士の戦い方は、自己強化や常時回復によって準備を整え、有利な状況を作り出してから反撃に出るのがセオリーだが、力量差が明らかな場合はその必要もないということらしい。

　ワンドに魔法力を込めて、純粋なエネルギーをそのまま放つ。彼女の魔法力は光球となって、俺めがけて飛んできた。

　第一界層の白魔法──光こう弾だんだ。速度は遅いが純度は高い。ギリギリまで引きつけてから、身をそらしてそれを避よけた。

　光弾はそのまま飛び続け、俺を挟むように反対側に立っていたローザに向かう。

　ローザは咄とつ嗟さにロッドで光弾を弾はじいた。

　グワン！　と、魔法力が干かん渉しようしあって、空気を鳴動させる。

　弾かれた光弾は演習場の壁に当たって炸さく裂れつし、その一部を粉々に打うち砕くだいた。

「ちょっと何するのよ？　開始の合図もなしにいきなりぶっぱなすなんて、品位が聞いて呆れるわね」

　ローザの抗議にリリィは「実戦とは唐とう突とつに始まるものですわ。それにしても、わたくしの攻撃を防ぐなんて驚きですわね。ただの落ちこぼれと思っていましたのに」と、わざとらしく驚いてみせた。

「言ってくれるじゃない。ともかく、とっとと片を付けるからあんたは手出ししないでよね。それと……殺す気で来いって言ったからには、そっちもその身をもって責任を取ってもらうわよ」

　宣言しながらローザが選んだのは、風属性の攻撃魔法──風ふう刃じんだった。第二界層に属するこの魔法は、風の刃やいばで対象に裂傷を負わせるというものだ。

　ローザはそれを放つ！　放つ！　放つ！　高速詠唱による三連打だった。

　風刃がユニゾンするように重なり合い、より大きな風の刃となって標的ターゲツトめがけて飛ぶ。

　魔法公式の構築速度には目を見張る物がある……が、少々乱雑だな。

「よっと……フェイントくらい入れればいいだろうに」

　風の刃の軌道を読んで、俺が避けると背後から悲鳴が上がった。

「な、なにをしてくれますの!?　バカなのですか!?」

　振り返るとリリィの制服の胸元がバッサリと切られてはだけていた。はち切れんばかりの二つの果実が溢れ、それを二の腕で抱くようにしてリリィは俺を睨みつけると、頰を赤らめる。

「み、見ないでくださいませ！」












「おっと悪いな」

　再び視線をローザに戻すと、彼女は焦った口振りでまくしたてた。

「あ、あたしはそんなつもりじゃ……。けど、きちんと防ぎきれなかったあんたが悪いのよ？　危ないと思ったら逃げれば良かったのに。というか、逃げられないくらい鈍どんくさいのね？」

「想定していたよりも威力が高かっただけですわ……次からは完かん璧ぺきに相そう殺さいしてみせますから」

　リリィは少しだけムッとした顔つきになった。彼女がローザの実力を見誤ったというよりも、ローザのセンスが抜きんでていたというべきかもしれない。

「別に無理しなくてもいいのよ？　威力が高すぎて相殺できないなら、遠慮なく逃げてちょうだい。恥じることじゃないんだし」

「そんなことありませんわ。だ、だいたいピンポイントでこんなところを切きり裂さくなんて……破は廉れん恥ちな魔法ですわね！」

「あたしが狙ねらってやったと言いたいわけ？　そもそも『こんなところ』に当あたる確率が高かったのも、無駄に成長しすぎて大きすぎる的が悪いんじゃない。持ち主も同罪ね」

「む、無駄じゃありませんわ！　わたくしだって……お、大きいことはちょっと気にしてるのに……正直なところ、少し分けて差し上げたいくらいですもの」

「売ってるでしょ？　今、ケンカ売ってきてるでしょ！　あたしにだってあるわよ普通に人並みに！　あんたのお情けなんて入りこむ余地すらないわ！」

　二人とも俺を挟んでヒートアップしてきたぞ。双方遠慮がなくなりつつある。

　特にローザの方は顔が真まっ赤かだ。ぺったんことまでは言わないが……ご愁しゆう傷しよう様さまです。

　溜息混じりに俺は呟いた。

「二人ともケンカするなよ。お互いに傷つけ合ってもなんの得にもならないぞ。どうせ戦うなら俺にしろって」

「「なら避けないで！」」

　妙みようなところで呼吸をぴったりと合わせて、二人は俺にロッドとワンドを向けた。

「次こそ本気でいきますわ」

　リリィは胸を左腕で庇かばいながら、片手で持ったワンドに魔法力を集約する。

　光弾が一つ……二つ三つ……と、彼女の周囲を回転しながら増えていった。さすが名家の血統というべきか、七つの光弾が揃うと、さらに光を増した。

　瞬間──ツーッと彼女の口元に血が伝う。

「おい大丈夫か？」

「わたくし、少々繊せん細さいでして、高度な魔法を使うと血が出るだけですわ。お気になさらずに……というか、わたくしよりもご自身の安全を案じることをお勧めいたしましてよ？」

　血を吐きながらリリィは笑う。なるほど流血とはこういうことか。不ふ憫びんな体質だ。

　魔法の才能がありすぎると、肉体がそれに追いつかなくなることがある。それが吐血という形で出ているに違いない。今後、俺が教えるかどうかはともかく、どのみちリリィには基き礎そ体力強化の訓練が必要そうだな。

　ともあれ、七連の光弾がリリィの〝本気〟ってやつらしい。

　第一界層の魔法とはいえ、連続展開で威力や攻撃範囲を補うのは、口で言うほど簡単なことではない。リリィの才能の片へん鱗りんを感じた。

「行きますわよ！」

　低速だが一つ一つの威力を充分に高められた光弾が、俺に向かって連続発射された。

「あんたを仕し留とめるのは、このあたしよ」

　ローザも魔法力を一気に高めてロッドに込める。構築しているのは第七界層級だ。

　学園でまだ一年しか学んでいないというのに、一瞬で高度な魔法公式ロジツクを組み上げた。

「死んでも怨うらまないでよね？」

　俺が殺す気でこいと言ったのだから、事前に断る必要はないぞローザ。

　彼女の古めかしい黒いロッドが悲鳴を上げている。それを天に掲かかげると、雲一つない空から雷撃が滝のように俺めがけて降り注いだ。

　第七界層──雷らい帝てい。その青き閃せん光こうは天を裂き地を穿うがつ。

　光弾と雷撃に挟まれた格好だ。

「ったく……持ちこたえてくれよ」

　右手の黒のロッドでリリィの放った光弾を吸収する。相手から魔法力を奪う黒魔法──吸きゆう魔まの応用だ。本来なら第六界層に属するものを、第三界層レベルまで引き下げているので、リリィの光弾から得られる魔法力もせいぜい半分がいいところだ。

　残りの半分はダメージとして俺の身体からだで受ける。

　続けて左腕を天に掲げて白魔法──輝き盾だてを発動した。光弾から奪った魔法力を耐魔法防壁に変換する。使い慣れた黒獣と白夜なら造ぞう作さもないことだが……。

「やっぱり玩具おもちやは玩具だな」

　輝盾でローザの雷帝を受けた瞬間、ズンと重さを感じた。物理的なものではなく魔法力的な重圧だ。左手に構えた白魔法用ロッドに亀き裂れつが走る。

　輝盾によって散らされた雷撃は、のたうつ蛇へびのようにステージ上に四散した。

　放ったローザにも、散らされた雷撃が牙きばを剝むく。

「──ッ!?」

　ローザの集中が途切れ、同時に雷帝も雲散霧消した。俺が張った輝盾はズタボロだ。あと一秒遅ければ、白魔法用ロッドごと輝盾が砕かれていたかもしれない。

　予想外の雷帝の威力と、想像以上に脆もろい支給品のロッド。

　うーむ、俺が全力でまともに使えるロッドなんて民間にはそもそもないのだから、しょうがないと諦めていたんだが……こいつらの相手をするには、もう少しマシなロッドが必要そうだ。

「きゃあああ！」

　雷帝のとばっちりを受けてリリィが悲鳴をあげる。振り返ると相変わらず、はだけた胸の辺りを腕で隠しながら、回復魔法の魔法公式を構築していた。

「こ、こっちを見ないでくださいませ！」

　リリィは第四界層の白魔法──治ち癒ゆを自身に施ほどこす。ちょっとダメージを受けたくらいで大げさなやつだ。

　ローザの方はと言えば、自身が放った雷帝の分散ダメージを負ったままだった。

　呼吸を整え直して俺を睨みつける。

「今のは……本気で撃ったのに……どうやればそんな風に防げるのよ!?」

「リリィの光弾から魔法力を抽出して、輝盾に変換したんだよ。これなら自身の魔法力を練ねらずに、魔法公式さえ頭の中から引っ張り出せば、即発動できるだろ？」

「そんなの普通じゃない……あり得ないわ……」

「あり得ないとは失礼な。実際にできるんだから、あり得ることだろうに」

　俺の言葉にローザは黙だまり込んだ。

　さてと……まだ勝負は決していないが玩具並の黒のロッド一本じゃ、できることは限られてくる。

「じゃあ続きをやろうか？」

　俺は魔法公式を構築した。

　第二界層の黒魔法──先ほどローザが放った風刃だ。これを二つ同時に展開し、式を組み替えてローザめがけて放つ。

「──えっ？　何よそれ!?　高速詠唱にしては速すぎるし」

　彼女は目をまん丸く見開いた。まあ、初めて見たなら驚きもするだろう。

　並列同時詠唱パラライゼーシヨン。俺の研究の産物だ。

　ローザは避けない。いや、避けられなかった。自分の放った雷撃の余波が彼女の動きを止めたのだ。それでも果敢に俺の放った風刃をロッドで打ち返すつもりらしい。悪いがそれも想定済みだ。

　俺が放った風刃には、相手を切り裂く機能は与えていない。その分、触れた者に衝撃を与えるように魔法公式を構築してある。

　加えて一発分の威力は殺せても、二発分となればどうだろう。

　風刃にローザのロッドが触れた瞬間、小柄な少女の身体はステージの外まで吹き飛ばされた。同時に俺のマジックロッドが砕け散る。おいおい、いくら並列同時詠唱パラライゼーシヨンしたとはいえ、使ったのは第二界層の魔法だぞ？　普ふ及きゆう品ひんというか粗そ悪あく品ひんの間違いじゃないか？

　俺たちの戦いを目の当たりにして、残ったリリィがあたふたとし始めた。

「え、ええ!?　今、二つの魔法が一瞬で……」

　マジックロッドがないと話にならないが、仕方ないか。

　俺はリリィの元へと駆け込むと、ワンドを蹴けり上げた。リリィの手からワンドが落ちる。それをすくうように拾い上げて、俺はリリィの胸元にワンドの先端を突きつけた。

　彼女が得意とする光弾を放つ。もちろんこちらも非殺傷用に構築した魔法公式のものだ。

「いやああああああああああああああ！」

　はだけた胸を両手で庇うようにしたリリィを、俺の放った光弾は易やす々やすと場外に弾き出した。彼女の身体は吹き飛ばされて、場外に転がる。その顔はまるで、ハトが豆鉄砲でも喰くらったようだった。

　俺は溜息混じりに呟く。

「そんなんじゃシディアンは倒せないし、レイ＝ナイトに弟子入りも難しいんじゃないか？」

　一連の攻防は場外に墜おちたローザも見ていたようだ。デモンストレーションとしては充分だな。

　学園長が言う通り、二人は年相応とは言えない才能の片鱗を俺に見せてくれた。

　大粒の原石には違いない。が……さてと、どちらを門下に加えよう。

　まあどっちでもいいんだが、とりあえず「俺の門下に加わってもいい」という方を選ぶとするか。どちらも嫌だというなら、くじ引きで決めるかな。

　その前に、リリィの服をどうにかしなければ。俺は何か隠せるものを探しに、演習場の備品置き場に向かった。













　二人を連れて校舎に戻る。すぐにリリィを更衣室に向かわせて、運動着に着替えてもらった。

　面談室の席に二人を並んで座らせ、机を挟はさんだ対面で青いファイルを手に俺おれは訊きく。

「一応、確認しておくが……俺の門下に立候補する気はあるか？」

　二人は同時に挙手した。ん？　これは想定外だな。

　ローザがリリィを睨にらみつける。

「あんたはレイ＝ナイトを師匠にするんでしょ？　あたしは……こんな奴にも勝てないんだから、まずはこいつを倒せるくらい強くなるために……あ、あくまで研究のために門下に加わるというか……近くにいて観察して弱点を見つけて叩たたきつぶしてあげる」

　睨みつけるようにしてローザは俺の顔を見つめた。

　瞳ひとみは熱く燃えるようだ。やる気というか殺やる気まんまんだな。

　そんなローザの言葉にリリィが長い金髪を揺らして立ち上がった。伸縮性のある運動着の上着越しに、大きな胸がゆっさり上下する。

「カイ先生の門下に加わるのは、わたくしをおいて他にありませんわ」

　ずいぶん態度が変わったものだ。リリィは自身の胸に手を添そえるようにしながら、視線を俺に向け直した。

「どうか、わたくしをお選びになってくださいませ」

　ローザも負けてはいなかった。立ち上がって机に身を乗り出しながら、燃え上がるような熱視線で俺に迫る。

「選ぶなら当然あたしよね？　誰だれかさんみたいに、ことあるごとに口から血を吐いていたら、授業にならないと思うんだけど」

　すぐさまリリィもニッコリ笑顔で言い返す。

「お気になさらずに。あれは本気を出した時のバロメーターのようなもので、むしろ吐けば吐くほど強くなりますのよ」

　嫌なバロメーターだな、それは。俺は溜ため息いき混じりに訊いた。

「二人とも急にやる気になって……どうしたんだ？」

　教きよう士しとしての実力があるところは見せたが、ここまで効果てきめんとはな。しかし正直なところ門下は一人いれば充分だ。

　ローザが頰を赤らめながら伏ふし目めがちになった。

「それは……ま、負けたからよ。このまま、あんたの元から去ったらそれこそ負け犬だもの。勝ち逃げなんて許さない。それに両系統の魔法を使いこなすだけでも驚いたのに……最後の風刃は連続詠唱なんてレベルじゃなかったわ。同時に魔法が発生したかと思ったくらいだもの。あの技、教えてくれるんでしょ？」

　ローザは並列同時詠唱パラライゼーシヨンを超高速の連続詠唱と認識しているみたいだった。この二つは似にて非ひなる魔法技術だが、説明しても今のローザには理解できないだろう。実際、ローザに撃ち込んだ風刃は連続詠唱でも再現できるものだ。

　リリィが柔にゆう和わな表情を浮かべて、目を細めた。

「わたくしはカイ先生を倒そうだなんて不届きな生徒ではありませんわよ？」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでローザが口元を尖とがらせる。

「あんたこそ、愛しのレイ＝ナイトはどうするつもりよ？」

「もちろん心の師として仰あおいでおりますわ」

「二股かけようっていうの？　とんでもない女ね」

「それはそれ。これはこれでしょう？　師が二人いても問題はありませんわ。そういうあなたこそ、シディアンとカイ先生の二股でしょう？」

「あたしの場合は標的が二つに増えただけで、なんの問題もないんだから」

　威い嚇かくし合う猫同士のような二人に、俺は改めて告つげる。

「わかった。二人まとめて門下にするからケンカするなって」

　一触即発の空気が霧散した。二人ともこちらに視線を向けて驚いた顔のまま固まる。

「学園長には『門下が一人はいないと困る』と言われてるんでな。もうこの際だから二人でも三人でも俺は構かまわない」

　再びローザとリリィが睨み合った。

「「こんなのと一緒なんてごめんだわ！」」

　呆あきれるくらい息がぴったりだ。案あん外がい馬が合うんじゃないか？

「まあそういうなよ。それじゃあ二人とも俺の門下として登録申請しておくから、新学期からよろしくな」

「「ううううっ」」

　同じようなタイミングでうめくローザとリリィを残して、俺は面談室を後にした。




　それから数日──。

　学園の新学期がスタートした。入学式や新入生へのガイダンスに歓迎会といった、各種イベントへの立ち会いをすべてサボって、通常授業が始まるまで俺は〝もろもろ〟の準備を進めた。

　俺にあてがわれたのは手入れもされていない旧式の研究機材が押し込まれた、倉庫のような部屋だ。

　ローザとリリィが午前の通常授業に出ている間は、与えられたその研究室で本を読んで過すごした。しかしこの部屋……空調も壊れているらしく、かび臭くさい。

　当然、こんな場所で魔法の研究などするつもりはないし、やる気も起こらない。

　門下生の活躍如何いかんで、待遇の改善も考慮するとの学園長のお優しい気遣いが身に染しみる。底辺の扱あつかいから抜け出したければ結果を出せというのだろう。

（──王おう立りつ研けんでも学園でも成果主義からは逃れられない……か）

　まあ、成果を出すのはここでは俺じゃなく生徒なんだけどな。教士はその手助けをするのが本分だ。

　そんな生徒たちの一部──エリート連中は午後になると、師と仰ぐ教士の研究室で学ぶという方式が採とられていた。

　が、門下に加わることを許されない大半の生徒は、午後も通常授業の延長にあるような内容を学んでいる。

　そこらへんも昔と変わらない。知識や技術の専門性において、門下であるかそうでないかで、差は開く一方だ。門下に加われないやつは自力で這はい上あがるしかない。

　かつては俺も門下に加わらない大半の生徒の一人だった。

　そんな俺が門下を募ることになるとは……奇妙なものだ。

　午後からの授業開始を告げるチャイムが鳴った。さてと……そろそろ時間だな。

　あの二人は来てくれるだろうか。でないとこちらの準備が水の泡になってしまう。

「「なんでいるのよ!?」」

　薄いドアの向こうからローザとリリィの声が響いた。俺は本にしおりを挟むと、新たに支給されたマジックロッドを腰のベルトに納おさめる。

　威力は低くても構わないので「なるべく安くて頑がん丈じようなものを」と、総務部に頼んだ結果、魔法力の変換効率が非常に悪いクソロッドが支給された。

　この研究室も最低ランクだが、ロッドもどうにかしないとな。

　重い足取りで部屋から出るなり、廊下で睨み合うローザとリリィに告げた。

「よし。じゃあ今日は初日だし、親交を深めるために遠足といこうか」

　二人がキョトンとした顔になる。

「え、遠足って……ちょっといきなりすぎない？」

「ローザは門下に入っても、ずーっと俺にため口なんだな」

「あたしは誰の弟子でもないもの。前にも言った通り、あんたは倒すべき標的のうちの一人にすぎないんだから」

　ビシッと俺の顔を指差してローザは得意げな表情を浮かべた。

　まあそれくらいの方が俺としてもやりやすい。急に先生だの師匠だのと呼ばれても、しっくりこないからな。

　すると、俺の腕に巻き付くようにリリィがくっついてくる。

「わたくしは誠心誠意、カイ先生の指導に従いますわよ？」

　無意識なのかリリィの胸の膨ふくらみの柔らかい感触が、俺の腕にぷにぷにと伝わってきた。

「こらこらくっつくな」

「これくらいは教士と生徒のスキンシップですし、恥ずかしがらずともよろしいのに」

「よろしくないぞ。生徒との交流が行きすぎて、交友関係になり問題化……それで処分されるのは俺なんだから」

　正直、先生ってものをどうやっていけば正解なのか、わからない。

　だからせめて俺が生徒だった時に、やられて嫌だったことはしないように……とは思うんだが……。

「はいはい離れて離れて！　あんたも口では離れろって言っても、鼻の下が伸びてるわよ」

　ナイスなタイミングで、ローザが俺からリリィを引きはがすように割って入った。

「別にそんな顔してないっての」

「あぁん。せっかく先生との親交を深めていましたのに。嫉しつ妬となんて見苦しいですわね」

　リリィが胸を張り、その水すい蜜みつ桃とうがゆっさり上下した。それを見て顔を赤くさせながらローザがぼやきつつ、張り合うように胸を張る。

　微び動どうだにしなかった。波の穏おだやかな凪なぎのようだ。ああ、なんで負ける戦いくさを仕掛けるのか。お前にはお前の良さがあるだろうに。

「嫉妬なんてしてないわ。っていうか遠足って……ちょっとお気楽すぎるんじゃないの？」

「そうか？　レクリエーションは大事だろ。初日から座学ってのもつまらないしな」

　ローザが途と端たんに伏し目がちになる。

「それはそうだけど……遠足に行くなら、あらかじめ言ってもらえればお弁当とか用意したのに……午後からがんばらなきゃいけないと思って、お昼ご飯いっぱい食べちゃったじゃない」

　いやいやお弁当って、遠出を楽しむ気まんまんじゃないかローザ。とっつきにくい奴かと思ったが、案外、中味は年齢相応なのかもしれない。

　するとリリィがなにやら思いついたらしく、胸元で両手を拝おがむようにぴたりと合わせた。

「この時間なら、カフェテリアで頼めばサンドイッチくらいは包んでもらえますわね」

　学食がずいぶんしゃれた名前になったものだ。リリィの提案にローザが笑顔になった。

「あっ！　いいかも。あんたにしては名案ね」

「あんたではありませんわ」

「そ、そっちだってあたしの名前、覚えてないじゃない」

「ローザ・ワイルドでしょう？」

　意外にもリリィはローザの名字まですらっと口に出した。そして勝ち誇ったように微笑ほほえむ。

「あ、あたしだってあんたの名前くらい……えっと……流血のブラツデイーリリィでしょ？」

「流血の……は愛称ですわ」

　それは愛称というよりも二つ名というか、悪い言い方をすれば蔑べつ称しようだろうに。しかし、二つ名としてはカッコイイ雰ふん囲い気きがなきにしもあらずだが。

　リリィは続けた。

「まぁ、良いですわ。わたくしの場合、いつだって名前よりも家名で覚えられるのが先でしたから……今回は特別に許して差し上げましてよ」

「なんで上から目線なのよ。それに家名って……あんたの実家って、そんなに有名なわけ？」

　ローザの言葉にリリィはきょとんとした顔をした。そんな事を言われたのは初めて……とでも、言わんばかりだ。

　ヒルトン家といえば俺でも知ってるくらいの名家だが、ローザは俺以上に世間知らずみたいだな。

「ふふ……あははは！　ローザって変わってますのね」

　ローザは小さく溜息を吐つく。

「あんたほどじゃないわよ……ところで遠足ってどこにいくの？」

「ちょっと壁の向こうまで……って感じだな」

　俺の一言に二人の目が点になった。




　ガタガタと細かい振動がシートから伝わってくる。車両は学園都市を抜けて荒野を東へとひた走っていた。

　情報端たん末まつや鉄道に車両、それらはすべて魔法力によって動いているのだが、人類の魔導文明が一気に花開いたのはこの百年ほどのことだ。

　ある意味、異い形ぎよう種しゆが技術革新をもたらしたといえた。人類にとっての脅きよう威いは、同時に人類発展の可能性を秘めていたのだ。

　そこらへんの事もふまえて、本日は校外学習である。

「ただ後部座席で揺られていても退屈だろ？　クイズでもするか？」

　魔ま導どう装そう甲こう車しやの操そう縦じゆう桿かんを握にぎったまま俺は後部座席に質問を投げかける。

　ミラー越しに後部座席を見ると、ローザもリリィもどことなく緊張の面おも持もちだ。

「クイズって……緊張感ないわね。けど、どうしてもっていうなら答えてあげる」

　ツンとした口振りでローザが俺に返した。

「結構結構。そうだな、じゃあ第一問。ずばり、異形種とは何でしょうか？」

　ムッとした顔でローザが口を尖らせた。

「それってクイズっていうのかしら？」

「まあそういうなって。それじゃあ回答してくれローザ」

　眉み間けんにしわを寄せてから、彼女は溜息混じりに続けた。

「人類の敵にして絶滅させなきゃならない害虫よ」

　口振りからして苦々しい。

「まあ正解と言えば正解か。そこまで感情を込めて答えなくてもいいんだけどな。いいかローザ。憎しみの感情だけじゃ連中には勝てない。対処には冷静さも必要だ。じゃあ次のクイズはリリィに答えてもらうとしよう」

　金髪を指でつまみながら、リリィは「ええ。よろしいですわよ」と、余裕の笑みだ。

「では第二問。異形種はいつ、どこで存在を確認されたでしょうか？」

　ピンと人差し指を立ててリリィは頷うなずいた。

「異形種が現れたのは百年以上前。大陸の東側で確認されましたわ」

　人類と異形種の最初の接触は、それは凄せい惨さんなものだったと伝えられている。

「正解だ。それじゃあ続けてもう一問。異形種が似ている生き物ってなーんだ？」

　なぞなぞの問いかけっぽく、少し茶ちや化かして訊いてみる。リリィは静かな口振りで返した。

「異形種は蟻ありや蜂はちのような真社会性を持っており、外見は虫を巨大化させたようなものが多いですわ。人類に対して敵対行動をとりますが、その最終的な目的などは一切謎なぞに包まれていますの。生物かどうかさえわかっておらず、形状も多た岐きにわたりデスワーム型やソルジャーアント型、他にキラービー型やモス型やマンティス型にドラゴンフライ型……それとスカラベ型やビートル型にスタッグ型……」

「それくらいで結構だ」

　俺は矛ほこ先さきを変えることにした。放っておくと、リリィが全て回答してしまいそうだ。

「ではローザ、多種多様な異形種の何がやっかいか？　シンプルに回答してみてくれ」

　答えたくてウズウズしていたのか、ローザが少しだけ嬉しそうに声をあげた。

「うじゃうじゃいるところよ！」

「正解。個体の力がそれほどでなくても、連中は波のように押し寄せてくるからな。それじゃあリリィ。もう一つのやっかいな特徴は？」

　考える素振りも見せずリリィは即答した。

「それは巣の存在ですわね。異形種は大地に巣を根付かせて汚お染せんしてしまいますの。一度、根付いてしまった巣は除じよ去きよすることができませんわ」

「そうだな。で、汚染ってのはどういう状況の事だと思う？」

「わたくしたち魔導士は一定時間の休息で魔法力を自然回復しますが、汚染地域ではそれができなくなってしまいますわ。それに人間が長時間汚染地域にいれば、それだけで病魔に侵おかされて死んでしまいますの。汚染濃度にもよりますけれど、人類の生存不能領域といったところですわね」

「まあそんなところだな」

　ちなみに、一般人は〝壁〟の向こうが即、汚染地域と誤解していることも多いが、そうではない。

　壁はあくまで、その向こう側に根付いた巣があるという境界線であり、汚染地域は巣を中心にシミのように広がっていくものだった。

　まだ答え足りないらしく、リリィは得意げに続けた。

「そこで、わたくしたち魔導士が封印して、その巣から新たな異形種が発生しないようにしなければなりませんの」

　俺は魔導装甲車のアクセルを踏み込む。荒野をつっきるように走ると、遠目に〝壁〟の支柱が見え始めた。あの居並ぶ支柱より先は、異形種に奪われた領域だ。

　壁と呼ばれてはいるのだが、柱と柱の間に走らせてあるのは監視のための魔法だった。異形種の群むれの動きを事前に察さつ知ちする「次元解析法リグ・ヴエーダ」システムの開発によって、人類はこのラインをなんとか維い持じして、今に至る。

　そして学園は、壁から十数キロメートルという位置にあった。この十年、異形種による大規模侵攻は行われていないが、有事の際に学園は軍事基地へと変わるのだ。

　ちなみに、似たような拠点が学園の北側にもう二つほどある。人類の精せい鋭えいが送り込まれた前線基地と、それよりさらに北に位置する戦士養成機関ソードテンプルだ。

「まあ俺たち魔導士だけじゃなく、戦士養成機関ソードテンプルの連中とも連れん携けいをとって対処していかなきゃいかんぞ」

　魔導士には白と黒の二系統があるが、そのどちらにもなれなかった者たちがいる。

　だが、魔法のセンスが皆かい無むながらも、魔法力を持つ人間たちには、第三の道が残されているのだ。

　それが戦士養成機関ソードテンプルだった。魔法力を肉体の強化や剣術などに変換して戦う──十年前の大戦で超大型の巣を封じた勇者アストレアは、戦士の最高峰と言えるだろう。

　まあ、戦士たちからすれば魔導士なんて、白でも黒でもヒョロガリの勉強バカにしか見えないだろうし、魔導士から見れば戦士なんてどいつもこいつも脳のう筋きん扱いだ。

「「戦士なんてバカばっかりよ（ですわ）」」

　二人は呼吸もぴったりで俺に告げた。正反対に見えるのだが、こういう時だけは妙みように息が合うんだよな。




　壁を越えてしばらく車を走らせる。異形種に滅ほろぼされた街や村の無む残ざんな光景が、点々と窓の外を流れていった。

　ローザもリリィも口をつぐんだ。特にローザの目の色が今までと違っている。

　今にも燃え上がりそうな感情むき出しの瞳だった。

　まだこの辺りは汚染も進んでいない。が、放っておけばいずれ呑のまれる運命だ。

　廃村の入り口付近に装甲車を止めて二人を降ろす。積んでおいた機材から撮影用のハンディーカムを取り出した。右手にそれを携たずさえて歩き出す。

「こっからはハイキングだ」

　ローザが一度深呼吸をして、燃える瞳の炎を弱めてから俺に訊く。

「壁を越えた危険地帯で、車を降りるなんてどういうつもりなの？　それにカメラまで持ち出して……」

　少し言葉にトゲのようなものが混ざっている。憎しみさえも力に換える黒魔導士らしいとはいえ、ローザは少々気が立ちすぎているように思えた。

　俺はせき払いを挟んでから説明責任を果たす。

「装甲車の小さな窓から見る景色だけじゃ、実践教育にはならないからな。カメラは記念撮影用だ。せっかくだし動画できちんと残したいだろ？」

　リリィが首を傾げた。

「わたくし初めて壁を越えましたわ。こんなところでハイキングなんて、カイ先生は命知らずですのね」

「まあ俺がいるから大丈夫だ。二人を死なすようなことにはならないって」

　ローザが溜息を吐いた。

「壁を越えたら死んでも文句は言えないっていうのが、うちの学園じゃ暗あん黙もくの了解になってるんだけど……本当に死んだら怨うらむわよ」

「俺がいた頃と変わってないんだな、その暗黙の了解ってやつ。大丈夫だ心配するな。ちゃんと守ってやるから」

　軽口を叩きつつ装甲車に黒の第三界層魔法──隠いん蔽ぺいをほどこして、俺は村の外へと歩き出した。

　しばらく進んだ先に小山がそびえていた。ローザがぼやく。

「まさか、あの山にでも登ろうっていうんじゃないでしょうね？　あれ……あんなところに山なんて……ないはずよ」

　もしかして前に一度、ローザはこの辺りに来たことがあるのだろうか。ご明めい察さつだ。

　そんな山は地図には載のっていない。

「ああ、そうだ。山なんてない」

　俺の言葉にリリィが小さく首を傾げる。

「正面にありますわよ？」

　俺は左手で黒のマジックロッドを抜いた。その先端で指し示す。

「あれは山じゃなくて連中の巣だ。まだ根付く前だが……予想よりかなり進行してるな」

　ローザの目付きが険けわしくなった。

「こんな壁の近くにまで……」

「そう怖い顔するなよ。今日の授業はアレの封印だ」

　リリィが口を半分開けたまま小山を見上げる。

「異形種との実戦演習は三年の後期からではありませんの？」

「実戦の経験は早いほうがいい。というわけで、まずは巣の中を少しさっぱりさせるとしよう」

　ハンディーカムで右手がふさがっているので、左手で黒のロッドを構えると俺は魔法公式ロジツクを組み上げた。黒の第七界層魔法──雷帝を土塊つちくれでできた小山のような巣に落とす。

　とはいえ性能の低いロッドによって、威力は通常の半分も出ていなかった。

　それでも小山の一角が崩れてなだれを起こし、内部から蟻のような異形種が噴水の如ごとく湧きだした。

　ワーカーアント型だ。一匹一匹は人間の子供ほどの大きさだが、とにかく数が多い。

　こいつらは異形種の中では戦闘員にカウントされず、その役割は巣を構築することに特化されていた。

　しかしながら人間を殺すくらいは容易たやすいことで、屈くつ強きような顎あごは肉を裂き骨を砕くだく。一匹の戦闘力は、スタミナ切れを起こさないのろまな野犬といったところか。

　二人の力を見るにはちょうど良い相手だろう。

　ローザが自分の得え物ものを抜いて悲鳴をあげる。

「い、いきなりぶっぱなすことないでしょ!?」

　リリィが背中のワンドを抜いた。

「今は人間同士で争っている場合ではなさそうですわね」

　こちらを見つけるなり異形種たちが押し寄せる。俺はマジックロッドではなく、ハンディーカムを構えて録画を開始した。

「じゃあ元気に異形種と戦ってみようか。撮影してるから二人とも笑顔でな」

「笑顔で戦えとか無茶言わないでよ！　あんた本当に教士なの？」

　怒りの形相で吠ほえながらローザが魔法公式を組み上げる。炎系だ。驚くべきはその構築速度だった。大人顔負けというか並の魔導士では追いつけないほどの高速っぷりだった。

「燃え尽つきなさい！」

　文字通り黒山のような群体めがけ、狙ねらいも定めずローザは黒の第一界層の魔法──炎えん矢やを放つ。彼女の振るったロッドから放たれた炎矢は、一本だったものが敵集団に到達する寸前、拡散して無数の細かい矢となった。散弾のように高熱の雨が蟻型異形種に降りかかる。

　甲かん高だかい悲鳴のような音を立てて、ワーカーアントの先陣が崩れた。連中は致ち死しレベルのダメージを受けると文字通り消しよう滅めつする。捕獲した場合も自じ壊かいするため、解かい剖ぼうや研究ができなかった。

　が、時折、完全に消え去らず結晶体──魔ま晶しよう石せきが残ることがある。これが回収できれば御おんの字じだ。魔導文明の機器や車両は、こういった魔晶石から取り出した魔法力を充じゆう塡てんすることで動力源としている。魔晶石とは、それ自体、固形化した高密度の魔法力とでも言うべき存在だ。

　また、魔晶石は貴重な研究素材として、王立研に高値で売りつけることもできた。

　異形種を倒して残る数少ない鹵ろ獲かく物ぶつなのだ。

　ローザの初弾では、魔晶石は見つからなかったな。

　リリィはというと、彼女は自身に鉄てつ壁ぺきと輝盾をかけていた。鉄壁は物理防御で、近接戦闘の可能性も考慮してこれは良いのだが、輝盾は魔法的な防御の強化だ。おそらくセットで使うのが癖くせになってるんだろう。

「おーいリリィ！　相手はただのワーカーアントだぞ。輝盾は不要じゃないか？」

　こいつらは魔法防御が必要な相手ではない。

「ま、万が一のためですわ」

　ついでに言うと、できればローザにも同じ魔法をかけて欲しいんだが……今回は二人の好きなようにやらせてみよう。




　──開戦から三分。

　すぐにも近接戦闘に持ち込まれるかと思いきや、固定砲台のようにローザが各種攻撃魔法を撃ち続けて、ワーカーアントたちを寄せ付けない。もう二百匹近くは倒しただろう。一方でリリィはというと、自身に防御魔法を一通り展開しおえて、やっと光弾で攻撃を開始した。

「援護が遅いわよ！　何してたの!?　これだから白魔導士って亀みたいなのよ！」

「焦るウサギは取り分を逃しますわよ？　そもそもせっかちな黒魔導士と違って、白魔導士がその力を出し切るには、しっかりとした準備が必要ですもの。けれど、そもそも今回はカイ先生が急に攻撃を仕掛けたのがいけませんのよ？」

　防御系魔法をフルに使い、全身を魔法力で輝かせながらリリィはドヤ顔だ。

　光弾を六連射してプチプチとワーカーアントを潰つぶしていく。

　まあ、普通は攻撃を仕掛ける前に、白魔導士が仲間に防御魔法を使って強化してから……ってのがセオリーなのはわかっているんだが……。

「戦場じゃ敵の奇襲を受けることだってあるんだし、いつも悠ゆう長ちように強化してる時間はないぞ？」

　と、俺がいったそばでローザが突然、ばたりと倒れた。

「もう……うごけ……ない」

「おいふざけてる場合じゃ、あっ！　お前まさか、魔法力切れか？　なんでペース配分をしないんだ」

「異形種は一匹でも多く……倒す……それが、あたしの……生きる……うう……」

　口を動かすのも辛つらそうだ。立てなくなるまで魔法力を絞り出し、三分間攻撃をし続けたらしい。

　その攻撃魔法も細かく見れば精度が低く、軍勢を効率良く足止めできる〝急所〟を外しがちで、無む駄だ撃ちも多かった。

　というか……待たい避ひする余力も残さず、倒れるまで全力攻撃はダメだろうに。自殺志願者の戦い方だ。

　ローザの魔法が止やんで、ワーカーアントたちが波のように俺たちに迫る。その間に俺はローザに肩を貸して立たせた。白のロッドで第四界層──治癒を施す。

　少女の呼吸がすこしだけ落ち着いた。しかし、ロッドの性能に足を引っ張られて、即回復とはいかない辺りがもどかしい。

　すぐさま黒のロッドに持ち替えて、次の魔法公式を構築する。リリィが俺の魔法に気づき、振り返って目を輝かせた。

「魔法力を使い切ってしまった誰かさんに代わって、カイ先生自ら戦ってくださるのですわね!?」

　俺は風刃を放つ。といっても、刃を丸めた吹き飛ばす用にカスタマイズしたものだ。

　それをリリィの背中に向けて放った。

「って!?　なにをしてくれますのおおおおおおおおおおおおおおお！」

　俺の放った黒魔法は、敵味方識別において〝味方〟という認識があったリリィの防御魔法を無視してクリーンヒットした。

　声を上げてリリィがワーカーアントの群の真ん中めがけて吹っ飛んでいく。

　防御魔法がフルでかかった状態のリリィに、問答無用で群がるアントたち。これでローザの回復の時間も稼かせげるだろう。

「ほら見ろローザ。リリィが身を挺ていしてお前のために時間を作ってくれているぞ」

「イヤアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　ワンドに魔法力をこめリリィが振り回す勇姿に、ローザは倒れたまま「あたしが攻撃魔法でがんばったんだから、それくらい……当然よ」と口を尖らせた。

　リリィの足下にワーカーアントが抱きつく。棒ぼう倒しの棒のように、今にも倒されそうになっていた。

「いや、いや、やめてくださいませええええええええ！」

　リリィの身体からだが激しく発光し、衝撃波が足下から同心円状に広がった。まるで彼女を爆心地にしたような魔法力のほとばしりが、数十体のワーカーアントを巻き込み吹き飛ばす。

　リリィの身体から防御魔法の輝きが失われた。どうやら自身にかけていた防御魔法を衝撃波に転化したらしい。

　今、それを使う判断はいかがなものかと思うが、威力は充分だ。

　口元からツーッと鮮血を流してリリィは呟つぶやく。

「奥の手を使ってしまいましたわ……もう一度、防御を固めないと……」

　どうやらリリィも例に漏もれず、白魔導士はこういうものだという固定観念に凝こり固かたまっているらしい。

　いつもいつも、使えるすべての自己強化をする必要はないのだ。

「防御はいいから光弾でも撃ちながら後退しろ！」

「それはできませんわ！　というか、なんてことしてくれましたの!?」

「悠長に説明してやってもいいが、その間にまた囲まれるぞ？」

　後続のワーカーアントたちがリリィを半包囲しつつあった。悲鳴をあげてリリィが光弾を乱射しながら戻ってくる。

　ローザが俺に体重を預けたままロッドを構えた。

「来なさい！　あたしが皆殺しにしてやるんだから！」

　その視線はワーカーアントの群に向けられている。頭に血が上っているようで、性しよう懲こりもなく撤てつ退たいの余力さえ攻撃に使うつもりだ。なんのためにリリィで時間を稼いでやったんだか。そういう判断もできないとなると、いくら高速で魔法公式を構築できる才能があっても宝の持ち腐れだ。

「お前はバカなのかローザ。今、魔法なんて撃ったらまた倒れるだろ」

「次の一撃で全滅させればいいだけじゃない」

「倒しきれなかったらどうするんだ？　そのまま大人しく連中の餌え食じきになるのか？」

「だとしても……一匹でも多く道連れにしてやるわ！」

　異形種の行動原理は巣を増やし領域を拡大することだ。そして領域の拡大に邪魔な人間を排除することに尽きる。ただ殺す。捕食対象というわけでもなく、殺した人間は放置して次の標的を攻撃するというのを繰り返す。憎しみも悲しみも怒りもなく、淡々と作業を積み重ねるように。

　降こう伏ふくも投とう降こうも認められない。こいつらの前では、人間は生きていること自体を否定される。

　襲われた村や街は無む慈じ悲ひな最期を迎えるのだ。

「お前、たしか身よりがなかったよな」

「そうよ。こいつらに……家族も故郷も全て奪われたの。だから今度はあたしが奪うの……こいつらから……全部」

　悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かんだローザに、俺は溜息混じりで返した。

「ならなおさら強くならなくちゃな。ここで死ぬより生き残って、もっとたくさん殺せるようになれ」

　すっかり俺たちはワーカーアントに囲まれた。俺は戻ってきたリリィにハンディーカムを押しつけると、ロッドを左右の手に構える。

「二人の弱点も見えたことだし……次は俺の番だ。ちょっとした手品をみせてやろう」

　そう告げた途端、二人は俺をじっと見つめた。その瞳がかすかに潤うるむ。

　怖かったのか、辛かったのか、俺を信頼して安あん堵どしているのか。

　ともあれ、残りは俺が相手をしてやろう。

　同時に二系統の魔法公式を構築した。ぴったりと同じタイミングで発動させる。

　黒の第七界層魔法──石せき化かを展開。強力な即死系の魔法で、許された一部の人間にしか使うことができない禁きん呪じゆの類たぐいだ。ただ、射程が極きよく端たんに短く、ロッドで対象に直接触れて発動させなければならないという使い勝手の悪さがあった。

　同時に発動した白の第七界層魔法──聖せい域いきは範囲攻撃である。敵味方を識別し敵だけにダメージを与える魔法だった。

　ロッドの能力不足もあって、発動した聖域は半径十メートルほどにしかならない。

　全盛期なら調子が良ければ、城塞都市一つくらいは包めたんだがな……しばらく実戦から遠のいて鈍にぶったらしい。これはロッドのせいばかりとはいえないか。

「二人とも俺のそばから離れるなよ」

　疲ひ弊へいした少女二人を背に庇かばい、俺はマジックロッドを交差させた。

　瞬間──虹にじのような発光現象とともに並列同時詠唱パラライゼーシヨンした白魔法と黒魔法が、その境界線をなくして溶け合い一つの魔法公式へと統合される。

　二つの魔法を組み合わせる研究はこれまでも行われてきたが、それらは同色系統であり、それでさえも制御の難易度から実用性は皆無と言われ続けてきた。

　同色系統でも難しいものが、白と黒でなどできるわけがない。

　──まあ普通の人間には無理だろう。

「限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド」

　発動と同時に俺を中心とした半径十メートルの空間に魔法力が満ちた。

　ワーカーアントが押し寄せる。が、俺の聖域に踏み込んだ途端に、その身体が石へと変わり、崩れて消滅した。やはりロッドがポンコツなせいか、石化までに少し時間がかかるようだ。より強きよう靭じんなソルジャーアントの群だったなら、聖域を突破されていたかもしれない。

　リリィが震ふるえた声で呟く。

「これは第七界層魔法……レイ＝ナイト様が得意とする聖域……ですけれど……聖域は広域魔法ですのに範囲が狭すぎますわ。それに……」

　困惑するリリィにローザが呼吸を荒らげながら告げた。

「……聖域だけじゃないわ……その範囲攻撃に黒の第七界層魔法の石化の効果が上乗せされて……どうしてあんたみたいなのが禁呪を……しかも二つの魔法をこんな風に!?」

　悔しげなローザに俺は笑顔で返す。

「そういう研究をしてきたからな。これから二人には俺の知識や技術をたっぷり教え込んでやるから覚悟しろよ。それを二人してさらに発展させて俺以上に強くなる……と、いうのが理想なんだがな。だから……こんなところで死なせない。二人を守ると約束しただろ？」

　学習能力のないワーカーアントは一匹残らず聖域の中で崩れ去った。

　増援がないのを確認し、魔法を解除すると俺は溜息を吐く。

「なんだ。こんだけ倒して魔晶石はなしか」

　無報酬なことにドッと疲れた。ロッドをベルトに納めると、リリィに預けたハンディーカムを受け取って、俺は二人を連れて巣へと向かう。

　土塊の山は近づくと、ちょっとした城くらいはあった。崩した場所から中へと入る。が、後が続かない。振り返って訊く。

「どうした二人とも？　まさか怖おじ気けづいたのか？」

「そ、そんなことないわよ！」

　まだ足下がおぼつかないローザだが、柳りゆう眉びを逆立てて声を張った。

　よしよし、元気が戻ってきたようだな。

　リリィはといえば異形種の残党ではなく、俺を警戒するように距離を置いている。

「リリィはどうしたんだ？」

「カイ先生は恐ろしい方ですわ。いつまた囮おとりにされるかと思うと……」

「囮にはしたが、あれはそれだけリリィの防御魔法が完かん璧ぺきだったからだ」

「か、完璧？　わたくしの防御魔法がですか？」

「ああ。あれを維持できるなんて二年生のレベルじゃないな。ワーカーアント相手なら、適切な反撃をしていれば三分は持ったんじゃないか？」

　両手で頰を押さえるようにすると、リリィは身を揺さぶるようにした。

「そんなに褒ほめられると恥ずかしいですわ。わかりました。あの場はああするのが最適だったのですねカイ先生。わたくしの力量を信じたが故ゆえの、苦渋の決断だったということにしておいてさしあげますわ」

　誰も苦渋の決断などしちゃいないんだが……。ただリリィに言ったことに噓うそはない。時間をかけてガッチリと防御を固めた彼女は、囮として実に優秀だ。

「ほら行くぞ。さっきの戦闘はオマケで今日のメインはこの奥だから」

　白魔法用のロッドを手にして第一界層の白魔法──光こう球きゆうをロッドの先端に固定する。光弾の応用だが攻撃力はなく、発光を維持してライト代わりにした。

　俺が進むと後ろにリリィがついてくる。まだ、入り口付近でローザがもじもじと膝ひざをすりあわせていた。

「ちょ、ちょっと！　本当に中に入るわけ!?」

「ああ。とっとといくぞ！」

　しぶりながらも、俺とリリィが先に進むとローザも着いてこざるを得なかった。




　俺が以前に封印した巣と比べれば、その規模は百分の一にも満たないだろう。

　構造も簡素で、最深部には五分もせずに到着した。

　そこは山の中心部分の空洞だった。

　中央に巨大な水晶のような結晶でできた柱が立つ。その根元の部分が花のつぼみのように膨らんでいた。

　これこそが巣の結晶核だ。

　異形種はこの核から生まれる……いや、発生するという言い方が正確かもしれないな。

　この結晶核を休眠状態にしなければ、先ほど全滅させたワーカーアントがものの数日で復活するだろう。

　結晶核についても解明は進んでいないが、希まれに魔晶石を内蔵した異形種がいるのは、種の運び屋として群に紛まぎれているから……と、仮説ながら考えられていた。

　魔晶石を抱えた個体が別の土地に移動し、その魔晶石──結晶核を中心に巣を構築する。

　最初は小さな魔晶石でも巣の中で巨大な核へと成長し、活性が臨りん界かい点てんを超こえてしまうと手遅れだ。

　結晶核が臨界に達すると、現存する魔導技術では活動を停止させることができなくなる。それを「根付いた巣」と、俺たちは呼んでいる。

　異形種はその巣から湧き続け、大地は汚染されて異形種しか生きられない環境へと作り替えられるのだ。

　こうして人類は異形種に、大陸の半分以上を削り取られてしまった。

「これが結晶核ですのね。恐ろしいはずなのに、こうして見るとなんだかとても綺き麗れいですわ」

　素直で無邪気なリリィの意見にローザがくってかかった。

「バカ言ってんじゃないわよ。これがどれだけ恐ろしいものなのか……あたしも現物は初めて見るけど、見とれて良いものじゃないわ」

「あら……ごめんなさいね。そうですわよね。わたくしがどうかしていましたわ」

　俺も結晶核や、その元となる魔晶石はキラキラして綺麗だとは思うんだが、口に出して災わざわいの元になった事の方が多かった。

　知的好奇心という点では、たとえ恐ろしい存在を生み出すものだとしても、素直に反応できるリリィの方が、ローザよりも強いかもしれない。

　ローザはその溢れる憎しみを制御できるようにしないとな。黒魔導士ならなおさらだ。

　熱い気持ちを胸に秘めながら、沈着冷静に戦局を見み極きわめ、敵の弱点をあぶり出し、最も消しよう耗もうの少ない魔法力で最大限の効果を発はつ揮きする魔法を選択、行使する。それが黒魔導士の仕事だ。

　まあその手本もおいおい見せていかなきゃとは思うが、それはまた次の機会だな。

　そろそろ一仕事といきますか。門下の二人にお手本を見せるとしよう。

「それじゃあ今から、こいつの封印を行う」

　ローザが俺を睨みつけた。

「封印って……まさか本気だったの？　Ａランク以上の魔導士が数人がかりでするものでしょ？」

　リリィも頷いた。

「そうですわ。白魔導士が結けつ界かいを張り、黒魔導士が凝ぎよう結けつの魔法で結晶核を封じ込めると聞いてはいますけれど……場所も特定できましたし、ここは学園に応援を要よう請せいするのがよろしいかと思いますわね」

「安心しろ。俺は実力的にはＳランクだ」

「Ｓランクって……バカなの？　Ａランクが最上位なんだから、勝手にその上を作らないでよ。まあ……力があることだけは認めるけど」

　魔導士の等級はランクで示される。ちなみに俺はランクの更新をまともにしていないので、書類上は学園を卒業した時のままのＦランクだ。

　肩書きなんてクソの役にも立たないんだが、わかりやすさからこれで判断する人間は多い。学園の教士のヒエラルキーと門下生の数も比例した。

「バカっていうなよ。俺だって人間なんだから傷つくぞ。ええと、じゃあローザはこいつで録画を頼む。リリィは光球で照らしてくれ」

　ローザにハンディーカムを任せ、リリィには照明をお願いしつつ、俺は再びマジックロッドを左右の手に握り込んだ。

　頑丈さのみが売りのロッドだけに、精度も魔法力の変換効率も最低レベルだが……やるしかない。

　第七界層の白魔法──結界を起動する。この魔法は巣の封印のために生み出された人類の叡えい智ちの片翼で結晶核を包み込む。

　そして右手のロッドで第七界層の黒魔法──凝結を立ち上げた。

　ゆっくりと息を吐く。この程度の規模の巣なら問題なくやれるはずだ。もう少しマシなマジックロッドがあれば、目をつぶってもできるんだけどな。

　ロッドの精度の低さを魔法公式内で補正していく。乱れる論理と定理を密度を上げた計算で処理し、高速演算で補完した。

　二人はじっと俺の手元を見ている。

「もしかして……あんた、二つの魔法公式を同時に補正して、そのダメっぽいロッドで使えるように合わせてるの？」

　リリィは「あら、気付きませんでしたわ」と、キョトンとした顔で言う。

　ローザもロッドの性能に苦労しているようだし、俺の補正にめざとく気付くのも当然か。リリィの方はそういう苦労もしたことがないらしい。

「ローザほどじゃないが、ロッドには手を焼いているからな。限界値の低いマジックロッドで高度なことをやろうとすると、こんな遠回りをさせられちまう……っと！」

　封印の準備が整い、俺は右手のロッドで凝結を結晶核に撃ち込んだ。瞬間、結晶に蓄積された魔法力が爆発を起こす。その爆発を内側に封じ込めるための結界だ。

　結界の内部で渦うず巻まく魔法力を黒の第六界層魔法──吸魔で吸い上げる。そして、その魔法力を利用して再び凝結を撃ち込み、結界の範囲を狭めて最終的に密閉する。

「完了……だな」

　結晶核はその輝きを失い、珊さん瑚ごの死し骸がいのように白色化した。

「これで封印が成功しましたの？」

　興味津しん々しんのリリィに俺は頷いた。

「ああ。もうこの巣から異形種が新たに発生することはないだろう」

　ローザが彼女の得物であるマジックロッドを、封印されたばかりの結晶核に向けた。

「壊しちゃえばいいじゃない。あんた……石化が使えるんでしょ？」

「石化ごときじゃ無理だ。俺だって破壊する方法があるならとっくにやってる……って、言わなくてもローザなら気付いてるんだろ？」

　言われて納得するのと同時に、ローザが下唇を嚙んで悔しげな顔をした。そのまま小さく頷いたところをみると、納得してくれたようだ。

　今のところ、人類には巣を排除する術すべがない。封印することで活動停止に追い込むことはできたが、これを破壊しようと攻撃をしても封印が解けて元に戻ってしまうのだ。

　封印せずに破壊しようとすれば大爆発とともに、その爆発半径を汚染地域にしてしまう。

「それじゃあ、ちゃっちゃと封印した証拠だけ押さえて……帰るか」

　ロッドを納めてハンディーカムをローザから受け取ると、封印された結晶核を撮影した。本日の実習成果として報告できるだろう。

　一通り撮影し終えると、洞どう窟くつのような巣の通路を俺は引き返す。

　リリィが俺の左隣にぴたっとくっつくようにして歩き出した。

「カイ先生、質問してもよろしいかしら？」

「べつにくっついてこなくても質問くらいできるだろ」

「あら、これもスキンシップですわよ。ところで……どうしてここに巣があるとわかりましたの？」

「あー……ええとまあ……長年の勘かんってやつだな」

　はぐらかす俺の顔をじっと見つめてリリィは「にわかに信じられませんわ」と、驚きの声をあげた。

　背後から「勘っていうのは噓で、何か特別な方法があるんでしょ？　あと、無駄にくっつかないでよ」とローザが冷たい声色で言う。












　それこそ女の勘ってやつだろうか。俺なんかよりよっぽど冴さえているが、王立研の機密に該当するので教えられなかった。

　本来なら滅ぼされていてもおかしくない人類が、壁を境に生存圏を確立できたのには理由がある。

　次元解析法リグ・ヴエーダシステム──異形種の群の動きを予測し……いや、予言することができる高精度の神しん託たく装そう置ちの開発によって、人類は異形種が侵攻するのを事前に察知し、迎撃できるようになったのである。このシステムが運用されて以降、壁の内側に異形種の巣が構築されたことは一度としてない。

　そんな次元解析法リグ・ヴエーダシステムの技術を応用して、壁を越えた付近の巣を事前に見つけておいたのだが……。

「まあ、見つけたのは俺の実力だ。ちょっとしたコツがあるんだが、これは俺だけの秘術というか機密なので教えられない」

　一歩下がった位置から前に歩み出て、俺の右隣に並ぶとローザが「機密だなんてケチ臭いわね」と不満げな顔をした。

「なんだ？　知りたいのか？」

「べ、別に教えて欲しいなんて思わないわよ。ただ……あんたをすぐに倒すのはやめておくわ」

「これだけ見せたのに、まだ俺を教士じゃなく標的にするつもりかよ？」

「いつか倒すわ。けど……あんたから色々と技術を奪うばってからにしてあげる」

　ツンと澄まし顔で言うローザにリリィが「カイ先生に技術を教授してほしいなら、もっと素直になればよろしいのに」と、にっこり微笑んだ。

「というわけでカイ先生。わたくしには是ぜ非ひ、聖域と結界を教えてくださいませ」

「なあリリィ……ちょっと負ふ荷かがかかったくらいで血を吐くお前には、それより先に覚えてもらわなきゃならないことがあるぞ。聖域も結界も教えるのはそのあとだ」

「そ、そんな殺せつ生しようなぁ」

　やや時代がかった口振りでリリィは眉尻を下げるのだった。













　教きよう士しの中でも幅はばを利きかせているＡランクの連中の一部に、生徒や他の教士に自身を〝教授〟と呼ばせている輩やからがいるらしい。

　学園側で教士の呼称に関して明確な規定はなく、表向きはランクにかかわらず平等ということになっている……が、まあ、ここも王おう立りつ研けんほどではないにせよ、そういった縦社会なのだ。

　巣の封印をした映像資料を情報分析室で編集し、当あたり障さわりのない内容に加工してから総務部に提出した帰り……教士棟に続くまっすぐな廊下で、右目にきざったらしくモノクルをした老紳士と出くわした。

　昔と変わらずオールバックにした髪は、昔よりも白い面積が増えているように思える。

「おやおや、式典に顔も出さなければ挨あい拶さつもしない新任教士がいると聞いて、呆あきれていれば君でしたか」

　ステッキを手にした初老の紳士風だが……こいつ、まだ学園にいたのか。

「どちらさまですか？」

　知らない振りで通そうとすると、紳士風は口元を緩ゆるませた。

「まさか恩師の顔を忘れたとは言いませんよね……ああ本当に嘆なげかわしい。君のそういう出来の悪さは相変わらずのようですねぇ」

　目を細めると男はステッキで俺おれの顔を指し示す。

「カイ・アッシュフォード。私の名前を言ってみたまえ」

「マルクス・アルテベリ」

　呼び捨てがお気に召さなかったらしく、紳士風の男──マルクスの語気がかすかに荒くなる。

「マルクス教授と呼よび給たまえ。しかし教え子が教士になるとは、巣立った燕つばめのヒナが親鳥となって戻ってきたような気持ちですよ」

　こいつの門下にいたのは二時間だけだ。ゼミの初日にあった魔法実験で不備を指摘し、実験方法の最適化を提案したのだが、それが気に入らなかったらしく、その場で破は門もんを言い渡された。他の門下生の前で恥はじを掻かかせたつもりはないが、向こうはそう受け取ったらしい。

　当時、学園でもっとも優秀と謳うたわれていた教士だが、高いのはプライドだけで技術も知識も中味もない男だ。第八界層の魔法が使えるというのも疑わしい。

「聞けば噂うわさでは王立研に在籍したというじゃありませんか。やはり見込んだ通り、知識に関してはそれなりに優秀でしたね。私の元を離れてしまったことが実に惜しい」

　追い出した張本人が哀あわれむような眼差しで俺を見み据すえた。

「忙しいんで。これで失礼します」

　通り過ぎようとするとマルクスは、ステッキを俺の首筋にピタリと添そえた。

「門下にリリィ・ヒルトンがいると聞きましたが、どうでしょう？　貴方あなたの口添えで彼女をこちらに回していただけませんかねぇ？　いくら誘ってもレイ＝ナイトの名前を出されて断られ続けたんですよ。どんな方法を使ったかは知りませんが、どうせ貴方では彼女の才能を育てられません。ここは経験豊富な私こそ適任と思いませんか？」

「俺程度を手に余あました人間に、リリィは教えられないだろ」

　スッとステッキをおろしてマルクスは髭ひげを撫なでる。

「誤解ですよ。貴方を放ほう逐ちく……いえ、放流したのは自分で泳ぎ切れる人間と判断したからです。私は自信を持って貴方を送り出しましたよ。結果、同期の出世頭ではありませんか？　王立研に入ったというなら手紙の一つもよこしてくれればいいのに」

　手紙なんて書こうものなら、王立研に所属する魔導士を育てたと、自分の手柄として吹ふい聴ちようして回るつもりに違いない。この男にとって教育とはそういうものなのだ。

　生徒は自身の出世の道具でしかない。

　無言の返答にマルクスはもう一度、髭を撫でた。

「まったく。ではリリィ・ヒルトンを譲る気はないというわけですか……。私のものにならないだけならまだしも……まあいいでしょう。彼女のことは私も諦めましょう」

　なんだかスッキリしない、奇妙な言い回しだな。

「じゃあ学園でも独りで泳いでいくので、これで失礼します」

「困った事があればいつでも訪ねてきてくださいねぇ。恩師として、教士の先輩としてなんでも相談にのってあげますから。ハッハッハッハ」

　勝ち誇ったように愉ゆ快かいげに笑いながら、マルクスは総務部のある棟へと歩いていった。

　ハァ……あんなのと会うなんて最悪な気分だ。ずっと自室に籠こもっていれば良かった。




　不愉快な遭遇から数日が経過した。

　鎖くさりに繋つながれたような日々でも、普通に生活を営いとなむだけなら支障はない。

　非常勤故に、ローザとリリィが通常授業を受けている午前中は自由時間なので、好きに本を読んで過ごすことができる。

　午後からは二人の門下生の稽けい古こをつけたり、座学でわからないところを個別指導した。先生のまねごとに、俺はおおむね満足することができた。

　この数日でローザとリリィの魔導士としての傾向も、さらに見えてきたところだ。

　ローザは戦闘に関すること以外に興味を持てない性格らしい。知識の偏かたよりも激しく常識のなさは俺以上だった。

　一方、リリィはといえば、学園に入学するまで、ずっと屋敷に家庭教師を招まねいて勉強をしていたらしい。

　学力は学年トップクラスである。座学ではローザはリリィに完敗だな。

　とはいえ、実際に演習場などで身体からだを動かすと立場が逆転した。もともと魔法力は高いものの、運動が苦手で身体が丈夫ではないリリィは動作が緩かん慢まんになりがちだ。

　彼女は同格以上を相手にする場合、何よりもまず自己強化の魔法をきっちりかけてからでないと、落ち着かないらしい。

　とはいえ普通なら練習をするごとに、動きが良くなってくると思ったのだが……日を追うごとにリリィの動きはむしろ悪くなっていった。調子が上向く兆ちよう候こうが見えない。実戦形式の訓練中も集中を欠いてばかりだ。

　一方ローザは好調を維い持じし続けた。持久力不足という致ち命めい的てきな欠けつ陥かんこそあるものの、リリィの隙すきを見つけて攻撃を集めることで勝利するケースが多く見られた。

　一分程度なら今の俺とやり合える。それがローザの実力だ。




　今もこうして演習場のステージの上で、ローザは俺に各種攻撃魔法を連続で撃ち続けている。

　さすがに直撃は痛いので、きちっと防がせてもらった。二人の相手をするにはロッドの性能の低さがちょうど良いハンデになる。

　防御を固めた俺にローザが悲鳴をあげた。

「いったい何枚輝盾を張ってるのよ！」

「十二枚だが……もう少し張ろうか？」

「死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ねえええええ！」

「防御防御はい防御、こっちも防御、これは回避してっと……お前、一応こっちは担当教士なんだから死ねはないだろ」

　風刃と炎矢に加え、黒の第一界層の雷系魔法──雷らい槍そうをコンビネーションで撃ち込んでくるローザのセンスはなかなかのものだ。

　第七界層クラスの大技は俺に吸収されると学習して、手数で勝負というのは良いアイディアだが、俺が構築する輝盾よりも速く紡つむがなければ届かない。

　ぴたりと攻撃魔法の雨が止んだ。どうやらローザは魔法力切れを起こしたようだ。

「ハァ……バカ……カイ……バカカイ……バカイ！　あんたなんてバカイよ！」

「荒っぽく省略するなよ！　ともかく、俺の防御速度を超えられるような工夫をするか、持久力を上げるかだな。試験演習は仮想魔法で競きそうにしても、負ふ荷かは実戦用と変わらないわけだし」

　今日の特訓も仮想ではなく通常魔法を採用した。

　そもそも対人戦で通常魔法を使えるなら、それを仮想に変化させるのはさして難しくない。だが、その逆になれすぎてしまうと肝かん心じんなときに身を守れない……というのは俺の経験からだった。

「ううぅ……休きゆう憩けいしたら……次こそ絶対倒すから！」

　ローザはばたっと倒れてステージの真ん中で大の字になった。こらこら。そんなところで休んだら、続けてリリィと組み手ができないだろうに。

「休むならステージの外でしろ」

「ふん。しょうがないわねぇ……」

　立って歩くのもおっくうなようで、彼女はステージの上をごろごろ転がって隅すみっこまでいくと、やっとステージを降りた。尻しり餅もちをつくように地面に座り込む。

　口では文句を言いつつも、ローザは俺の出す課題に真剣だ。

　どれも俺からの挑戦状と捉とらえている節があるらしく、彼女の実力的に少し届かないくらいの合格ラインを設定すると、思わぬがんばりを見せてそれを乗り越えてくることが希にある。口ではなく態度で示す頑張り屋は、正直嫌いじゃない。

「次はリリィの番だな。上がって来い！」

　ステージ脇でローザとの組み手の見学をさせていたリリィが……ステージに上がってこなかった。

「どうしたリリィ？　お前の番だぞ？」

「それが……その……」

　困ったように眉尻を下げたかと思うと、リリィは突然……ぽろぽろと涙を頰から滑り落とした。

「う、うう、うわああああああああああああん！」

　突然、リリィは声を上げて泣き出した。

　これには俺もローザもどうしていいのかわからず、ギョッとなる。

　それでもローザは立ち上がると、リリィに歩み寄った。

「え、えっと……急にどうしたの？　大丈夫？」

「うわあああああああああああああああああああああああああああん！」

　ローザの控えめな胸にリリィは飛び込むように顔を埋うずめる。

　まるでこの数日、ため込んでいたものが一気に噴き出てしまったようにリリィは泣き続けた。

　調子が上がらないという兆候はあったのだが、ここまで深刻だったとは……こうなる前に、もう少し話を聞いてやるべきだったかもしれない。

　結局、爆発したリリィが落ち着くまで五分ほどかかった。




　ステージ脇のベンチに浅く掛けて、リリィは力なくうつむいた。ローザはベンチから少し離れたところでまごまごしている。どれくらいの距離感で接していいのか、計はかりかねているようだ。

　俺はリリィの隣に座った。「落ち着いたか？」と尋ねると、リリィは小さく頷うなずく。

「そうか……急に泣き出したからその……驚いたぞ」

　今からでは手遅れかもしれないが、リリィと向き合って話を聞くことにした。

「取り乱してしまって申し訳ありません。全て……わたくしが悪いのですわ」

　顔を上げると鼻声になりながら、リリィは悲しげな瞳ひとみで笑う。

「いいからええと……良ければ何があったのか話してくれ」

「……実家から学園を辞やめて戻れと……」

　実家というと……ヒルトン家か。

「ずいぶん急な話だな。二年生の一学期だっていうのに」

「え、ええと……一度は学園で学ぶことをお父様は許してくださったのですが……元々わたくしが館やかたの外に出ることさえも心配するくらいで……」

　どことなく言いづらそうに、リリィは言葉を詰まらせながら続けた。

「……せっかくカイ先生の元、こうして学べるようになったというのに……悔しいですわ」

　心残りを感じさせるリリィに、ムッとした顔でローザが訊き返す。

「悔しいって何がよ？」

「まだカイ先生から何も教わっていませんもの。それに、あなたと決着もつけないまま、去らねばならないなんて……まるで負け犬みたいで」

　普段ならローザを手玉に取るようなリリィが、やけに素直で……弱気だった。

　再びうつむくリリィを、ローザは突き放すように挑発する。

「言ってくれるじゃない？　じゃあ今からこの場でこてんぱんに叩きのめして、本当の負け犬にしてあげるわ！　あんたがいなくなってせいせいするわよ」

　おそらくローザの本心からの言葉ではない。きっとハッパを掛けているつもりなのだ。が、さすがにそこまで言わなくとも……。不器用すぎてそれがリリィに伝わっているのか、正直なところ心配になる。

　言い返せないリリィに俺は告つげた。

「この通り、素直になれないローザもお前が辞めるのを寂さびしがってるみたいだし」

　途と端たんに耳まで顔を真まっ赤かにさせると、ローザは「さ、寂しいなんて思ってないわ」と、実に素直で判わかりやすい反応を示した。

　そんなローザにリリィも困り顔だ。俺は続ける。

「なんとか父親を説得できないか？　リリィだって学園に残りたいんだろ？」

「わたくし独りではどうすることも……」

　ローザが鼻息を荒らげた。

「なら、あんたの父親をあたしがぶっ飛ばしてあげる。そうすれば言いなりにならなくて済むんでしょ？」

「こらこらローザ。お前の問題解決方法は一つしかないのか」

「古今東西、力こそが正義なのよ」

　思想が偏りがちで過激すぎるな。本当に極きよく端たんなやつだ。

　とはいえ、そんなローザの言葉が染みたのか、リリィが少しだけ明るい表情を取り戻した。

「お父様を倒されてしまうのは困りますわ」

「じゃあどうすんのよ？　本当に学園を辞めちゃうわけ？　あ、あたしだって……あんたがいないと……張り合いがないっていうか……けど……」

　ローザも複雑そうだ。どう見ても「せいせいする」という顔じゃない。

　消沈するリリィに俺は言う。

「そうだな……急な話だが、明日にでも家庭訪問といこう」

「「えっ!?」」

　リリィだけでなくローザまで目を皿のようにした。




　早朝──学園都市駅の始発列車に乗ると、俺はリリィとともに一路、西へと向かった。

　路線は複数あって、北の前線基地や、さらにその先にある戦士養成機関ソードテンプルとも繋がっている。が、今回使うのは首都への直通路線だ。

　個室客車の席に膝ひざを並べて座る。お互いにかわした言葉は「おはよう」という朝の挨拶くらいだ。

　ちなみに、居残りとなるローザには自習を言い渡しておいた。「帰って来たら覚えてなさい。まとめて目に物見せてあげるわ」とは、彼女の言葉だ。

　ほどなくして列車が走り出す。

「なあリリィ。首都から離れた最前線に学園都市がある理由を知ってるか？」

「そういえば……たしかに辺へん鄙ぴな場所にありますわね」

「高度な魔法都市を造るには、魔法力が集まりやすい気脈の上ってのが定石なんだ。このあたりはうってつけだったってわけさ」

「……そう……ですのね」

　元気がないな。

　それきりリリィは物もの憂うげに窓の外を見ていたが、三十分もするとコクリコクリと船をこぎ始めた。出発が早朝ということもあったが、昨晩はあまり眠れなかったのだろう。今日の話し合い如何によっては、そのまま学園に戻れないかもしれないのだから。

　列車の行き先は首都キャピタリアで到着は昼前だった。

　ヒルトン家の邸宅を含め、有力な名家はすべて首都の中心地に集められている。

　政治形態は議会制だが、名家の有力者でその椅子は埋められており実質世襲制──そのうちの一議席をヒルトン家が持っていた。人類の最高意思決定機関──三百人議会の一員だ。いつかリリィもその一人として名を連ねるのだろうか。

　列車の揺ゆれの心地よさに寝息を立てるリリィを起こすのも気の毒に思えた。

　ふと、彼女の身体がこちらに倒れ込んでくる。普段はどこか人を食ったようなところのあるリリィだが、寝顔は幼い子供のようだった。

　寄りかかられて彼女の体重と体温を感じるのが、どことなくこそばゆい。

「まあ、減るモノでもないし貸しておくか」

　俺はそのままの姿勢で、彼女に肩を貸した。手荷物の中から読みかけの一冊を取り出す。到着まではこれでも読みながら、静かに過すごすことにしよう。




　駅に着くとヒルトン家の迎えの車が俺たちを待っていた。一眠りしたあとでもリリィの表情はすぐれない。

　運転手を兼かねる執事は淡々と自分の仕事をこなすだけで、帰って来たお嬢様を心からいたわるような、温かみのある素振りは一切見せなかった。

　後部座席に並んで座ると、俺はリリィに訊く。

「あんまり歓迎されてないみたいだな。俺のことはともかく、せっかく娘が帰ってきたのに、ちょっと冷たくないか？」

「わたくしはヒルトン家を存続させるための駒こまでしかありませんもの。お父様の考えはわかっていますわ。優秀な若い魔導士を婿むこ入いりさせて、早く後継者に席を譲ゆずりたいだけ……うんざりしますわね」

　バックミラー越しに運転席の執事の視線が冷たく光る。どうやらヒルトン家にリリィの味方はいないらしい。

　十分もしないうちに、車は白亜の宮殿のような邸宅に到着した。

　軽めの食事と休憩を挟はさんで、俺とリリィは応接室で当主と面会だ。まあリリィの場合は面会じゃないな。親子の久しぶりの対面ってところか。

　当主──アゼル・ヒルトンは若々しい獅し子しのような顔立ちで、肉体的にも実に均整が取れている。が、どことなくリリィとは似ていないようにも思えた。

　おそらく彼女は母親似なのだろう。

　わざわざ進み出て、俺の手を両手で包むように握にぎるとアゼルは笑顔を見せた。

「これはこれは、教士の方に送っていただけるとは光栄です……カイ先生」

　丁寧な物腰で暗に「帰れ」と言われた気がする。自己紹介をする前に名前を呼ばれた時点で、俺の下調べと暫ざん定てい的てきな評価は済んでいるな、こりゃ。

「本日の家庭訪問……こちらの急な申し出に貴重な時間を割さいていただいて、感謝に堪たえません」

　皮肉のつもりで言ったがアゼルは意に介かいさない。リリィはずっと浮かない顔だ。

「カイ先生……わたくしは……」

「まあまずは話をさせてくれ。というわけでアゼルさん……なぜ二年の新学期が始まったばかりだというのに、このタイミングでリリィを辞めさせようと思ったんですか？」

　俺だって多少は大人ぶったしゃべり方もできる。まあ、五分もすれば化けの皮が剝はがれるんだが。

　そんな俺を見み透すかしているのか、アゼルはゆったりと深くソファーに腰掛けながら言う。

「元々、学園に入学することに私は反対でした。理由は二つ。一つはあそこが異い形ぎよう種しゆとの戦いの前線であること。ここ数年、異形種の活性は下がっており、次元解析法リグ・ヴエーダのおかげで事前に敵襲を察さつ知ちできるようになった……とはいえ、有ゆう事じの際にはあの学園が前線基地となることは充分に考えられる。つまり、この世界で有数の危険な場所というわけだ。この世でたった一人しかいない愛しい娘の安全を祈るのは、親として当然の願いだと思いませんか？」

　仰る通りだ。と思うだけで口には出さなかった。

「ではもう一つの理由とはなんでしょう？」

　俺の問いにアゼルは頷く。

「リリィには価値がある。それを狙ねらう輩のどれほど多いことか。しかし娘のたっての希望ということもあり、どの門下にも加わらないという条件で学園に行かせたのです。全ては娘を思えばこそ。娘は我が命であり宝です。そんな娘を、学園内の醜みにくい権力闘争に巻き込みたくはない。ヒルトン家の人間が所属する門下というだけで、他の門下とは比べものにならない注目を浴あびることになるわけですからね。娘は誰だれの道具でもない」

　なるほど。名家というだけで利権が発生するわけか。道理でリリィは二年生になるまで、どの門下にも加わらなかったわけである。

　まいったな。学園から実家に連れ戻されるだけの理由があったなんて。親子の情に訴うつたえかけるあたりも、実に政治家らしくて……嫌な感じだ。

　リリィは申し訳なさそうに眉尻を下げた。これは推測でしかないが、彼女が訓練で集中を欠いていたのも、こういった悩みを胸に秘めていたからかもしれない。

「では俺が……じゃない、私が彼女の担当を降りれば、これまで通りリリィを学園に通わせることも……」

　最後まで言葉を口にする前に、俺の袖そで口ぐちをきゅっと摑つかんで引きながら、リリィが小さく首を左右に振った。

「でしたら家に戻るのと大差ありませんわ」

　俺から視線を父親に移して、リリィは告げる。

「わたくし、カイ先生の元で学びたいのです」

　アゼルは「ほう」と目を見開くと、俺を見据えた。まるで値踏みをされている気分だ。

「実は情報提供がありましてね。カイ先生は今年度より教士になられた新人だとか。経験不足の貴方に娘を預あずけるのは、正直なところ不安が大きい」

　俺の言葉よりも先にリリィが返した。

「カイ先生は非凡な方ですわ！　高い技術と深い知識を有していらっしゃいますもの！」

　リリィが俺をそこまで評価してくれるなんて、こそばゆいが嬉しくもある。

　物腰の表面こそ柔らかいものの、その下に厚い鉄板でも仕込んであるように、アゼルの俺を見る目は笑っていない。

「リリィ、口を慎つつしみなさい。こういう言い方はしたくないが、教士がＦランクというのも前代未聞というかね……娘には優秀な家庭教師を用意していますから……入りたまえ」

　トントンッとノックの音が響いて、扉が開くと応接室に金髪碧へき眼がんの爽さわやかな青年が姿を現した。

「失礼します」

　スッと一礼してから頭を上げると青年と目が合った。

　ずいぶんと若いな。まだ少年のあどけなさが残っている。

　身なりもよく、腰のベルトに携たずさえたマジックロッドはなかなかの品だ。

　性能もさることながら、純白の陶磁器のような美しさだった。宝石と黄金で装飾された青年の得え物ものに比べれば、俺のロッドなんて拾ひろってきた木の棒ぼうと同程度のみすぼらしさだ。

　アゼルが口元をほころばせて言う。

「紹介しよう。彼はコーネリアス・バレリーニ。三年ほど前に学園を主席で卒業した英才でね。若くしてＢランクの実力者だ」

　少し困ったような顔でコーネリアスは返す。

「次の昇級試験模試でＡ判定が出ていますから、準じゆんＡランクといったところです」

　そして青年は俺に向き直った。

「しかし……いい大人がＦランクなことにも驚きですが、それが教士だなんて信じられません。お世話になったマルクス教授の門下なら全員、最低でもＣランク以上で卒業しますよ？」

　あいつの門下出身か。遠回しな侮ぶ辱じよくの仕方も師匠そっくりだ。

「本当かそれ？」

「ええ。出来の悪い生徒は卒業までにふるい落とされますから」

　規定に達していない生徒を破門して、平均点を上げるなんて実にマルクスらしいやり方だ。

　しかし……ということはこいつは俺の弟弟子にあたるわけか。俺も一瞬とはいえ、マルクス門下にいたわけだし。

　俺に一いち瞥べつをくれたあと、コーネリアスはリリィをじっと見つめた。

「おかえりなさい。お久しぶりですリリィお嬢様。これからはこのコーネリアスがお側そばに仕え、お守りすることを誓ちかいます。座学も実技も準Ａランクの僕にお任せあれ」

　スッと腰を落として跪ひざまずくと、コーネリアスはリリィの手をとり甲に軽く唇くちびるを寄せた。忠誠を誓う騎士のようだ。

「…………」

　リリィは頷きもせず黙だまり込む。コーネリアスとは面識があるらしいが……この態度からしてリリィもあまり得意ではないようだ。

　居心地の悪い空気で応接室は満たされた。コーネリアスが溜ため息いきを吐く。

「まだ緊張されているのですねお嬢様。これから時間はいくらでもありますから、ゆっくりとお互いの信頼関係を深めていきましょう」

　もうその線で話が決まったような言い方だな。

「……それは……」

　リリィの心細そうな眼差しが俺に注そそがれた。瞳が訴うつたえかけてくる。




　助けて──と。




　そのつもりで彼女の実家に乗り込んだのだ。食い下がるのは義務である。

　彼女は俺の門下生になったのだから。まだまだ伝え足りない。教えていないことばかりだ。

「リリィは学園に残ることを希望しています。彼女の意志を尊重することはできませんか？」

　アゼルの表情が険しくなった。

「誰の門下にも加わらないという約束を破ったのは娘だからね。これ以上のわがままを許すわけにはいかないな。しかも師事するのがＦランクの君のような教士というのであれば……」

　俺に対してアゼルは忌き憚たんがなくなってきたようだ。

「リリィを学内で政治的に利用するようなことはあり得ません。お約束します」

　彼女を利用する方法は別で考えている。もっと有意義で人類全体のためになることだ。

　だが、アゼルの視線が「そういうことではないのだよ」と、雄弁に語った。

　当主の代わりにコーネリアスが吠ほえる。

「身の程をわきまえろＦランク！　君のような低級魔導士の出る幕じゃないんだ。マルクス教授から聞いていたが、本当に失礼な人間だな！」

　あー……言いやがったよ。ついでに言えば、この騒動を誰が仕掛けたのかも丸わかりだ。

　まあ、おかげで話が早いな。

　俺はコーネリアスに微笑ほほえみかけた。

「では、私が貴方よりも白魔導士として優秀と証明できれば、引き続きリリィを預けていただけるということですか？」

「この準Ａランクの僕に挑いどもうっていうのか？」

　蛇のように目を細め、口元を醜く歪ゆがめてエリート白魔導士は俺を睨にらみつける。

　だんだんとこちらも取りつくろうのが面倒になってきた。敬語は肩が凝こる。

「後輩に胸を貸してあげようかと思ってな。ここ最近の学園のレベルがどんなもんか、三年前の首席卒業生の実力から推おし量はかる良い機会だ」

　コーネリアスは腰のベルトに提げたロッドに手を掛けて俺を睨む。

「アゼル様……屋敷の演習場をお借りできますでしょうか？」

　アゼルは「ほどほどにな」と、眉尻を下げた。




　学園のそれほど広くはないが、さすが名家の邸宅だけあって、一対一で戦うには充分な専用演習場を邸内に構えていた。しかも全天候対応のドーム型だ。

　戦場は平地で障害物などの類いはなし。地力が剝きだしになるシチュエーションでの勝負となった。

　コーネリアス側の介添人にはアゼルがつき、俺の介添人はリリィが務める。

　決闘ということで、魔法も仮想ではなく実戦用だ。

　心配そうにリリィが眉尻を下げる。

「カイ先生の実力は疑っていませんが、コーネリアスの力は本物ですわ」

「前からの知り合いっぽいけど、あいつとはどういう関係なんだ？」

「……それは……その……わたくしが学園に入学する以前に家庭教師をしていて……お父様もずいぶんと目を掛けているようで……ヒルトン家に迎え入れるとさえ……あの男はわたくしを手に入れたつもりでいますの。それが心底……気持ち悪くて」

　口にするだけでも苦しげなリリィの表情は、暗く重たいものだった。世界の終わりみたいな顔をしやがって。

「じゃあ遠えん慮りよはいらないな」

　リリィは頷きながらも、瞳を潤うるませた。

「相手はロッドも最新の高性能なもの……せめて、どうかこれをお使いになってくださいませ」

　彼女はそっと、自じ慢まんのワンドを俺に差し出した。うーむ。ワンド型が苦手っていうのもあるんだが、高性能すぎるのも問題だ。

　不ふ慣なれすぎてちゃんと手加減ができないと、コーネリアスを死なせかねない。

　それに俺が使ってワンドに変な癖くせがついても悪いしな。

「気持ちだけで充分だ。お前は学園に帰る準備をしておいてくれ。明日からみっちり鍛きたえ直してやるから、覚悟するように」

「は、はい……あの……お気を付けて！」

　驚いたように目をまん丸くしてから、リリィの表情がかすかに明るさを取り戻した。

　送り出されてステージの中央に向かう。すでに準備を終えたコーネリアスが自慢の得物を手に、俺の到着を待っていた。

　審しん判ぱん役は先ほど運転をしていた執事だ。もしかすれば公平なジャッジは望めないかもしれない。なら微妙な判定にはならないよう、誰の目にも明らかな〝完全勝利〟を戦術目標に設定した。

　コーネリアスがロッドの先端を俺に向けて挑発的に言う。

「謝るなら今のうちだよ？　カイ君だっけ？　君も学園の卒業生で、何かの間違いで王立研にいたようだけど……研究職と現場は違うんだ」

「それもマルクスから聞いたのか？」

「今回の件、教授から情報提供がなければ、君みたいな人間にリリィお嬢様を……ああ、想像しただけでもおぞましいよ。低レベルな人間の悪あしき慣習に染まる前で本当に良かった」

　マルクスのやつもゲスいことをしてくれる。リリィを自分で抱え込めないと知って、彼女の現状を実家にリークするなんて。しかもゲスな思惑付きで。

　俺も白魔法用のロッドを抜いた。左手に構える。

「左利きか。珍しい……けどそのロッドはなんだ？　いくら最下級教士の安月給でも、もう少しマシなものはそろえられなかったのかい？」

「これが一番マシなんだ。とっとと始めよう。帰りの列車が俺とリリィを待ってるからな」

「その軽口、すぐに塞ふさいでやるよ」

　コーネリアスが目配せすると、執事が右腕をスッと天に掲げて……振り下ろした。

　試合開始の合図だ。ルールは事前に決めなかったが、この手の決闘は基本的には相手を戦闘不能にするか、まいったと言わせるか、場外に落とすかで決着がつく。

　さっそくコーネリアスが防御魔法で自身の強化を始めた。

　間抜けか？　距離だってそう離れていないのに、障害物もないところでいきなり棒立ちで自己強化なんて……。

　俺は間合いを詰めて懐ふところに飛び込みざま、右の拳こぶしでコーネリアスの顔面を殴なぐり飛ばす。

「──ッ!?」

　尻餅をついてコーネリアスの目が点になる。魔法公式ロジツクの構築も中断された。ああ、こいつダメだ。攻撃を受けて構築を止めるバカがどこにいるんだ。

「な、何をするんだ!?」

　非難めいた視線でコーネリアスが俺の顔をロッドで指し示した。

「殴っただけだろ。この程度で大騒ぎするなよ」

「あり得ない！　試合ではお互いにまず自己強化をかけて充分な状態になってから、戦うのがセオリーじゃないか！」

「それは白魔導士同士の試合だけだ。相手が黒魔導士や異形種なら待ってくれんだろうに」

　打たれた頰をさすりながらコーネリアスが立ち上がる。

「こ、これはケンカじゃない……神聖な決闘だ。それを愚ぐ弄ろうするような行為……リリィ様！　こんな奴の肩を持つ貴方ではないはずです！　目を覚ましてください！」

　ステージの端からリリィが笑顔で返す。

「こういった破は天てん荒こうなところがカイ先生の魅力ですわ！」

　別に奇き抜ばつさを狙ってやってるわけじゃないんだが……異形種との大戦を生き残った世代の魔導士と違って、その恐怖を知らず純じゆん粋すい培ばい養ようされた連中なんてこんなものか。

　主席卒業とうそぶくわりに、実戦的な能力に欠けるな。

「じゃあ準備ができるまで何もしないで見ててやるから、機嫌を直してかかってこいよ」

「そ、その言葉……後悔させてやる！」

　複数の防御と強化の魔法公式を組み上げて、コーネリアスは戦闘準備を整えた。

　その構築方法や癖を隠しもしない。これでは種明かしをされた手品を、ドヤ顔で演じられているようなものだ。

　おそらく、自分よりも格下相手としか対人戦をこなしたことがないのだろう。

「さあ、これでそちらに勝ち目はなくなったぞ！　汚い大人め」

「はいはい。じゃあ自慢の防御魔法を見せてもらおうか」

　俺は白の第一界層──光弾を構築した。

「ハハハ！　そんなロッドじゃまともな魔法なんて使えないよね？　おっと、道具のせいだけでもないかなＦランク？　だいたい光弾なんて子供でも撃てるじゃないか？　デカイ口を叩くだけで大したことないね」

　俺がまともなロッドを使ったら、手加減する方に神経をすり減らすだろうに。

　それに光弾は白の攻撃魔法の基き礎そだ。軽かろんじるのは感心できないぞ。

　コーネリアスの構築した輝盾の公式を読み解き、敵味方識別を誤認させてから放つ。

　ゆっくりとした光弾の弾速に、避ける素振りもみせずコーネリアスは余裕の表情だ。

「遅いなぁ……ふあぁあ。あくびが出るよ。さすがＦランクだ」

　本来なら輝盾によって消しよう滅めつするはずの光弾だが、スーッとその防御を通り抜けるとコーネリアスの眼前に到達した。

「えっ──!?」

　パアアアアアン！　と、青年の目前で光が爆はぜる。それに驚きコーネリアスはもう一度尻餅をついた。

　ステージの対岸で先ほどまで俺を見下し続けていたアゼル・ヒルトンの顔が、すっかり青くなっている。

「お、おい！　コーネリアス！　何を遊んでいるんだ!?」

「ひいっ！　え、ええと……今のは……ま、まぐれです！　すぐにこんな野の良ら犬いぬ教士、片手でひねってやりますとも！」

　立ち上がって、今度はコーネリアスの方から攻撃魔法の公式を組み始めた。

　魔法力を使って対応するのも面倒なので、距離を詰めて殴る。蹴ける。みぞおちに拳を突き入れる。

　コーネリアス自身、鉄壁を始めとする魔法で防御力を上げていることだし、少し強めにいっても死にはしないだろう。

「グエエエエエエ……」

　みぞおち突きで青年は前のめりに倒れた。

「ひぃ……お前なんか……攻撃魔法が完成していれば……一発なのに……」

　恨うらみがましくうめく青年の右手から、得物を場外に蹴り飛ばす。これで白魔導士お得意の回復魔法も使うことはできないな。

「格上相手に魔法公式を見せびらかしてどうするんだよ。対人戦の基礎がまるでなっちゃいないじゃないか？」

「お、お前みたいな汚い奴に負けるもんかああああ！」

　半泣きになってコーネリアスは仰あお向むけに倒れたまま、握った拳を俺に叩きつけようとした。それを左手に持ったロッドで払って、同時に突きだした右の拳で鼻を折る。

　おっと……しまった、つい癖で反撃してしまった。

「ゲニャアアア！　は、鼻が！　僕の美しい顔がああ！」

　見ちゃいられない。これ以上恥をさらさせるのも可か哀わい想そうなので、頸けい椎ついに一撃いれてコーネリアスの意識を飛ばすと、俺は審判役の執事に視線を送った。

　再び執事が手を上げて「そこまで！」とコールする。

　およそ魔法戦とは言えない、まるで戦士のような勝ち方だ。

　ステージ脇からリリィが駆け寄り、俺に抱きついた。

　おい……ちょっとくっつきすぎじゃないか。いや、嬉しいのはわかるが……その……密着して胸の弾力を俺の二の腕に伝えるんじゃない。

「カイ先生素敵ですわ！　すばらしいですわ！　今のは相手の輝盾の構成を読み解いて、防御壁を透とう過かさせましたのね!?」

「お、おー。良く見てるじゃないか」

　岡おか目め八はち目もくということもあるが、差し引いてもリリィの方がその家庭教師より優秀だ。なにせコーネリアスは俺がやったことに、何一つ気づくことがなかったのだから。

　こんなやつにリリィを預けても、それこそ宝の持ち腐れになるだろう。

　しかし──。

「なあ、ちょっとくっつきすぎというかだな……離れてくれないか」

「いいえ離しませんわ」












　瞬間──チュッと俺の頰に何か柔らかいものが触れた。

　残のこり香がと感触に俺は絶句する。

　そして俺以上に、対岸でアゼルが一層青ざめていた。

　ようやく俺から離れると、リリィは父親の元へと向かう。足下に転がるコーネリアスには一瞥もくれない。

　ちょっと前まで半べそをかいていたのが噓うそみたいだ。

　ピンと背筋を伸ばして大ぶりな胸の果実を自慢げに揺らしながら、リリィは訊いた。

「というわけで、カイ先生の実力は認めてくださるわよねお父様？」

「いやしかし……白魔導士としての能力はやはりコーネリアスの方が上ではないか？　彼は光弾しか使っておらず、まともに自己強化の魔法もせず、しかも決着が魔法ではなく徒手空拳だなんて……まるで戦士やばんじんのようだ」

「実戦さながらとおっしゃってくださいませ。最強の魔導士レイ＝ナイト様に師事する前に、カイ先生の元でみっちり『戦い』というものを学びたいのです。そのためにも学園を離れるわけにはまいりません」

　一度こちらに振り返ってウインクをすると、リリィはまるで自分が勝ったような口振りで父親に続けた。

「もし、わたくしを本気で連れ戻したいとお思いでしたら、カイ先生よりも強い白魔導士をお雇いになってくださいませ。というわけでコーネリアスはクビですわね。実力のない人間は不要なのでしょう？」

　彼女の口振りは父親さえも軽けい蔑べつしているようだった。親子の関係が修復不能なほど壊れやしないか心配だ。

「ぬうぅ……わかった。無ぶ様ざまを晒さらしたコーネリアスには二度と我が家の敷居はまたがせない。学園へ戻る事も認めよう」

「ええ、ではそのように」

　こちらに戻ってこようとするリリィをアゼルは呼び止めた。

「待て。認めるが……条件だ。今のはカイ先生が、実戦においてコーネリアスよりも優秀な白魔導士だと証明したにすぎない。彼の強さは認めよう。だが指導者としても優秀であってほしいと思うのだよ。そこで……教士としての実力を今学期中に示してもらいたい」

「また条件ですの？」

「リリィ。お前の実力ならば満たすことなど他た愛わいない条件だ。次の試験演習でトップをとること……リリィを教えるならそれくらいは当然、してもらわなければならないが……どうかなカイ先生？」

　相変わらずの上から目線な口振りで、アゼルは俺に念押しするように言う。

「おたくのお嬢さんでしたら、何も教えなくとも学年トップはとれると思いますが、微力を尽くします」

　リリィの実力なら、ちょっとコツを教えれば白魔導士の学年別個人戦優勝は、充分に射程圏内だ。

「微力を尽くすか……正直なところ君をこのまま屋敷から出すのが惜おしいよ」

　半殺しにでもしたいって空気だが、リリィがいる手前どうすることもできないってところか。

「それじゃあ今日の家庭訪問はここまでということで。帰るぞリリィ」

「はい！　カイ先生！」

　来た時とは別人のように軽い足取りでリリィは俺の隣にぴたりとくっついて歩く。

　腕を取って抱くように密着されると……またしても当たってるんだが。膨ふくらみが。

「歩きにくいから少し離れて歩けよ」

「ええぇ!?　カイ先生は生徒をそうやって突き放す冷酷な教士ですの？」

　少し強引に腕を振るって引きはがすと、俺はスタスタとリリィの三歩先を進んだ。

「あん♪　もう、カイ先生ったらウブですわね」

「とんでもないことを口走るな。いいか、学園に戻ったらお前には魔法に頼らない身体強化のための、基礎訓練をみっちり仕込んでやるからな。早い内に流血のブラツデイーリリィって呼び名からは卒業してもらうぞ」

　そうそう吐血されても困る。

「あら、その呼び名は気に入っていますのに。今では日常の一部ですわ」

「血を吐くことに慣れすぎだろ……まったく」




　こうして俺とリリィは執事の運転する車で駅に送られ、ほどなくして列車に揺られることとなった。リリィはずっと喋しやべりっぱなしだ。来た時の憂ゆう鬱うつなど噓のように、楽しげなのはいいんだが……話す内容といえば白魔導士レイ＝ナイトの英えい雄ゆう譚たんばかりで、耳にたこができそうだった。

「ところで、相手の防御魔法を無効化する術を生み出したのもレイ＝ナイト様だそうですが、さきほどカイ先生がやったのも、同じ魔導技術ではありませんかしら？」

「ん？　ああ……ええと、たぶん違うんじゃないか」

　さっきのはあくまで相手の魔法公式を読み切っただけで、超振動テトラコルドではないんだが……さすがレイ＝ナイトマニアだ。そんなマイナーな魔法まで知ってるなんて。

「はぁ……わたくしカイ先生がレイ＝ナイト様の弟子なのではとも思いましたのに」

「そんなわけないだろ」

　軽口を叩きつつ、帰りの列車が早く学園都市についてくれと俺は念じた。

　ともあれ、彼女が元気になっただけでも家庭訪問をした甲か斐いはあったかな。













　学園に戻ってからのリリィは、以前よりも晴れやかで明るい表情をするようになった。

　実戦に近い形のトレーニングにおいても、精神面の安定による効果は顕けん著ちよにみられた。

　午後からの特訓でローザを相手に完封したのだ。しかも一度や二度ではない。一進一退の攻防を繰り広げていたはずが、頭一つリリィが抜け出た格好だ。

　リリィの十勝〇敗から、俺おれは数えるのを止やめていた。

「なんで防ぎきれるの!?　あんた、実家から戻って来てからおかしいわよ。いったいカイに何を吹き込まれたわけ？」

　攻撃魔法を撃ちきって肩で息をするローザに、リリィは微笑ほほえみ返した。

「カイ先生にはとっても優しくしていただきました。愛が人を強くするのですわ。それはそれとしても、この結果はわたくしが優すぐれているからではありませんもの。白魔法の防御性能が優れている……ただ、それだけのこと」

　リリィも対応に全力であることは間違いない。その証拠に、口元からツーッと赤い鮮血が垂たれた。

　あまり無理をされて試験演習前に疲ひ弊へいしきられても困るんだが……。

　俺はステージ上で胸を張るリリィに告つげる。

「その口から血を吐くのをどうにかしないとな」

　本来なら地味な走り込みなどをやらせたいところだが、今は試験演習に向けて対人戦の場数を踏ませたい。二人まとめて基き礎そ訓練は後回しだ。

「あら、いつの間にかお漏もらししていましたわね」

　ハンカチでぬぐってリリィは何事もなかったようにニッコリ微笑む。

「というかだな、身体からだの方は大丈夫なのか？」

「問題はありませんわ。わたくしにとっては日常茶飯事ですもの。ですからローザもわたくしの身体を気づかって手を抜かなくてもいいのに……先ほどの攻撃にしたって、まさか全力ではありませんわよね？」

　ローザがリリィを憎らしげに睨にらみつけた。

「え、ええ当然よ。すぐに血を吐くから、ついつい仏心が湧いちゃうのよね。手加減してあげたんだから感謝してくれてもいいわよ？　さてと、ここからが本番ね……もう一本いくわよ！」

「ではこちらも最初から全力でお相手いたしますわ。その前にリセットしますわね」

　リリィは自身にかかった防御系の白魔法を一旦解除した。ローザも呼吸を整え直す。

　俺が指示しなくても、勝手に張り合い、勝手に稽けい古こを続けてくれるのは楽でいい。が、切りがないので次で終わりにさせよう。

「じゃあ、これでラストだぞ」

　俺の言葉に二人は頷うなずき合うと、仕切り直しと言わんばかりに魔法戦を再開した。

　結果は──またしてもリリィの圧勝に終わった。




　演習場のステージの上で、ローザが独りぽつんと膝ひざを抱えて座っている。

「なあ、そろそろ寮に戻れよ。リリィはとっくに帰っちまったぞ」

　ローザは今頃、寮でシャワーでも浴びて汗をさっぱり流しているだろう。

「うう……だって全敗よ！　白魔導士相手に全敗……これじゃまるで黒魔導士が劣おとってるみたいじゃない？」

　俺はローザの前に立つと膝を折ってかがみ、視線の高さを合わせた。顔を上げた彼女の瞳ひとみには、今にもこぼれ落ちそうなほど涙が溢あふれている。

　照明も落ちて月明かりだけがその顔を照らしていた。

「まあ、白魔導士と一対一で戦う経験ってのはあんまりないんだし、仕方ないんじゃないか？」

「それを言うならリリィだって、黒魔導士との単独戦闘経験はそんなにないでしょ？」

　基本的に授業は白黒別々で、そこで行われる訓練も試験演習でさえも、同じ属性の魔導士同士で競い合うものになっている。唯一例外があるとすれば試験演習のペア部門だが、それにしたって黒は黒、白は白でペアを組んでの参加が一般的だった。

　そういった風ふう潮ちようは、俺が生徒だった頃と少しも変わっていないらしい。

「ええと……そう……だな。うん……まあその……がんばれ」

「なによそのフワッとした慰なぐさめ方！　教きよう士しならリリィに勝つためのアドバイスくらいしてくれてもいいじゃない？　それがエコヒイキっていうなら……アレだけど」

「アドバイスか。二人が勝手に訓練に励はげんでくれるんで、すっかり忘れてた」

　ローザは「もうっ！」と、不満げに俺を睨みつけた。俺への怒りで、今にも落ちそうだった悔くやし涙は引っ込んだようだ。

「一応あんたはあたしの師匠なんだし、給料分は働くって約束でしょ？　教士なんだからしっかり仕事をしてよね？」

　俺は立ち上がると彼女に手を差し伸べた。

「わかった。とはいえ、今日はもう遅いから寮に帰るんだ。明日も基本的にはリリィとの組み手を続けてもらうから、追加訓練はその後だな」

「い、今からでもいいわよ！　追加訓練……望むところよ！」

　これ以上リリィに離されたくないと、ローザの瞳が訴えかけてきた。

「ダメだ。こっちにも準備があるんだよ。というわけで、明日のリリィとの訓練では全力を出さずに、きちんと余力を残して終えるように。でないと追加訓練はなしだからな」

　ローザは悔しげにうつむきながらも、俺の手を取って「しょうがないわね。わかったわ」と頷きながら立ち上がった。

　リリィに完敗してよっぽど悔しいのか、藁わらにも縋すがる思いで俺の手を握にぎったのかもしれないが、多少なりとも素直になってくれて大変嬉うれしく思うぞ。




　翌日──。

　俺は朝一番で学園長室のドアをノックした。中から「どうぞ」と落ち着いた声が返ってきたのを確認して、入室する。

　相変わらずルーファス学園長は、こちらに一いち瞥べつもくれることなく、コレクションのマジックロッドを広い机に並べて、涼すずしい顔で磨みがき上げていた。

「おや、お久しぶりですねカイ先生。どうです？　学園の空気には馴な染じみましたか？」

「おかげさまでな」

「なにやら早くも色々とやっておられるようですね。古こ参さんの教士とぶつかり合ったり、ヒルトン家に乗り込んだりと……それにどうやったかは知りませんが、巣の封印までしたというではありませんか？　あの映像、編集こそされていますが合成ではないようですし。Ｆランクというのが信じられません。やはり私の見る目は正しかったようです」

　マジックロッドを磨く手を止めて、ルーファスはニッコリ微笑んだ。

　俺が思いの外ほか有能だったことへの満足感というよりも、自身の見る目があったことに満足している……そんな笑みだ。

　俺は溜ため息いき混じりに告げた。

「今日はお願いがあって来たんだが」

「なんでしょう？　私にできることであればなんでも言ってください。相談に乗りますよ」

「じゃあ、今磨いているそのコレクションから、白黒一本ずつもらえないか？」

「お断りします」

　表情筋をピクリともさせず、終しゆう始し笑顔のままルーファスは却きやつ下かした。

「なんだよケチ臭くさいな」

「強盗まがいの要求を拒否しただけです」

「なら、俺の仕事ぶりを評価したってことで、一つボーナスをくれてもいいんじゃないか？」

「仕事ぶりと言われても……巣を単独で封印したことを評価しろと？」

　ルーファスは首を傾かしげる。お！　これはもう一押しすれば……。

「そうそう。ちゃんと評価できるところを見ていてくれてるじゃないか？」

「残念ですが、貴方あなたが封印した巣は戦略上なんの意味もない場所のものです。早晩、異い形ぎよう種しゆに奪だつ還かんされるでしょうし、それを守る価値もありません。壁のこちら側にできた巣ならいざ知らず、手遅れな場所ですから。よって、特別ボーナスにはなりませんのであしからず」

　ぬう……手厳しい。黙だまり込む俺にルーファスは溜息混じりで続けた。

「それに次元解析法リグ・ヴエーダによって、壁のこちらに異形種が侵攻しようとすれば、すぐに前線基地の駐留軍から、掃そう討とう部隊が出撃する手はずになっていますし。そもそも、巣の封印で評価を上げるというのはいただけませんね」

　そいつはごもっともだ。何かあれば、きちんと動いて対処する部隊が、学園とは別にある。

　もっとも異形種の侵攻が多いと目されているのは、この学園と戦士養成機関ソードテンプルのちょうど中間の位置にある大だい渓けい谷こくだった。

　そこを瓶びんの蓋ふたのように閉じている前線基地。集められているのは、戦士と魔導士の精せい鋭えいたちだ。

　彼らが突破されるようなことがあれば、人類はさらなる後退を余よ儀ぎなくされるだろう。

　それだけに任務は重要で、基地の部隊員は大渓谷やその周辺地域を定期的に巡回し、根付く前の巣が発見されれば早期に封印を施ほどこしていた。

　進行してくる異形種への対応や巣への対処は彼らの仕事で、教士がやるべきことではない。

　しかし、だからといってこのまま引き下がるわけにはいかなかった。

「ボーナスとは言わないから、予算を増やしてくれないか？」

「何に使うんですか？」

「さすがにこのマジックロッドだけだと心こころ許もとないんでな」

　腰のベルトに下がった二本を見ると、ルーファスは眉尻を下げた。

「なんですその薄汚い鈍どん器きは」

「支給品のロッドを破は損そんしちまったんだ。手に入る中で一番頑がん丈じようなのがこいつでな。見ての通りの性能だから二人の指導をするには、もう少しマシなロッドが必要なんだ」

　ルーファスは自身のあごを軽く指でつまむようにすると、小さく頷いた。

「仕方ありませんね。総務部に手配させましょう。すぐに用意できると思いますよ」

「おっ！　話がわかるな。ありが……」

　俺らしくもなく素直に礼を口にしかけて……優やさ男おとこは口元をニンマリと緩ゆるませた。

「ただし基本給から半年分、天引きさせていただきますのであしからず」

「天引きって……お前」

　ルーファスはスチャッと眼鏡めがねのフレームを指で押し上げた。

「そこは試験演習で門下生を入賞させた特別報賞で、まとめて返済してくださってもけっこうですから。ではさっそく総務部と話をつけますので」

　自じ慢まんの新型携帯端たん末まつを手にしてルーファスは息を吐つく。

　他になければ退室してください。と、言わんばかりだった。




　品物がこちらの要求に満たなければ突っ返してやろうかと思ったのだが、ルーファスが手配してくれたマジックロッドは、中級クラスの良質な品だった。外装こそ素っ気ないが、虚飾を排はいした俺好みの得え物ものだ。

　ほとんど使われた形跡もなく新品と言って差し支えないものだった。

　こんなに早く俺の元に届けられたところをみると……おそらく、学園内のどこかの保管庫にしまわれていたものだろう。

　とはいえこれなら、一度くらいは俺の全力に耐たえられるかもしれない。

　死蔵品にするにはもったいない性能からして、半年分の給料から差し引かれる請求額は妥だ当とうなところだ。

　ロッドを受け取るついでに図書館に足を延ばし、何冊か借りて午前中は読書に充あてることにした。




　昼休みのチャイムとともに、俺は最後の一冊を読み終える。

　昼食の前に本を返却しようと再び図書館に足を運ぶと、その入り口付近でローザが女子生徒と口論をしているところに出くわした。

　相手は薄い赤毛のハーフアップツインテールで、気だるげな口振りでローザに告げる。

「んじゃ、よろしくねぇ図書委員さん。この資料ぜーんぶ元の棚に戻しといて」

　台車には本が山積みだ。

「なんであたしがそんなことしなきゃいけないのよ？　借りたのはあんたじゃない」

「だってぇ、アナタってば図書委員でしょぉ？　委員会の仕事くらいやってよねぇ。司書さんだって忙しいんだしさぁ……ちょっとは学園のために働きなよ？　お金も出さずに通ってる奨しよう学がく生せいなんだし」

　なにやらトラブルのようだが、生徒同士のやりとりに大人が出しゃばるのもよくない。二人を避けるように図書館に入ろうとすると……ローザに声をかけられた。

「ちょ、ちょっと待って！　なんでスルーするのよ!?」

「そりゃあ図書委員の仕事がんばれよ……としか言えないだろ」

　赤毛の少女が俺の顔を見て首を傾かしげた。

「誰だれこの人？　先生？」

　ああ、そういえば入学式にも出ていないし、在校生に紹介される機会もなかった上に非常勤なこともあって、俺を知っている生徒は冗じよう談だん抜きにローザとリリィだけだ。

「今年から入った非常勤教士のカイ・アッシュフォードだ」

　身分証明のネームカードを見せると、赤毛の少女は「ふーん。なんかぁ……あんま先生っぽくないね」と正直な感想を述のべた。それに続けて自己紹介を挟はさむ。

「アタシはペトラだよぉ。もしかしてだけど、ローザちゃんを門下生にしたのってカイ先生なのぉ？」

　ペトラは口元を手で隠すようにして笑った。

「ぷっ……ぷぷぷっ！　こんな子を門下生にするなんてご愁しゆう傷しよう様さまだねぇ」

「誰がご愁傷様だって？」

　俺が訊きくとローザはそばにあった台車を館内に運び始めた。

「ほら、あたしがやっておくから……あんたは戻っていいわよ」

「ええぇ？　もしかしてローザちゃんってば、話してないんだぁ」

　なにやら以前に一ひと悶もん着ちやくあったのか、俺の知らないローザを赤毛の少女──ペトラは知っているらしい。それはローザにとって、俺の耳には入れたくないことのようだ。

「ローザちゃんは一年の時にクラスメートを一人殺しかけたんだよぉ。カイ先生も気をつけないとねぇ。殺されかけた女の子は、それからおかしくなっちゃったんだから」

　言い残してペトラは立ち去った。気まずそうなローザに俺は告げる。

「変な奴だな。さてと、さっさと本を所定の場所に片付けちまおう。手伝うぜ」

　ローザを目をまん丸くさせた。

「え？　あたしのこと……怒らないの？」

「どうしてそこで俺が怒るとかそういう話になるんだよ。チャッチャとやるぞ」

　俺はローザに代わって図書館内に本の積まれた台車を運び込むと、司書に一言断りを入れてから、それぞれの本を所定の棚に戻していく。

　本自体、内容が最新のものに入れ替わっていても、おおよそのジャンルは昔のままだ。

　どの本もだいたい戻す棚の場所は調べずとも手に取るようにわかった。

　ローザにも何冊か本を抱えてもらって棚から棚を渡り歩き、十分ほどで全ての本が片付いた。

　どれも黒魔法に関連する書籍だが、異形種に有効なものではなく対人戦に効果的な魔法の参考書ばかりだ。相手に苦痛を与える拷ごう問もんや洗脳といった、実に黒魔導士らしい内容が多く見受けられた。

　ついでに、明日読むのにちょうど良さそうな新刊を三冊ほど借りて、一段落ついた。

　図書館を出ると、自室に戻ろうとする俺の前にローザが回り込んできた。

「ちょっと待って！」

　いつも通り俺を睨みつけてくる。敵意というよりも、その瞳は……怯おびえていた。

「どうしたんだよ大きな声を出して」

「ペトラが言ったことは……本当よ。あたしのこと軽けい蔑べつしたでしょ？」

「軽蔑って別に……」

　何人殺そうが気にしないと言いかけて、俺は言葉を呑のみ込んだ。

　命を狙ねらわれることもあったし、降りかかる火の粉をはらうのに手を抜くことはない。

　そもそも俺の場合、見殺しにした人間の数が多すぎて、ちょっと人の死に対する感覚がおかしくなっているんだ。

　この年頃の女の子と同列に考えるべきじゃなかったな。

「何か言ってよ！　それともあたしのこと……怖くなった？」

　なんだよコイツめんどくさ……ああ、わかった。話を聞いて欲しいんだ。俺もガキの頃にそんな一面があった気がする。相談に乗って欲しいと素直に言えなくて……ローザを見ていると昔の自分がダブってしまって、なんとも痛々しい気持ちになった。

「そうだな……ちょうど昼時だし、一緒に飯でも食うか」

　そう言うと珍しくローザは素直に頷いた。

　学園内の学食くらいなら、俺の安い給料でもおごってやれるしな。




　場所を学食に移した。隅っこの席で俺は今日のランチＡを食べながら、ローザの話を聞く……はずが、彼女は一心不乱にランチＡとランチＢに加えてトマト系のスパゲティまで食べていた。

　完食するまで待ってから、吐息混じりに聞く。

「育ち盛ざかりなわりに小柄だよな？」

「燃ねん費ぴが最悪なのよ！　栄養が全部魔法力になるから……っていうか、人の胸のあたりを見て小柄とか言わないでくれる？」

「口が悪いのはお互い様だろ？」

　俺は食後のお茶を取りに席を立つ。味も香りもさっぱりの安物だが、無料で飲めるのがなによりありがたい。

「というか別に意識して見てないからな。ところで……さっき図書館の前にいた赤毛の……ペトラってのとは友達なのか？」

　ローザは自分の胸の辺りを腕を組んで隠すようにしながら、ぶっきらぼうに呟つぶやいた。

「ペトラは……ただのクラスメートよ」

「ただのクラスメートがあんなことを言うか？　それに奨学金のことも話してたな。そういう話をするとは失礼なやつだ」

「本当に嫌になるわ……ペトラにもだけど、自分にも。お金ないけど学びたいから……成績優秀者は学費の返還も免めん除じよされるっていうし……けど……リリィにも勝てないで成績上位をキープできるかどうか……不安で……」

　力なく彼女は肩を落とす。奨学生と言えば聞こえは良いが、要は借金をしているようなものだ。かくいう俺はというと、学園にいた頃はローザと同じく奨学生で、現在もその借金をびた一文返していないままである。

　一時、返す暇ひまもなく忙殺されてたんで仕方ない。請求は王おう立りつ研けんにでもしてくれという気分だ。

「別に奨学生だからって引け目を感じることはないぞ。俺だってそうだったんだし」

「えっ!?　噓うそでしょ？」

「訳わけあって親には頼れなくてな。けど魔導士になる素質はあったから入学試験を受けて、飛び級で卒業……っと、まあ俺が生徒だった頃はちょうど世界が終わるかどうかの瀬せ戸と際ぎわだったんで、色々とうやむやなままなんだ」

「もしかして……あんたが卒業したのって異形種との大戦の時なの？　学園の生徒も戦いにかり出されたって聞いてるけど」

「ああ。といっても俺の場合は個人的な理由で志願したんだ。一足先に異形種と戦ったよ。で、無事に生き残り、その功績もあって王立研へ……ってな。俺みたいなのが王立研にいたのも、実はそういうからくりなんだ」

「じゃ、じゃあ戦場で、もしかしてシディアンと会ったことあるんじゃないの？　同じ部隊で戦ったりしたとか!?」

　ローザがテーブルの上に身を乗り出して俺の顔をのぞき込んだ。先ほどまでの不安げな瞳が噓のように、興味と好奇心で輝いている。

　目は口ほどに物を言うが、ローザの場合は特にその傾向が強い。素直すぎて対人戦の駆け引きに重要なポーカーフェイスは無理そうだ。

　眉まゆ一つ動かさず俺は続ける。

「あの戦いは大混戦だったからなぁ」

「そう……残念ね。せめてどんな顔だったかわかれば良かったのに」

　彼女はよっぽど黒魔導士シディアンに思い入れがあるようだ。

「なあ、どうしてそこまでしてシディアンを倒したいんだ？　会ったこともない相手だろ？」

　ローザは爪つめが食い込むくらい、強く自分の拳こぶしを握り込んだ。

「シディアンが……黒魔導士がもっと強ければ壁も今より東側にあったし……助かった人間だってもっともっと多かったじゃない？　シディアンが表舞台から姿を消したのは……逃げたからよ！　自分が見殺しにした人間たちに向き合えない、心が弱い人間だったからに違いないわ。そんな男が黒魔導士最強の英雄なんて……あたしは認めない！」

　怒りと憎しみと悲しみの入り交じった瞳ひとみが、俺の心を射い貫ぬくように見み据すえた。

「そうだな。もっと救えた命は多かったかもしれない。もしかして……ローザも壁の向こう側の出身者なのか？」

「あたしの故郷は……この前、あんたが巣を封印したあの村よ」

　げっ……まずったかな、これは。

「なんで黙ってたんだ？」

　ローザは軽く下した唇くちびるを嚙かむ。

「言う必要なんてないもの。同情なんて不要よ。むしろ……連中の巣を封印してくれて、その……少しは感謝してるの。巣が完全に根付いて、土地が汚お染せんされたら取り返しもつかないし」

　ローザの故郷は人類側が戦略上奪回する意義を見いだせない……言わば見捨てられた村だ。異形種的にも、積極的に巣を根付かせる意味はない。手が余あまっていればという程度の位置にあった。

　十年ほど前──おそらく、どこか別の巣から湧いて出た異形種の偵てい察さつ部隊が、進軍の途中に〝たまたま通りかかった〟結果、ローザの村は滅ぼされたのだろう。

　その後、人類側の戦力によって異形種の偵察部隊は撃破され、残ったのはローザの村の廃はい墟きよだけとなった。

　ワーカーアントが巣を作ったのは、ローザの村の襲撃から何年も後のことに違いない。

　でなければ、あの村に雑魚ワーカーアントしかいなかった理由の説明がつかないからな。

　今の人類には根付いた巣を除じよ去きよする術すべがない。東の大地を取り戻せない一番の理由だ。

　しかし……襲撃を受けてローザは独り、どうやって生き残ったのだろう。

　軽く潤うるんだ瞳でローザは俺を見つめた。それでもやはり怒っているような雰ふん囲い気きだ。

　どうして生き残れたのかを訊くのはやめておこう。彼女が語ってくれるまで、そっとしておいた方がよさそうだ。

「それより、あんたもあたしと同じだったのね。そっちこそ黙っているなんて水くさいじゃない」

　少女はもじもじと膝をすりあわせるような素振りを見せた。

　東方出身の奨学生といえば、確かに似たような境遇だな。

「俺が住んでいた町はもっと東側で、連中の巣が根付いて完全に汚染された隔かく離り地域だ。親もその時死んじまったからな」

　そう言うと、ローザから急に敵意がフッと消えた。むしろ気まずそうに呟つぶやく。

「そう……なんだ。ごめんなさい」

「謝ることないぞ。不幸自慢をしたくないのは俺もお前も同じだろ？」

　ローザはコクリと頷うなずいた。

「え、ええ。そうね……ごめんなさい」

　まるでしおれた花のように、ローザは頭を垂れたままだ。

「だから謝るなって。しかしまあ、お前が異形種を憎むのもリリィと張り合うのも、シディアンを怨うらんでいる理由もよくわかったよ」

　ライバルの名前を出した途と端たん、くわっ！　と、ローザは顔を上げた。

「リリィみたいなお嬢様には負けたくないもの。それに……別にシディアンを怨んでるってわけじゃないわ。ただ、あの男を倒してあたしが最強の魔導士になって、異形種をこの世界から殲せん滅めつすると誓ったから。シディアンを超えなくて、それが成なし遂とげられるとは思えないもの。だから……倒すのも込みで目標みたいなものよ！」

　彼女はもう一度、決意を新たにするようにぎゅっと拳を握り込む。本気でシディアンを超える最強の魔導士を目指しているわけか。

　力になってやりたいと素直に思った。可能な限り的確にアドバイスをしてやりたい。

「で、話は戻るんだが……最強を目指すお前が、ペトラを相手に何を怨まれるようなことをしでかしたんだ？」

「一年生の最初の試験演習……黒魔導士の個人部門で……あたしの対戦相手はペトラだったの。彼女の家もリリィと同じで名家みたいね。たしか名字はパーネルだったかしら」

　パーネル家といえば黒魔導士の名門だ。黒魔導士版ヒルトン家と言っても差さし支つかえないだろう。とはいえ、無名の奨学生が大金星を挙あげたとしても、ローザの実力からすればおかしな話ではない。

「試験演習の試合で、お前が勝って逆恨みでもされたのか？」

　ローザはゆっくり頷いた。

「ええ。全力で戦って……叩たたきつぶしたわ。ただ……ちょっとやり過ぎたっていうか……奨学生相手だって油断した向こうも悪いのよ」

　公式の試合をする場合、魔導士は仮想魔法を使い、勝敗を確実かつ安全に判定するために、専用の腕輪型魔導器を装着する。

　その腕輪が仮想魔法のダメージを肩代わりし、これを破壊されると死亡扱あつかいとなるのだ。

　未熟な生徒のために作られた試験用のシステムだった。

「もしかして、試合用じゃなくてガチの攻撃魔法を使ったりしてないだろうな？」

「そんなことをしたら反則負けでしょ。ちゃんと仮想攻撃魔法を使って勝った……けど、試合用に調整してあっても、あたしの魔法の威力が高すぎて……直撃を受けたペトラは気き絶ぜつしちゃったのよ。みんなの見てる前で……」

　仮想魔法といっても威力がまったくないわけではない。その威力の余よ波はで気絶というのは、充分にあり得ることだ。

「なるほど。なら別に殺してないじゃないか」

「奨学生のあたしに気絶させられて、ペトラは大恥を掻かかされたってわけ。エリートにとっては死んだも同然ってことみたいね……」

　ふと疑問が浮かんだ。試験演習でペトラのような有力者を倒したなら、どうして誰もローザを門下に加えなかったのだろう。

「教士は誰も手を上げなかったのか？　一年も学べばどこの門下でも筆頭になれるだろ。お前みたいな逸材なら、俺は欲しいと思うぞ」

　突然、ローザの顔が耳まで真まっ赤かになった。

「な、な、な、何いきなり言ってんのよ!?」

「なにって、名家の出身者を倒せる実力者を放置なんてもったいない。欲しがらないなんてどうかしてる……って思ってな」

「ほ、欲しいとか言わないでよ！　人をモノみたいに……」

「別にモノ扱いってわけじゃ……で、どうしてどこの門下にも入らなかったんだ？」

　ローザは言いにくそうに視線を外した。

「えっとね……調べたわけじゃないけど、裏でペトラが手を回したみたい。けど、勘かん違ちがいしないで。もともと門下なんて興味なかったんだから……あんたに……会うまでは」

　これは光栄なことだ。初日に実力をきっちり見せた甲か斐いがあったな。

　しかし……まあ、どの教士もパーネル家には睨まれたくないってわけか。

「これからどんな嫌がらせをしてくるか……あたしはこういうの慣なれてるけど、あんたに迷惑はかけたくないし」

　眉尻を下げてうつむくローザに俺は笑顔で返した。

「なーに、心配すんなって。パーネル家だろうが俺には関係ないからな。だからローザ……自分が俺の門下から去れば全部丸く収まるとか考えるなよ？」

　いつものツンとした空気が、すっかりしおらしくなってしまった。一層瞳を潤ませ彼女は俺に訊く。

　その桜色の小さな唇が、優しく言葉を紡つむいだ。

「カイ……本当にいいの？」

　透き通った声で彼女は俺の名を呼ぶ。












　あんただのこいつではなく、やっと普通に言ってくれたな。ようやく先生として認めてくれたのかもしれない。些さ細さいなことだが嬉うれしかった。

「ああ。俺を倒してステップアップするんだろ？　で、行く行くは最強の魔導士になって復ふく讐しゆうを果たすんだもんな」

　ローザの顔が耳まで赤くなった。

「も、もちろんよ。じゃあ……これからも……あんたの門下でいてあげるわ。あんたを倒せる……その日まで……もちろんその次はシディアンよ！」

　物ぶつ騒そうな宣言だが、笑顔のローザに俺も不思議とほっとしていた。

　年齢相応で可か愛わいいところがあるじゃないか。

「それじゃあ昨日も言った通り、午後のリリィとの訓練が終わったら追加で特訓するから、くれぐれも全力を出し切るんじゃないぞ」

「わかってるわよ！　お昼ご飯もいっぱい食べたし、余力をたっぷり残してリリィの相手をしてやるんだから」

　この調子なら大丈夫そうだ。持ち直してくれてよかったぜ。




　午後の訓練での勝敗はリリィの八勝二敗。特訓はここまでにした。

　昨日完封して調子に乗ったわけではないが、二本取られたことにリリィは怪け訝げんそうだ。

　ローザに力をセーブするように言ったのは、何も追加特訓のためだけじゃない。

　相手を倒せるだけの「ちょうど良い威力の攻撃」というものがあるのに、ローザにはその加減ができないのである。彼女の燃費の悪さを助長する一因だった。

　大ぶりな攻撃魔法をリリィにきっちりと防がれて、息切れしたところでカウンターを喰くらう昨日までの展開が、今日は少しだけ違っていたのだ。

　力を抑えめにしていたからこそ、ローザにはリリィのカウンターに対応する余裕が生まれていた。

　カウンター攻撃で仕留めきれず隙すきを晒さらしたリリィが、そのまま主導権を握り返せずたたみ込まれた二回。それがローザの勝利回数だった。

　訓練を終えて、リリィがローザにそっと手を差し出す。

「見直しましたわ。こんなに早くカウンターに対応されるとは思いませんでしたもの」

　ローザはぷいっとそっぽを向いた。

「なに言ってるのよ。偶然二本取れたけど、後半はあたしが連敗しまくりじゃない」

　後半の五試合は完全にリリィのペースで完封され、ローザは不機嫌さ丸出しだ。

　少し残念そうに眉尻を下げながら、差し出した手をそっと下ろすとリリィは「あなただけを成長させるわけにはまいりません。対策を講こうじないのも失礼でしょう？」と呟いた。

　リリィのやつ、ローザの力を認めているんだな。だから自分も本気になるというライバル宣言だ。

　ローザは目を泳がせてあたふたしていた。

「せ、せいぜい、あたしに追い抜かれないようにがんばんなさいよ。っていうか、明日は勝つし」

　二人の視線が火花を散らす。が、以前に比べ険悪な空気ではなく、心地よい緊張感だ。

　俺はパンッ！　と手を打って、二人の視線をこちらに誘導した。

「少し早いが今日はここいらで切り上げて、二人とも充分に身体からだを休めるように」

「ええ、そうですわねカイ先生。時には休息も必要ですもの」

「そ、そうね。今日はこれくらいで……勘かん弁べんしてあげるわ」

　どぎまぎしながら呟くローザ。おいおい、そこはさらりと流してくれよ。素直じゃないのに、こういう所は馬鹿正直だ。

　こうして本日の訓練も終了し、リリィとローザは支度を済ませると、それぞれの寮へと帰る。

　と見せかけてローザはこっそり戻ってきた。

　俺の研究室前で、二人だけの秘密の待ち合わせだ。窓から射さし込む西日ですっかり空は燃えていた。

「ねえ、今日の訓練……二回だけだけど、なんでリリィに勝てたの？　偶然じゃないわよね。こっちはむしろ軽く手を抜いてたのに……」

　合流するなり質問をぶつけてくるローザに、思わず心の中で苦笑いした。当人はなぜ二本取れたのか、理解していなかったのか。

　校舎の長い廊下を外に向かって歩きながら、俺は説明する。

「実はリリィの戦い方は、お前の全力攻撃を読んで、それをきっちりと防御し、隙だらけになったところで確実にカウンターを決めていくスタイルなんだ」

「カウンター戦術には最初っから気付いてるわよ。けどリリィのカウンターって、いつもこっちに余裕がない時にばっかり……あっ！」

　どうやらローザも気付いたらしい。

「ローザが適度に手を抜くことで、余力が残せていたんだ。カウンターをカウンターして二本取ったってわけさ。いいか？　常に全力をぶつければいいってわけじゃない。駆け引きは重要だ。速攻型の黒魔導士だからこそ、魔法の威力とペースの配分を覚えなくちゃならない」

　ローザは不思議そうに首を傾げた。

「じゃあ後半の五試合はなんで一本もとれなかったの？」

「それはリリィがカウンターを取るのに慎重になったからだ。実際、五試合目以降の試合時間は平均で二分ほど伸びている。ローザが攻撃で魔法力を出し切るまで、リリィは待っていたんだろうな」

　リリィの方が試合巧こう者しやと言えるだろう。とはいえそこまで大きな力の差もなく、終盤はローザの攻撃に、今日もリリィは口から赤いものをしたたらせていたが……。

「お、教えてくれてもいいじゃない！」

「訓練中に言われても頭に入ってこないだろ。だから冷静になった今、こうしてちゃんと教えてやってるんじゃないか。というわけで、明日の訓練からは意識してペースを作るように」

　少女はうつむき気味にぼそりと呟いた。

「なによ……意地悪……イジカイ」

「ことあるごとに変な呼び名を作るんじゃない」

　俺に言われて落ちこむということは、つまり自分ができていないと自覚してくれた証拠でもある。

　対人戦の力の使い方に関しては、これで一歩前進だな。

　だが、ローザの一番の問題は、異形種との戦闘時のペース配分がまったくできないことだ。この問題を抱えたままだと、命取りになりかねない。

　憎しみで目が曇くもると、冷静さを完全に失ってしまいがちだ。

　彼女の抱えた怒りも悲しみも、黒魔法の原動力なのだが……その感情を制御して思考と冷静に切り離すなんて器用な真ま似ねは、今のローザには望めそうにない。ある程度の達観と合理性を優先した割り切りと、自分の可能性に対する諦めを覚えるには若すぎる。

　だから……俺は彼女に希望を与えることにした。

　希望があると信じられれば、自じ暴ぼう自じ棄きになって死んでも倒すなんて考えは持たなくなるはずだ。




　今日は月の明るい夜だった。

　ローザを助手席に乗せた魔ま導どう装そう甲こう車しやが荒野を進む。その走行音だけが響き、他は水を打ったように静かだった。

　人類と異形種の領域を分かつ〝壁〟を越えて、俺たちが向かったのはローザの故郷の村だ。

　車を停める。降りるよう促すと彼女は「なんでこんなところに連れてきたわけ？」と、口を尖とがらせた。

「巣を消し去って故郷を取り戻したいと思わないか？」

　ローザはぽかんとした顔になった。それから火が点ついたように怒りを露あらわにする。

「そんなの当たり前でしょ。けど……できもしないこと言わないでよ」

「なんでそう思うんだ？」

「巣を封印してくれたことには感謝するわ。だけど……これ以上はどうすることもできないって……あんたも言っていたことじゃない」

　小柄な少女は肩を震わせながら、アメジスト色の瞳をそっと伏せた。

　異形種の巣──それを封印することしか人類にはできない。かつての大戦で超大型の巣を封印したのは、勇者アストレアと白魔導士レイ＝ナイト……そして黒魔導士シディアンだった。

　偉大な三英雄ですら、巣を消し去るまでには至いたらなかったのだ。

「今の人類の魔導技術では、異形種の巣は破壊できない……か。確かにな」

　俺の言葉にローザは深く頷いた。そして続ける。

「いくら異形種を殺し続けても、殺しても殺しても殺しても殺しても……全部無む駄だなんでしょ？」

「無駄ってことはないだろ」

「無駄よ。水際で食い止めるのが精一杯で、こちらから壁の向こうに打って出られない。封印だっていつ解かれるかもわからない。それに……調べたけど、巣の根付いた汚染地域の浄化の方法だって……ないって言うじゃない」

　月の光が照らす彼女の顔は、溢あふれる怒りから悲壮感を帯びた表情に変わっていた。

「そうだな」

「そうだな……って……」

　ひどく落らく胆たんしたような声で呟くローザを、俺は手招きした。

「まあ落ちこむなって。今日はお前だけに特別に見せてやろうと思ってな。リリィにはまだ内緒だぞ」

　おろしたての中級クラスのロッドを手にした。白魔法用のロッドの先に光を灯ともして、闇やみを照らしながら巣へと向かう。

　ベルトの後ろにホルダーを増設して、鈍器ロッドも持ち込んだ。

　なにせ、アレをやるとなると中級クラスのロッドでも一回きりだろうからな。

「ちょっと……何するつもりよ？」

　咄とつ嗟さにローザも得え物ものを抜いた。別にそこまで警戒しなくてもいいのに……。

「なあローザ。これ以上、どうすることもできないと思って立ち止まる。それって自分の限界を自身で決めてるように思うんだ」

　先日空けた大穴から巣の内部に侵入した。彼女は今回も、入り口付近で立ち止まる。

　不安げなローザに「案あん外がい怖がりなんだな？」と声を掛けつつ手を差し伸べる。

「べ、別に怖くなんてないわよ！」

　俺の手を取らず彼女は前に進んだ。

　ロッドを握りしめ、いつでも戦えるように身構えるローザだが、その手はかすかに震ふるえていた。




　二人並んで最深部にたどり着く。巣の中心──色を失った結晶核が今もなお健在だ。

　ローザが苦々しい顔で結晶核を睨む。

「黒魔法で破壊することはできないのよね？」

　俺はゆっくり頷いた。

「ああ。白魔法でもダメだ。どちらの系統の魔法にせよ、結けつ界かいと凝ぎよう結けつの魔法によって保たれた封印のバランスを崩してしまう。そこでだ……」

　俺は右手に中級クラスの黒のマジックロッドを握り込んだ。ローザが緊張の面おも持もちで俺に訊く。

「どうするつもりよ？」

「それ以外の系い統ろの魔法でこいつを……消し去る」

　ローザは不意に俺との距離をつめると、口元を結んで睨む。

「いい加減なこと言わないで！　それ以外って何よ!?」

「第三の系統だ。よく見ておくんだぞ」

　中級クラスのロッドを交差させ、俺は魔法力を均等に込めると二つの魔法公式ロジツクを同時展開させた。

　ローザの目の色が変わる。まあ、片へん鱗りんは何度か見せているのだが、改めて注意深く観察すれば、この状態が普通ではないことにも気付くか。

「稽けい古こをつけてやった時にも見せただろ？　並列同時詠唱パラライゼーシヨン……二つの魔法を同じタイミングで発動させる技術だ」

　右手に黒の純粋な魔法力を。左手に白の純粋な魔法力を。

　均等に、均一に、同じテンポで、波長をシンクロさせる。

　ローザがブルッと身震いした。

「うそ……あれってただの高速詠唱じゃなかったの？」

　眉み間けんに小さな皺しわを刻んで、ローザは考えこむと身震いをした。

「高速じゃなくて……同時展開……そ、そんなあり得ないわ！　しかも別系統の魔法よ！　相反する二つの魔法力を高めながら、魔法公式を展開するなんて」

　ご明察だ。完成された魔導士ほど、俺が起こしている現象を頭から否定して受け入れられないだろう。

　ローザはじっと、俺の手元を熱心に見つめ続けていた。

「本当に……あたしたちが常識と信じてきた概念を覆くつがえそうっていうの？　人間業わざじゃないわ！」

「失礼な。俺はれっきとした人間だぞ……さて、準備も整った。この二つの力をロッドに展開する」

　マジックロッドの周囲を魔法力が包み込み、純粋な魔法力そのものの刃やいばを形成した。その二つを軽く合わせると音おん叉さのように波動が広がる。

　人類救済なんて大げさかもしれないが、俺が長年かけて金をつぎ込み実験に明け暮れた、集大成ともいえる大技だ。

「行くぜ……限り無き灰色の魔法系統アンリミテツドからの応用魔法公式アドバンスドロジツク……対消滅理論ラグナロク!!」

　二つの魔法を融ゆう合ごうするやり方以外にも、こういった使い方ができるのだ。

　それぞれを極限まで純粋に研ぎ澄まし、刃と成す。

　同時に左右の剣を休眠状態の結晶核に突き入れた。瞬間──。




　アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！




　人の声とも虫の音ともつかない、甲かん高だかい悲鳴のような高周波が結晶核から発せられた。

　目覚めたか。だが……もう遅い。

　ローザが魂たましいが抜けたような顔で呟いた。

「なに……してるの？」

「世界を救ってるのさ。見ろ。こいつが結晶核の正体だ」

　俺は白と黒の双剣を左右に開くように斬きる。結晶核の表面が割れて、その内部に胎児のような〝何か〟がいた。

　そいつがまぶたを開く。同時に俺めがけ、瞳から熱線が放たれた。

　右肩を射い貫ぬかれたが大したことはない。

　死に怯おびえろ。

　お前らが人類に対してそうしてきたように、抵抗のむなしさを教えてやる。

　胎児が再び奇声をあげた。




　アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！




「いや……いやあああああああああああああああ！　この声は……だめ……やめて！」

　その場でローザが膝を突いた。ロッドを手放し両手で耳を塞ふさぐ。

「顔を上げろローザ。最後まで見るんだ」

　時間は余り残されていないな。まったく……黒こく獣じゆうと白びやく夜や、かつての愛用のロッドでなければ、この魔法は完かん璧ぺきにはほど遠い。

　だが、お前程度のサイズの結晶核が相手なら、それでも充分だ。

「消え去れ……」

　俺は一度、魔法力で生み出した双剣を自身の背の側に反るように引くと、その切っ先を胎児に向け直し、めがけて突き入れる。

　両腕はえぐるように回転させて、同時に構築した魔法を解き放った。

　二つの回転が無限の軌道を描いたのちに、一点に収束する。




　アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！




　胎児の絶叫がこだました。根源的な恐怖を煽あおる悪意と憎悪の塊かたまりをぶつけられたような、吐き気を催す声──だが、それさえも俺の魔法が無に帰す。

「灰に還かえれええええええええええええええええええええええええええ！」

　白と黒、二つの力をもって生まれた系統──これまで二つの系統の魔法を組み合わせ、それぞれの力の分配を調節、融合させてきたのだが、あるとき純粋な魔法力を同じ波長でぶつけ合った瞬間に、対消滅することを発見した。

　完全なる消滅。相反する二つの魔法力の反応が起こす奇跡にして、おそらく何なん人ぴともあらがうことができないであろう力──。

　俺は魔法力の刃を突き入れ、ねじ込み、穿うがち、最後に引き裂くように両腕を振るった。




　アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア…………




　結晶核の内部にいた胎児のような何かは、引き裂かれると同時に一点に収縮して……ブンッと空間を振動させ……消えた。

　剝むいた殻からのように残った結晶核も、純白の灰となって崩れ去った。

　ミシッ……と、握る手の中の感触がたわんだように感じる。

　見れば中級クラスのロッドが、ほとんど新品だったにもかかわらずボロボロだ。

　結晶核の崩壊とともに、ロッドも崩れるように砕け散った。

　シン……と世界が静まり返った。

　俺はゆっくり振り返る。

　四つん這ばいになりながらも顔をあげて、ローザは最後まで俺の魔法を見ていてくれたようだ。センスのあるやつなら知識を理解するよりも、実物を見る方が覚えが早い。

　彼女は震えた声で俺に訊く。

「今のは……なんなの？」

「さあな。結晶核の中身のアレについては、俺にもなんだかわからない。少なくとも人間にとって良いものじゃないだろう。そして、こういう倒し方なら消し去れるんだ。汚染地域を浄化する魔法も、おそらくこの限り無き灰色の魔法系統アンリミテツドの研究を進めていけば希望はあるさ。何せまだ研究者が俺しかいない系統なんだから」

　手を差し伸べると……今度は素直にローザも握り返してくれた。

　立ち上がると彼女は俺を睨む。

「……あたしには無理よね」

「ああ。白魔法と黒魔法、両方を均等に扱える技量が必要だからな」

「選ばれた天才にしか使えないなら……どれだけ努力しても無意味じゃない」

「お！　やっと俺がどれだけすごいか、きちんと理解してくれたみたいだな」

「どうせあたしは凡人よ……というかあんたが変態すぎるのよ」

　落ちこんだようにうつむく彼女に俺は告げた。

「そうふてくされるなって。それにさ……俺じゃあ無理なんだよ」

「何が無理だっていうのよ？　今、こうして現実に誰もなしえなかったことをしてみせたじゃない!?」

　ゆっくりと呼吸を整えてから俺は続けた。

「俺が消し去れるのはせいぜい中型の巣までだからな。より大きな巣を消滅させることはできないんだ」

「!?　……そうなの、じゃあ、やっぱり人類に未来はないってことね」

「いいや。お前なら……お前たちならきっとできる」

「あたし……たち？」

　きょとんとするローザに俺は笑顔で返した。

「ああ。お前とリリィがそれぞれ、俺がさっき見せた魔法を使えばいい。もちろん、ただ使うだけじゃあの効果は得られないけどな。タイミングも威力もテンポも、二つの魔法力が一つにシンクロした時にしか発動しないってのが厄やつ介かいなんだ」

　俺はそっと左手で右肩に触れた。熱線に撃ち抜かれた痛みが今になってこみ上げてくる。

「カイ……痛むの？」

「これくらいなら支し障しようないさ」

　予備として持ち込んだ鈍器ロッド白で治ち癒ゆを施すが、先ほどの一撃に魔法力をつぎ込んだせいか効きもイマイチだ。

「待って……その痛みだけでも……あたしが肩代わ……奪うわ。あんたから知識も技術も奪うって決めたんだし……」

　ローザは黒の第四界層──応おう報ほうの魔法公式を構築した。自らが受けた痛みを相手に返すというものだが、工夫をすれば相手の痛みを肩代わりすることもできる。

「クッ……はぁ……はぁ……」

　ローザの右肩がだらりと下がり、俺の痛みは半分ほどに軽減された。

「ありがとうローザ。けど、あんまり無理するなよ」

「これくらいへっちゃらよ」

　強がって笑うが脂あぶら汗あせをかいてるぞ。この場に長居しても彼女が苦しむだけだな。

「学園都市にもどって、早く治療してもらおう。気絶されてもおぶっていくのが面倒だしな」

「治療が必要なのはカイの方でしょ。あたしは平気よ」

　憎まれ口をきく彼女とともに、俺たちは蟻あり塚づかの外に出る。

　巣は破壊したが、ローザの故郷の復興はもっともっと先のことになるだろう。

　外に出て高い月を見上げると、ローザはぽつりと呟いた。

「ねえカイ……さっきの話の続きだけど……リリィと組めばあたしにも、あの力が使えるって……本当なの？」

「ああ。基本的には白と黒、二人の魔導士がいれば可能だ。とはいえ現状の魔法公式は俺専用なので改良も必要になってくる。実戦データも圧倒的に足りていない。だから……俺はさ……お前とリリィに期待してるんだ」

「期待って……」

　ローザが伏し目がちになった。不安げな表情だ。

　プレッシャーになっちまったかな。とはいえ俺の力は所しよ詮せん、一人のものでしかない。

　その限界を超える可能性があるとすれば、それは二つの若い才能──ローザとリリィだ。

　ローザは目をそらしたまま、蚊かの鳴くような声で俺に訊く。

「このこと、リリィは知ってるの？」

「まだだな。まあ、あいつは知的好奇心が旺おう盛せいだから、俺の話も絵空事とは思わないだろう。お前みたいな野生児とはタイプが違うんで、理論から紐ひも解といていけばすんなりと理解してくれると思うぞ」

「なによ……それ。あたしの方が問題児みたいじゃない」

　再び俺に顔を向けると、困ったようにローザは眉尻を下げた。が、それ以上は何も言わなかった。




　魔導装甲車を学園都市に向けて走らせる。変わらず静かな夜は続いていた。月明かりの照らす荒野を快調に進む。

　間もなく壁の支柱が見えてくる……ところで、突然車両が暴れるように上下した。

　急ブレーキを掛ける。

「きゃあああああああああああああ！」

　ブレーキの悲鳴とともに、後部座席に座っていたローザも金切り声を上げた。

　車両は横滑りしながら、やっとその動きを止めた……のだが、ズシン……ズシンと振動が伝わり車体が上下に揺れ続けている。

「ローザ。お前は中で隠れていてくれ」

「ちょ、ちょっとっ！　なんなのよ急に！」

　教え子に説明責任を果たすことなく、車から飛び出すと俺は周囲を見渡した。同時に、左手で抜いたロッドで車両に防ぼう壁へきの魔法を掛ける。今の俺の余力とクソロッドによる魔法でも、何もしないよりかは遙はるかにマシだろう。

　岩場の広がる砂漠のような荒れ地は、周期的に振動している。

　地震……ではない。震動源は移動していた。

　だが、それを視認できない。俺は左手に白のロッドを握り直す。

「照らせ光こう球きゆう」

　魔法公式を書き換えて、俺は光球を遙か上空に複数放った。

　ボンッ……ボボンッ……。

　と、光球が上空に打ち上がる。この一帯ばかりが昼間のような明るさだ。

　感覚を研ぎ澄ませ目をこらす。

　光で照らすと蜃しん気き楼ろうのように、歪ゆがんだ部分が見えた。

　黒のマジックロッドを握りかけて、手を止める。

　俺の背後にローザが立っていた。車両から出て来てしまったか……とにかく、今は彼女を守ることが優先だ。

「ねえ！　なんなのよあれは!?」

　巨大な影は進路を北西に向けた。

「要塞級の異形種って奴だ。しかも視認しにくいよう、全身を光学的な迷彩で覆っていやがる」

　ローザはへなへなと、その場に膝を突く。

「あんなものがいるなんて……」

「まあ学園で教わるのは、せいぜい大きくても体長二十メートル程度の巨獣級までだからな」

　目算でキロメートル級の定規が必要になる化け物なんて、学園の生徒が見る機会はそうそうないだろう。

　ちなみにこいつの倒し方はというと、強力な魔法で外部から破壊するか、侵入して内部から弱点を突くかだ。

　外部からのアプローチには攻城兵器的な大規模攻撃魔法が必要となり、侵入する場合も要塞級の中にいる雑ざ魚こ異形種との、気の遠くなるような消耗戦をこなさなければならなかった。

　ローザがハッと顔をあげる。

「ほ、放っておいていいの!?」

「まあ、早いところ潰つぶせるに越したことはないんだが……」

　消耗している上に右肩を負傷。さらにマジックロッドは低級品でローザを守らなきゃならない。

　さすがに乗り込んでいって暴れるのはしんどいな。ローザは立ち上がると俺に詰め寄った。

「じゃあ、ど、どうするのよ!?　見えない巨大な敵が学園都市に向かうかもしれないのに、ここで手をこまねいて見逃すしかないっていうの？」

「あいつは進路を北に変えつつあるし、おそらく狙いは壁の中央を支える前線基地だろう。基地の戦力なら攻略可能だ」

「けど……いきなり他の町に侵攻するかもしれないじゃない!?」

　よっぽど恐ろしかったんだろうな。ローザは小さな肩を震わせていた。

　左手のロッドをしまうと、俺は彼女の頭をそっと撫なでる。

「怖がることはないぞ。それを防ぐために次元解析法リグ・ヴエーダがあるわけだしな。ああやって姿を隠していようと、侵攻地点をこちらが先に察さつ知ちできる。もしかしたら、もう前線基地で討伐隊が編成されて、出撃した後かも知れないぞ」

「…………そう……なんだ。っていうか、止めてよ恥ずかしいでしょ？　こ、子供じゃないんだから！」

　ローザは俺を睨みつけた……が、撫で撫ですると吊つり上げた目尻がとろんと落ちる。

「案外気に入ってるみたいだが？」

「そんなわけないでしょ！　ほ、本当に怒るわよ！」

　俺は撫でるのをやめると「そうだな。あんまりやり過ぎると良さが薄れるし」と笑っってみせた。

「ば、バカ……」

　ローザの頰ほおがほんのり赤く染まった……かと思うと、辺りが闇に飲まれるように暗くなった。俺が天に放った光球がしぼむように消えていた。













　翌朝──。

　学園長室のドアを右手でノックする。肩の傷は昨晩のうちに治療を受けて、すっかり元通りだ。

　入室して顔を合わせるなり、学園長が首を傾げた。

「おはようございますカイ先生。おや、新調したばかりのマジックロッドはどうしたんですか？」

「ああ、あれなら……ちょっと手違いで折れちまってさ」

　机に両りよう肘ひじをついて手を組むと、ルーファスはにっこり笑った。

「中古店に流して飲み代に消えたりしていませんよね？」

「そんなことするかよ」

　眼鏡めがねのレンズ越しの瞳ひとみはちっとも笑っていない。が、素直に巣の除じよ去きよに消費したとも言いづらかった。

　限り無き灰色の魔法系統アンリミテツドは未完成だ。俺おれでなくとも使えるようにしなければならない。

　とはいえ、あまり派手に動くと決まって邪魔が入る。

　利権や派閥争いはどこにも渦うず巻まいているが、中でも三百人議会が最右翼だ。連中が権勢を振るえるのも、異い形ぎよう種しゆという敵があってのことだからな。

　学園長様も例に漏れず野心家でいらっしゃるようで、協力を仰あおげるほど信用していない。

　眼鏡をクイッとあげて「まあ、どうしたところで請求書がただの紙切れになるようなことはありませんから」と、ルーファスは俺に念押しした。

　軽くせき払いを挟はさんで訊く。

「わかってる。いやそれに小言を頂ちよう戴だいに来たんじゃないんだが……学園長なら耳に入ってるだろ？　昨晩、超大型の異形種が壁付近に出たって話」

「はい？　そのような連絡は受けていませんよ？」

　ルーファスはキョトンとした顔をしていた。

　初耳を装よそおったのだとすれば、よっぽどの役者振りだ。

「いやそんなはずは……じゃあ前線基地から討伐隊が出たって話は？」

「何かあれば次元解析法リグ・ヴエーダシステムの管理者から連絡が入ります。緊急避難が必要な状況になるとしても、二十四時間前には通達される手はずですから」

　人類側の監視網は未来にまで張り巡らされている。何か起こると判明すれば、関係各所に連絡が行き渡る仕組みになっていた。

　先制迎撃という矛む盾じゆんだらけの戦術を人類が選択できるからこそ、異形種を食い止めてこられたわけだ。

　黙だまり込む俺を見かねたようにルーファスが訊く。

「どうしましたカイ先生？」

「い、いや……なんでもない。俺の思い過ごしだったみたいだ」

　なにやらきな臭くさいが、次元解析法リグ・ヴエーダの網あみにかからなかったというなら、昨晩遭遇したアレは直近で人類の脅きよう威いにはならないということになる。

　吐息混じりにルーファスが告げる。

「では今日も一日、生徒たちの手本となるよう振る舞ってください。まあ、何らかの異形種の侵入があったか確認のため、前線基地や戦士養成機関ソードテンプルに問い合わせておきますから。安心して指導を行ってくださいね」

　その言葉を最後に学園長室から追い出された。

　ともあれ昨晩目撃した要塞級の超巨大異形種は、あれからさらに進路を変えて東にでも転進したのかもしれない。

　かもしれないが……奇妙な胸騒ぎと後味の悪さが残った。




　午後になり、リリィとローザを連れて俺は面談室に向かった。

　並んで座ったとたん、二人は互いに肘で突つつき合うように牽けん制せいしあう。

「ちょっと、こっち狭いんだけど」

「あら、これは失礼いたしましたわ。どうもわたくし、胸元が窮きゆう屈くつになりがちで広いスペースが必要になってしまいますの。小柄なあなたがうらやましいですわね」

　青いファイルを手に席につくと、俺は二人をたしなめた。

「はいはいそこまで。まったく、どうしてそんなにお前たちは仲がいいんだ」

「べ、別に良くないわよ！　もう少し気の利いた皮肉の一つも言えないわけ」

　ローザの批難の矛ほこ先さきは、リリィだけでなく俺にまで向けられた。

　リリィが「ふふ」っと笑う。

「ええ、悪いとまでは言いませんが、良いというと語ご弊へいがありますわね。ところでカイ先生。今日は訓練はしないのですか？」

　どことなくリリィはつまらなそうな口振りで言う。長い髪を指先に絡めるようにしながら、ひどく退屈そうだ。

「ああ、今週から二人の特訓メニューも試験演習にしぼって変えていくからな」

　リリィがキランと目を光らせた。

「では個人戦用にカイ先生自ら、わたくしの相手をしてくださいますのね!?」

　すぐさまローザが嚙かみついた。

「ちょ！　抜け駆けなんて許さないわよ！　カイはあたしと特訓するわよね？」

　二人ともすっかり意識は個人戦に向いているな。

　試験演習にはそれぞれ一人で出るつもりでいるらしい。が、俺は青いファイルを開いて二人に見せる。

「安心しろ。ペア部門でエントリーしておいたから」

「はあああああああああああああああああああ!?」

「ええええええええええええええええええええ!?」

　ローザとリリィが同時に悲鳴を上げる。絶叫に近かった。

　特にローザの動揺は激しい。

「ちょ、ちょっとバカなの!?　だってペア戦って……」

「何か問題があるのか？」

　リリィも眉尻を下げる。

「カイ先生が生徒だった頃はどうだったか存じ上げませんが、ペア戦では同じ属性の魔導士が組むのが一般的ですわ」

　今回の試験演習は学年ごとの個人戦が白黒二部門、用意されていた。

　それに加えてペア戦が行われる。

　ペアを組むのは同じ色の魔導士同士だ。それが常識と言ってしまえばそれっきりだが、ペア戦では特にコミュニケーションや連れん携けいが重要になるため、協調できる仲間と組むのが一般的であり、同色で組むのが〝最適解〟とされていた。

　その結果〝白黒双方の魔導士が直接対決する〟ことがペア戦最大の特色である。

　自然とどちらの魔導士ペアが優勝するかも注目された。ちなみに近年は白魔導士ペアの勝率が七割と優勢らしい。

　俺は二人に告げた。

「せっかくペアが組めるのに、なんで黒黒とか白白で組む必要があるのか、ずっと疑問だったんだよな。これって白魔導士と黒魔導士がお互いにわかり合うための、良い機会なんじゃないか？」

　ローザがテーブルの上に身を乗り出して俺に迫った。

「無理よ！　そもそも白と黒じゃ戦闘のテンポが違うわ。あたしは速攻で、リリィはじっくり構築していくタイプなんだし、呼吸が合わないもの！」

　おお、ただ嫌うのではなく、きちんとリリィの事も把は握あくした上で反対してくれるなんて、成長してくれて嬉しく思うぞローザ。

「な、なにニヤニヤしてるのよ！」

「いや、ローザがリリィのことを理解しようとしてるってだけで、成長してくれたんだなぁって思ってな」

　リリィはといえば「珍しく意見が合いましたわね」と、ローザに微笑ほほえんでみせた。

「ほら、リリィだってあたしと組むのは嫌みたいだし」

　すると、リリィはそっと首を左右に振る。

「いいえ。カイ先生の指示でしたら、わたくしは受けることもやぶさかではありませんわ」

「じゃあ、なんであたしと一緒に驚いてるのよ」

「想定外だったというだけですわ……ただ……」

　リリィの表情にかすかに影が差す。俺は尋ねた。

「何か条件があるのか？」

　ふるふるとボリューミーな金髪を左右に振ってから、リリィは憂うれうように呟つぶやく。

「個人戦と違って、ペア戦は白黒双方の威い信しんを懸かけた戦い……負けられない戦いということもあって、各学年の代表というのは裏で決まっていますから。そこに乗り込む以上は厳きびしい戦いになると言わざるをえませんわね」

　代表が決まってる？　どういうことだと俺が首を傾げると、ローザがうんと頷うなずいた。

「そういえば……そうね……黒魔導士も最近は白魔導士みたいになってきてるし」

　ローザにも心当たりがあるらしい。

「ええと、どういうことか詳くわしく教えてくれないか？」

　俺に質問されたのが嬉しいのか、二人とも顔を見合わせてニヤッと笑った。

「ええ、いいわよ」

「わかりましたわ」

　同時に話し出そうとする。まったく、こういう時はどこかで通じ合っているように、タイミングがぴたりと合うんだからな。

　ローザが眉尻を下げつつそっぽを向いた。

「え、えっと、あんたが言い出したことだから、あんたが説明して」

　ローザが譲ゆずって、リリィが俺に説明してくれた。内容をまとめると以下の通りだ。

　談だん合ごう──純粋に実力者が勝利する個人戦と違い、ペア戦にエントリーするのは、白黒、各派閥の中でも特に有力な門下のペアである。

　白魔導士はここ数年、ペア戦の優勝を一つの門下が独占していた。

　マルクス・アルテベリ。あの老害教きよう士しの一門だ。都合良くマルクス門下の生徒が勝ち上がることが多々あるらしい。

　同門対決になればマルクス門下において序列が上のペアを勝たせる。試合もほぼ、形式的に行うというのだ。

　そして黒魔導士の有力ペアにマルクス門下のペアが当たった時は、次戦への温存など考えず全力でそれを潰しにかかる。

　それが連中のやり方らしい。リリィが危き惧ぐするのも無理はないか。

　語り終えたリリィが、視線をちらりとローザに向けた。

「え、えっと、じゃあ黒魔導士の方は、あたしが説明するわね」

　俺は頷くと「よろしく頼む」と、小さく頭を下げた。

「黒魔導士側は大したことないわよ。ただ……」

　憂ゆう鬱うつそうにローザは続けた。問題となるのはペトラ・パーネルの存在だ。

　対戦相手が不可解な事故に巻き込まれるなど、黒い噂うわさが絶たえない。一年時にローザに負けてからというもの、ペトラは有力な教士の門下に加わって、ペア戦で勝ち続けてきた。どうしても組織力でマルクス門下には劣おとるのだが、成績は常に上位だ。

　ローザが溜ため息いき混じりに続ける。

「ペトラはあたしのことを『ペアを組む相手もいないなんて、可か哀わい想そう』って……実際、いなかったけど……それはそれとしても、あの子にとってペア戦で入賞し続けることが、あたしへの報ほう復ふくみたいなものなのよ」

　俺は小さく頷いた。

「まあ、同学年でローザと一対一の勝負で勝てる黒魔導士ってのは、そうそういないだろうしな」

　途と端たんにローザの顔が耳まで真まっ赤かになる。

「ほ、褒ほめ殺しなんてやめてよ！　恥ずかしいでしょ。それにカイに言われると、なんか……むかつくし」

　肩をすくめてローザはうつむいた。

「いやまあ、隠れた実力者ってのはどこに潜ひそんでいるかわからないから、油断は禁物だが……二人とも資料によると、個人戦の成績は上位に食い込めるレベルみたいだな」

　青いファイルの中身に再び目を通す。リリィは座学も優秀だが、一年生時の個人戦も三位以内入賞の回数が多い。平均的に高い成績を維い持じしていた。

　ローザは初戦敗退か決勝進出かの二択という感じだが、強豪門下の生徒を相手に優勝の経験もある。

　が、一年の後期の試験演習は落としっぱなしだ。ローザの戦術に対策が練ねられたんだろう。こういったところでも、門下生と一般生の差が生じてしまう。

　リリィも優勝に手が届かないのは、門下の影響が大といったところか。

　マルクスのことだから、個人戦でもペア戦同様に、送り込んだ門下生に序列をつけて、勝たせたい生徒が決勝に駒こまを進められるよう、工作に余念がなさそうだ。

「そういえば……リリィは個人戦で優勝経験がないんだな」

「ええ。どうしてもトーナメントの終盤になると……疲れが溜たまってしまって」

　彼女はそっと口元を手で押さえた。

　吐血というのは、ある意味解わかりやすい魔法力切れのバロメーターだ。

　流血のブラツデイーリリィという呼び名も困りものだな。

　だがともに欠点があるならば、補おぎない合あうこともできるはずだ。

　俺は改めて二人の少女を交互に見る。

「じゃあ、ますます二人にはペア戦に出てもらうしかないな」

　二人とも互いに顔を見合わせてから、複雑そうな表情を浮かべた。

　ローザが上目遣い気味に俺を見み据すえる。

「ねえカイ。えっと……教士の評価って門下生の試験演習の成績が関係するんでしょ？　一回戦負けが続いてるあたしはともかく、リリィは個人戦に出れば三位以内に入賞するんだし……」

　リリィが小さく頷いた。

「ええ。優勝は無理でも、三位まででしたら充分に射程圏内といえますわ。ただマルクス先生には睨にらまれているでしょうけれど」

　リリィ入賞の報賞があれば、先日前借りした中級ロッドの請求書は、のしを付けて学園長に突っ返してもおつりがくるな。

　ローザが席から立ち上がった。

「それに、あたしだってがんばるから！　試合になったらきちんとペース配分もするし、四回戦突破を目指せば……」

　小さな胸に手を当ててローザは涙混じりの瞳で俺に訴える。

「志こころざしが低いぞ二人とも。目指すはペア戦の優勝だ。それくらいしてもらわなきゃ俺が困る」

　ローザは食い下がるように身を乗り出した。

「けど、うまくいかなかったら一回戦負けよ！」

　ローザのように表立って口にはしないが、リリィもどことなく不安げだ。白と黒のペアで優勝なんて、実現すれば学園創立以来、前ぜん代だい未み聞もんの珍事だろう。

　俺は笑顔で二人に告げた。

「二人を信じているし、うまくやれる。そうできるよう指導するのが俺の役目だ。それに……優勝はあくまで足がかりでしかない。その先を二人には歩いていってほしいからな……」

　ローザがハッと息を呑のむ。

「その先って……まさか……」

　口にせずともわかるだろう。

　二人の力を一つにする──限り無き灰色の魔法系統アンリミテツドの完成だ。

　王おう立りつ研けんから放ほう逐ちくされた時には、何年先になるかと絶望さえしていたんだが……学園に流れ着いたおかげで完成に近づけそうだ。

　金運にだけは見放されたが、それでも幸運だな……俺は。才能に溢れる二つの原石を磨みがく機会を得たのだから。

　ローザとリリィが完成された魔導士だったなら、俺の理論をすんなりとは受け入れてくれなかっただろうし。

　リリィは不思議そうに首を傾げた。

「カイ先生？　その先とはいったいなんですの？」

「世界を救うんだ」

「はい？」

　ピンと来ないリリィの隣で、ローザは「もっと説明の仕方ってものがあるでしょ！」と、鼻息を荒くした。

「じゃあ、少し長いが聞いてくれ」

　そう前置きしてから、俺は昨日、ローザと何を行ったのかをリリィに説明した。

　先日、封印した巣の結晶核を滅めつした……と、そこまで話すとリリィは驚きすぎて惚ほうけたような顔をした。

　ローザに向き直りリリィは確認する。

「それは本当ですの？」

「え、ええ。間違いないわ。カイは、まだあたしたちが知らない第三の系統の魔法を使えるの。その力が広まれば異形種の巣だって……」

　リリィは大きく首を左右に振る。

「そうではありませんわ！　そ、その……カイ先生のような殿との方がたと……ドライブデートをなさったと仰おつしやりますの？　抜け駆けですわ許せませんわね！」

「で、でで、デートじゃないわよ！　そうでしょカイ!?」

　俺は溜息混じりにリリィに説明を続けた。

「ローザは頭が固いからな。説明するより見せた方が早いと思ってさ」

　ムッとするローザの隣で、リリィも不満そうに口を尖とがらせた。

「わたくしもご一緒させてくださればよかったのに。結晶核の中身なんて、そうそう見られるものではありませんもの。ローザがうらやましいですわ」

「まあそう言うなって。もし二人が俺の教える魔法を使えるようになれば、この先いくらでも結晶核の中身と対面できるぞ」

　ローザは「アレを殺すのはいいけど、別に見たいなんて思ってないわよ」と溜息混じりだ。

　一方、リリィはといえば……目を輝かせた。

「ほ、本当ですの!?　それは楽しみですわね！」

　やや天然気味なお嬢様は、席に着いたまま小さく跳はねた。胸元がたわんと大きく揺れる。

　いかんいかん。何を見ているんだ俺は。

　ともあれ、好奇心と向学心のあるリリィをうまく乗せることができたようだ。

　ローザには復讐心を。リリィには好奇心を。それぞれ刺激しつつ、目指すはペア戦のトーナメント優勝である。

「じゃあ二人とも、今日から大会まで特訓だな」

　ローザが不機嫌そうに「しょうがないわね。けど、うまく行かなくても知らないわよ」と、小声で呟く。

　リリィは立ち上がると自信満々に胸を張った。

「では早速、訓練場に参りましょう」

　手を差し伸べられてローザは「あたしはあんたと違って、興味本位でカイの魔法を使ってみたいとか……そういうのじゃないから」と、突っぱねるような口振りで言いつつも、立ち上がってリリィの手を取り握あく手しゆを交かわした。

　そのままローザは続ける。

「それに、リリィに順位を引っ張り上げてもらおうなんて思わないわ」

　リリィも頷いて返した。

「ええ、そうですわね。わたくしたちはカイ先生門下の同門にして、対等ですものね」

　打ち解けたというよりも、互いの実力を認め合ったライバルという雰ふん囲い気きだが、どうあれ競い合える相手がいるということはうらやましい。

　俺の場合、競うというより世話というか介護というか援護というか援助というか……現役時代はずいぶんと、天然モノを相手に苦労をさせられてきたからな。

「どうしたのカイ？　ぼーっとしちゃって、早くしてよね。特訓」

「試験演習まで一刻も無む駄だにはできませんわ」

　二人の少女の熱心な視線に、俺はふと思い出した現役時代の記憶をしまいこんだ。

　今は昔を懐なつかしんでいる場合じゃないか。




　こうして俺と門下生二人の特訓の日々が幕を開けた。

　白黒魔導士ペアの参戦は、すぐに学園内で噂となった。が、誰だれも俺たちの特訓を偵てい察さつに来るようなことはない。

　どちらかといえば「身みの程ほどと常識を知らない新米教士の馬鹿げた行い」として、伝でん聞ぶんが広まっているようだ。

　やってみるまでもなく失敗が約束されているという評価だろう。

　戦士と白黒、双方の魔導士が組んだスリーマンセルが最もバランスが取れているってのに、縦割り社会で横の繋つながりができにくい現状は問題ありありだ。

　が、今はただ、二人の──ローザとリリィの戦術を強化するだけである。

　特訓方法もしごくシンプルだった。基き礎そから教え込もうにも、一週間足らずでは短すぎる。よって実戦形式を選択した。

　試験演習で使うのと同じ仕様の腕輪型魔導器を装着し、魔法公式ロジツクは仮想魔法に設定する。

　ステージの真ん中に立ち、二対一で二人の攻撃魔法を弾き返しながら、その都度俺はアドバイスを重ねていった。

「ローザは無駄撃ちが多いぞ。リリィは攻撃魔法に移るまでが遅い。戦術プランを前倒しして、あと三秒早くローザに強化系の魔法をかけるように。この先、練度があがってくればもっとサイクルが早くなるから、それも計算にいれておけよ？」

　まだ模擬戦を開始して十試合もこなしていないというのに、ローザは肩で息をしていた。

　リリィも口元をハンカチで押さえている。

　身体的な強化を魔法に頼りすぎて、基礎体力がなっちゃいない。が、流血のブラツデイーリリィへの対応は、やはりスケジュール的に演習明けになってしまいそうだ。

「ハァ……ハァ……なんで一発も……こっちの攻撃が決まらないのよ！　あんた化け物なの!?」

「さすがカイ先生ですわね。どうやら、わたくしたちが個々で攻撃のアプローチをしても通じないみたいですわ」

「あ！　ちょっと作戦タイムね！」

　二人の少女は演習場のステージの端はしに移動して、なにやらコソコソと相談を始めた。

　俺を攻略する算段を立てているのだろう。

　存分に論議してくれ……と、見守っていたところ、だんだんと二人の声が大きくなってきた。

「違うわよ！　絶対に炎系が効くわ！」

「わたくしは、氷結系で動きを止める方が良いと思いますけれど？」

「足止めなんてしてもカイならすぐに拘こう束そくを解くに決まってるでしょ？　ここは一撃で仕留める方法で行くべきよ」

「でしたら、わたくしの魔法でローザの火力を底上げすべきですわね」

「そんなことしてたら、強力な一撃が来るってカイに知らせるようなものじゃない。ガードを固められるわ！」

「では一度、カイ先生に先に攻めさせるのはいかがかしら？」

「さっきから、あんたの防御魔法……ほぼ一撃で割られてるわよね。わざと攻めさせても受けきれなきゃ元もとの木もく阿あ弥みよ？」

　作戦が筒抜けなので企くわだてが水の泡だぞ二人とも。

　不意にリリィがローザの耳元に顔を近づけた。

「ですから……ちょっとお耳を拝はい借しやくしますわね」

「キャッ！　ちょっと、いきなり吐息を吹きかけないでよ！」

「あら、ごめんあそばせ」

　これではケンカしているんだか仲が良いんだかわからない。しばらくして、二人はお互いにうんうんと頷き合った。どうやら作戦会議が終わったようだ。

「行くわよカイ！」

「お手合わせ願いますわ！」

　二人が腕輪型魔導器に蓄積されたダメージをリセットする。こちらは装着から一度もダメージを受けていないのでそのままだ。

「よし。こっちの準備はできてるから、いつでもいいぞ」

　二人は顔を見合わせ、目配せすると左右に散った。まずローザが軽めの雷らい槍そうを連発して、こちらの注意を引く。

　俺は輝き盾だてでそれを防ぎながら、光こう弾だんを放ってリリィの詠唱を妨害する。ここまでは先ほどの試合のリプレイだ。

　俺の攻撃を牽制と読み切り、リリィは光弾を防御せずに直撃を受ける。

　軽く後ろに弾かれたが、リリィはこらえてみせた。次に放つべき白魔法の構築を維持している。

　牽制されて中断しなかっただけでも上出来だ。一方、攻撃一辺倒だったローザは俺の周囲に暗あん霧むを発生させた。

　黒い霧がドーム状に俺を包む。

　視界を奪われたか。この程度なら気配で位置も特定できるが、攻撃ではなく間接的な魔法に切り替えたローザの工夫を、見切ってしまうのはさすがに忍びない。

　暗霧を白の第五界層魔法──解かい呪じゆで薄める。マジックロッドの性能が足らず、こちらの有効視界は半径五メートルほどまでしか回復しなかった。

　二人はその外で次の攻撃を練っているのだろう。

　先ほどから必要がなかったので一歩も動いていなかったが、さすがにこのままアウトレンジから撃たれっぱなしはよろしくない。

　石床を蹴けって二人がいた方向に距離を詰める。俺にかけられた暗霧もこちらの動きにあわせて追従してきた。

「ちょ、ちょっと！　動くなんて卑ひ怯きようよ！」

「誰が動かないと言った！」

　まっすぐに駆け抜けると、ちょうど俺の正面でローザが炎えん矢やを多重展開し、今まさに放とうとしているところだった。

　白黒両方のマジックロッドに魔法力を込める。魔法公式を構築する時間はない。

　そういう時は、魔法力を込めて殴なぐるのみだ。インファイトの距離でも、つい魔法を使おうとしがちな魔導士が多いが、戦士と付き合うようになると「場合によっては殴った方が手っ取り早い」ことに気付く。

「穿て！　炎矢！」

　不完全な状態にもかかわらず、ローザは無理矢理魔法を発動させると、炎矢を四連射してきた。それを魔法力を込めたマジックロッドですべて叩たたき落とし、空いている左手のロッドでローザに一撃を見舞う。

　腕輪型魔導器の防御機構が働いたが、威力の余波でローザは苦しげな声を上げた。

　手加減はしているんだが、少し力が入りすぎたか。

「クッ……けど、あたしたちの勝ちね！」

　どさりと後ろに倒れるローザ。と、その真後ろに、光弾の魔法公式を連続展開したリリィの姿があった。

　こいつは意外だな。てっきり輝盾を使って、こちらの攻撃をどうにか一度受けきり、攻撃の隙すきをついての反撃狙ねらいと思っていたんだが……。

　二人はほぼ、同じような構成の攻撃魔法を準備して、縦列待機していたというわけだ。

「光弾連続発射ですわ！」

　ローザが時間を稼かせいだ分だけ、リリィは完かん璧ぺきな形で魔法を仕上げてきた。

　放たれた光弾は小さい。が、魔法力がより凝縮され、その発射速度も炎矢ほどではないが高速だ。

　拳こぶしほどの大きさの光弾が八連射される。最初の二発まではマジックロッドで弾いたが、残りは……しょうがない喰くらってやろう。

　六発の光弾を受けて、俺の装着している腕輪型魔導器は、許容ダメージ上限を突破した。

「こりゃあ、一本取られたな」

　口元から赤い雫しずくを垂らしながらリリィがニッコリ微笑む。

「いいえ。もしこれが試合でしたら、光弾を放って隙だらけになったわたくしを、もう一人の対戦相手が倒していましたわ」

　俺は足下で大の字になったままのローザに手を差し伸べた。

　ムッとした顔でローザは頷く。

「悔しいけどリリィの言う通りね」

　俺の手を取って立ち上がると、ローザはゆっくり深呼吸をしてから続けた。

「それに……コンビネーションは上う手まくいったけど、カイが目指してる第三系統の魔法って、実戦で使うにはあたしとリリィ、どっちが欠けてもいけないんでしょ？　今みたいにどちらかが囮おとりになる戦法じゃ、まだまだよね」

「そうですわね。もっと工夫が必要ですわ」

　二人のやりとりに思わず笑みがこぼれそうになるのを、俺は我が慢まんする。

　言わずともわかっているじゃないか。ある意味指導のしがいがないな。

「……まあ、二人の懸け念ねんは確かにその通りなんだが、俺から一本取ったんだから、もっと誇ってもいいんだぞ？」

　ローザが「べーっ」と舌を出した。

「カイがロッドの性能のせいで、力が出せてないことくらいわかってるわよ。っていうか……そんなロッドであたしたち二人を同時に相手して、さっきまで一歩も動いてなかったんだから……イヤミにしか聞こえないわ」

　リリィは嬉しそうに「教えてくださる先生が優秀すぎて、悪いことなんて何もありませんわ」と笑顔を見せた。




　こうしたやりとりを連日続け、試験演習の前日の午後は休養にした。

　一週間、二人は俺を相手に様々な戦術をためし、考えては新戦術を構築する。

　とはいえ明日から二人が相手にするのは、白白、及び黒黒という組み合わせのペアだ。

　もう少し良質なマジックロッドがあれば、高速詠唱や並列同時詠唱パラライゼーシヨンを駆く使しして、同色ペアのシミュレーションもできたのだが……。

　俺自身が単体で白黒ペアみたいなものだから、同系統ペアを相手にするのはぶっつけ本番になってしまった。

　しかしながら、二人の仕上がりは短期間にしては上出来といえるだろう。

　それでも談合大好きなマルクス一門や、ローザを目の敵かたきにしているペトラが何か仕し掛かけてくるかもしれないので、油断は禁物だな。













　試験演習期間が開幕した。試合数が多いことから、日程は五日間。ローザとリリィが参加する二年のペア戦は、初日から三日目までに行われる予定である。

　学園内にある各演習場で試合が進められる中、客席も備そなえ付つけられた第一演習場がペア戦の舞台となった。

　今も、ステージで二組のペアが互いの技を競い合っている。

　最前列の客席で俺おれも観戦中だ。

　ローザ＆リリィ組ＶＳマルクス門下の三番手ペアの女子二名という対戦カードである。

　俺の門下生二人は戦闘開始から終しゆう始し、マルクス門下生の二人を圧倒し続けた。

　相手の強化魔法は妨害し、常にこちらが主導権を握にぎり続ける。攻撃準備が整うまで攻めてすらこない白魔導士コンビを相手に、一度も有効打を撃たせることはない。

　試合開始から三分。早くも決着の気配だ。

　ローザの組み上げた黒の第七界層──雷らい帝ていが、遮しや蔽へい物ぶつのないまっさらな仮想戦場で、のたうつように暴れ回った。

　威力も精度もこれまでにないレベルだ。まあ、ここまで強力な魔法でなくてもいいのだが、華々しい初戦快勝を飾るには、派手なのも良いかもしれない。

　これだけの火力があると、全生徒に見せつけるのも戦略のうちだ。

　禍まが々まがしいほどに強大な雷撃のほとばしりに、対戦者の二人が青ざめる。

「噓うそでしょ!?　こんなに早く、ここまで完かん璧ぺきな七界層の魔法公式ロジツクが組めるわけないわ！」

「驚いてないで防御に専念して！」

　焦るマルクス門下生の二人だが、それも当然だろう。戦闘開始の時点で、リリィがローザに白の第六界層──加か速そくの魔法をかけたのだ。ただでさえ高速なローザの構築速度が上がっている。

　ローザが吠ほえた。

「いっけえええええええええええええええええ！」

　激しい雷撃が収束して一匹の巨龍のように迫り、敵を呑のみ込まんとする。

　対戦相手の白魔導士ペアは輝盾でそれを防ごうとするのだが……甘い。

　ローザの放った雷撃の嵐をかろうじて防ぎきったまでは良かったのだが、それで相手の防御は完全に瓦が解かいした。

　立て直しに最速でも五秒はかかる。が、ローザも渾こん身しんの一撃を放ったため、追撃には移れない。

　その穴を埋めるように、すかさずリリィが光弾を連続発射した。間髪入れないリリィの攻撃に、光弾の連打を浴びて対戦者の一人が戦闘不能判定となる。

　残る一人にローザとリリィはぴったり同じタイミングで、マジックロッドとワンドの先端を突きつけた。












「「このまま続ける？」」

　対戦者の女子生徒はふるふると首を左右に振ると、審しん判ぱんに敗北を宣言したのだった。




　初戦を圧勝で終えた二人に会場内はざわついていた。

　参加したマルクス門下の三ペアの中では、一番下したっ端ぱではあったが、それでもマルクスが送り込むだけあって、実力はなかなかのものだ。

　でなければローザの雷帝の余剰威力だけで吹っ飛ばされて、二人まとめてステージ場外に落ちていただろう。

　勝者に拍手はない。白魔導士が勝てば白魔導士が賞賛し、黒魔導士が勝てばその逆のことが起こるのだが、白と黒、二人の勝利にどちらの陣営も息を呑むばかりだ。

　俺は独り、二人に向けて拍手を送った。

　ステージ上でそれに気付いてこちらに視線を向けると、ローザは「は、恥はずかしいからやめてよ！」と声を上げ、リリィも眉尻を下げて困り顔だ。

　続く第二試合のため、二人がステージを降りたところで、俺の隣に紳士風がやってきて告げた。

「いや、困りましたねカイ先生。まさか私の元門下生に黒星をつけるなんて……」

　お互いに肩を貸すようにして身を寄せながら、敗戦した白魔導士ペアもステージを離れていく。それをマルクス・アルテベリは忌いま々いましげに見つめていた。

「元って……あの二人はあんたのところの門下生だろ？　たかだか一敗したくらいで破は門もんとは狭きよう量りようなこったな」

「口の利き方が相変わらずなっていませんよ。あのような無ぶ様ざまな試合運びしかできないとは、思ってもいませんでした。無能は我が門下には不要です」

「無能って……ローザの雷帝を防ぎきったんだから、それだけでも大したものだろ？」

「アレを撃たせた時点で負けだというのに……まったく、ただ門下に所属するだけで、何も学んでこなかった証拠ですね」

「何も教えなかった……の間違いじゃないのか？」

　紳士風の表情が途と端たんに苦にが々にがしくなった。

「才能のある者は手取り足取りせずとも、自おのずと頭角を現すものですよ？」

「実力主義を振りかざすなら、なんで組織ぐるみでトーナメントに臨いどむんだ？　ローザとリリィに負けたあの二人も、順当に勝ち進んでいけば、そちらの一番手ペアと当たるよな？　同門対決になった場合は、一番手ペアに三番手が道を譲ゆずる手はずになってるんだろ？」

「誤解しているようですねカイ先生。私が指示しなくとも、絆きずなを尊とうとぶ白魔導士の結束がそうさせるのですよ。黒魔導士のような個人主義の凶暴な連中に、ペア戦の優勝などさせるわけにはいかない……とね。彼ら彼女らの自由意志によって、より強いペアを残すことの何が悪いというのです？」

　徒党を組まない相手が悪いと言わんばかりだ。

　しかもたちが悪いことに、それらはすべて生徒自身の考えという〝てい〟である。

　俺は溜ため息いき混じりに返した。

「そこまでして勝つ意味はあるのか？」

「勝てない人間ほど、勝つ意味があるのか？　などという愚問を振りかざす。勝利を知らない負け犬の常じよう套とう句くです。はぁ……嘆かわしい」

「他に用件がないなら消えてくれ」

　マルクスは肩を軽く上下に揺らした。やれやれという顔で続ける。

「まだまだ若いですね貴方あなたは。私は敵対するためにやってきたのではありません。実は近々、私の専用研究室が完成予定でしてね。これも学園に奉仕してきた長年の功績が、認められた証あかしでしょう。そこで、現在使っている研究室が空あくことになるのですが……もしよろしければカイ先生。貴方にお譲りしようかと思いまして。広くて快適ですよ？　機材も私の使い古しですが、物置のゴミと比べるまでもなく高性能かつ良質です。それらをまとめて進呈しようじゃありませんか？　そして研究室の垣かき根ねを超えて、我々で研究提てい携けいをするのです。必要とあれば資金も提供しましょう。元研究畑の貴方には悪い話ではないでしょう？」

　だから今回は負けろ……と、いうつもりらしい。

　露骨な買収工作だ。それだけローザとリリィの力に脅きよう威いを感じている証拠だった。

　もう隠そうとも思わない。こちらも我が慢まんの限界だ。最後通告のつもりで返す。

「試験演習で戦っているのはローザとリリィだからな。説得したきゃ二人に直接言えばいいだろ？　二人が強すぎてうちの門下じゃ歯が立ちません負けてください……ってな」

　マルクスの表情が引きつった笑みになる。

「確かに強いですね。まるで何か不正でもしているかのような強さは、正直なところ想定外です……実際、試合で使う機器の不正を働いた黒魔導教きよう士しが、過去に解かい雇こされていますからね。黒魔導士という人種は信用なりません」

　そんなことがあったと言われても、それはやった個人の問題だろうに。黒魔導士全部をひっくるめるようなレッテル貼りだ。

　マルクスは不機嫌そうに続けた。

「貴方が教えている黒魔導士に興味ありませんが、もともと才能に溢れるリリィ・ヒルトンなら、指導を受ければ開花することは明白でした。できれば私の手で……と、思っていたのですが、そんな彼女の力を引き出した貴方のことも、私は評価しているんです」

　この期ごに及およんで手を差し出し、マルクスは握あく手しゆを求めてくる。

　俺は手の甲でそれを叩くように退しりぞけた。

「失うせろ」

　これ以上、この男に言葉を選ぶことさえ面倒だ。そもそも俺という人間は、興味の持てないものに対して、この上ないほどに怠たい惰だなのである。

　マルクスは自分の右手を左手でさするようにしながら頷うなずいた。

「いいでしょう。これが最後のチャンスだったというのに、それを拒こばんだ貴方が悪いのですよ。せいぜい覚悟してくれたまえ……カイ先生」

　皮肉混じりの呼び方をして、くるりと背を向けてマルクスは去っていった。




　初戦で圧倒したローザとリリィは順当に勝ち進んだ。その間、二人は何度も客席にやってきては俺にアドバイスを求めるため、試合ごとの総評をする。

　正直なところ、試合を重ねるごとに連れん携けいが取れていっているので、特にはないんだが……。

　俺は二人にこう言い含めた。

「相手は異い形ぎよう種しゆではなく人間だ。その弱点を突く攻撃をするのは有効だが、もちろん相手もそれを狙ねらってくることを念頭におくように」

　二人はぽかんとした顔で、いまいちピンと来ていないようだった。まあ、二年生になったばかりの試験演習くらいじゃ、俺の言葉の真意まではわからないだろう。

　特にローザは「訳わけがわかんないんだけど」と不服そうにしていた。

　リリィはというと──。

「異形種ではなく……人間……弱点を狙うということは……」

　まだ正解には届かないまでも、彼女なりに正解を模も索さくしているような雰ふん囲い気きだった。

　それから、今度は具体的な動き方やフォーメーションについてレクチャーする。実際の動きに照らし合わせた指導は解りやすいらしく、ローザもリリィも見る間に吸収していった。




　大会二日目。その日の試合も全て危なげなく勝利して、ローザとリリィのペアは三日目の準決勝に駒こまを進めた。

　試合を終えるやいなや、客席で見物していた俺の元までやってくるなり、二人は目を輝かせる。

「二人とも今日も良くがんばったな」

　ローザが口を尖とがらせる。

「これだけ勝ってるのに、応援してくれるのはカイだけって……なんかムカつくんだけど」

　リリィが口元を緩ませた。

「仕方ありませんわ。白か黒かで対立しているのですもの。とはいえ、異形種という共通の敵を前に、こうも魔導士同士がいがみ合うのは寂さびしいことですわね」

　ローザが「ふぅ」と息を吐く。

「っていうか、卒業したら戦士みたいな脳のう筋きん連中とも一緒に戦わなきゃいけないのよね……気が重いわ」

　それには俺も同意だぞローザ。戦士の連中は自由闊かつ達たつだが、いささか奔ほん放ぽうすぎるきらいがあるからな。

　そう、言いかけたところで、背後から声を掛けられた。

「あっ！　カイじゃんお久しぶりー！　元気してた？　あれ？　ちょっと痩やせたんじゃない？　ちゃんとご飯食べなきゃだめだよ？」

　思わず「げっ!?」と声が出る。

　振り返るとそこには、金色の瞳ひとみに燃えるような紅あかい髪の少女が立っていた。

　肩口くらいの長さに切りそろえた髪が、さらさらと風に揺れる。軽けい鎧よろいに腰の剣と、魔導士とは一線を画かくす風体だ。

　いや、そもそも少女は言い過すぎなんだ。見た目こそ生徒より少し上か……という感じだが、こいつは立派に二十代のはずである。

　ローザとリリィがキョトンとした顔で、同時に首を傾げた。紅い髪の少女（？）は金色の目をくりくりっと丸く見開く。人なつっこい小動物のような仕し草ぐさだ。

「うあああ！　ねえねえカイ？　もしかして隠し子？」

「んなわけあるか！　こんなデカイ子供がいるような年齢じゃないぞ」

「そっかー。うふふごめんね！　まだおじさんって年齢じゃないもんねー」

　明るい口振りで、まるで小鳥が歌うように軽やかにおしゃべりをする彼女は、俺の古い戦友でもあった。

「で、なんで戦士養成機関ソードテンプルの教官殿がこんなとこにいるんだ？」

「えっとねー。今度、訓練生のうちからでも合同演習とかしようって話になって、そのための下見に来たんだよ？　って、あれ？　カイって王おう立りつ研けんの研究者だよね？」

　なれなれしい口振りも相変わらずだ。

「あそこをクビにされて、今は学園で非常勤教士だ」

「えええ！　噓おおおぉ!?　じゃあじゃあこの二人って訓練生……じゃないや生徒さん？　わあああ！　カイってどう？　ちゃんと教士できてる？　変なこと教えられてない？　変な人だもんねー？」

　ローザとリリィは俺の旧知を睨にらみつけた。

「ちょ、ちょっと……あんた誰だれ？　カイになれなれしいんだけど」

「そ、そそそそうですわ！　カイ先生とはどのようなご関係ですの？」

　彼女は金色の瞳を細めてニッコリと笑う。

「関係ってそれほどでもないんだけどぉ……ずっと前に一緒に戦ってたんだよね。だから戦友？　みたいな」

　ローザもリリィも信じられないというような顔だが、二人に向けて俺は頷いた。

「本当だ。紹介するよ。こいつはアストレア・ヴォードウィン。世界を救った勇者様ってやつだ」

　ピースをすると目の縁ふちにあてて、彼女はぺろっと舌を出してみせた。

「よろしくねー！　うふふ驚いた？　わたしが自己紹介すると、みんなびっくりするんだよねぇ。けど、本当だよ？　本物だよ？　こう見えて結構強いんだよ？」

　三英雄が一人と知って、ローザもリリィも背筋がピンとなる。

「う、噓……でしょ？　え……だって……ええええええ!?」

「ではレイ＝ナイト様とも共闘されたのですか!?」

　信じられないのも無理はない。勇者とは思えない外見に態度だからな。

　普段はあまり大きな声を出さないリリィまで声を張る始末だ。

　さらにいえば、今もペア戦がステージ上で繰り広げられているのだが、騒ぎに気付いた生徒たちがこちらに視線を集めて固かた唾ずを呑んでいた。試合などそっちのけである。

　アストレアは子供っぽく「うん！」と頷いた。

「そうだよ。えっとねぇ……」

　彼女はちらりと俺に視線を送る。それに目配せして返す。彼女はこちらの事情を知る数少ない人間の一人だ。

「レイさんとは、むか～し一緒に戦ったけど、今はどこで何してるんだろうねぇ？」

　リリィが力の抜けた声で「やはり行方不明なのですね」と、落らく胆たんの声を漏らした。

　続けてローザが一歩前に出る。

「それじゃあシディアンは!?　今、どこにいるかご存知ではありませんか!?」

　俺にはため口なのにローザめ……敬語が使えるじゃないか。

「しーらない！　あはははは！」

「シディアンってどういう顔なんですか!?　当時の年齢はいくつくらい？」

「うーん。忘れちゃった」

「どんなマジックロッドを使うの!?」

　アストレアの適当さに、あっという間にローザの言葉遣いのメッキも剝はがれたようだ。

「ええぇ。わたし戦士だからそういうのちんぷんかんぷんなんだぁ。力になれなくてごめんねー！」

　ウインクしながらアストレアはローザに謝罪する。

　ローザは「忘れたって……あり得えないわ」と呟つぶやいた。とはいえこれ以上、何を訊いてもアストレアは「わかんなーい」で通すだろう。

　三英雄の存在は誰もが知っているが、その姿は基本的にあまり広く知らされてはいない。

　プロパガンダに利用されるのを、本人たちが嫌ったからだ。

　とはいえ、どうしても表舞台に立たなければならない場合に限り、その役目を担になっていたのが勇者アストレアである。

　俺は改めて門下生二人をそれぞれ、アストレアに紹介した。

「この押しの強い方が黒魔導士で二年生のローザ・ワイルドだ。実に見込みのある奨しよう学がく生せいだぞ」

　俺の紹介が気に入らないのか、ローザは「止やめてよはずかしい」とうつむいた。

「そして、彼女は白魔導士のリリィ・ヒルトン。家名くらいは耳にしたことあるだろ？」

　家名を出されてリリィは少し不機嫌そうだが、それを聞いたアストレアは「うんうん！　知ってるかも！　偉い人でしょ？」と、あっけらかんと言ってのけた。

　そのまま続ける。

「えっとねー。カイは変な所もあるけど、きっと良い先生になると思うんだ。だから二人とも、お勉強がんばってね！　それじゃーねー！」

　最後に指先を口元に当てて、俺に投げキッスをぶつけるとアストレアは去っていった。

　まるで小さな嵐だな。相変わらず場をかき乱すだけ乱していきやがって。

　周囲の生徒たちがざわつきっぱなしだ。




「勇者って……本物か？　噓だろ」

「じゃあ、勇者と顔見知りのあの教士って、大戦の生き残りなのか？」

「だったら混合ペアが強いのも納得だけど……」

「勇者と知り合いって噂うわさを流して有能アピールしてるに違いないって」

「だよな？　今のも勇者って性格じゃないじゃん？　めっちゃ軽いし」

「けど噓ついたって調べればわかることだろ？」




　だんだんと騒ぎが大きくなってきたな。退散した方がいいかもしれない。

「行くぞ二人とも」

「えっ!?　けど、このあとの試合も観みておいた方が……」

　ローザが声をあげた。次の試合に登場するのはマルクス門下の一番手ペアだ。あの紳士風が俺を懐かい柔じゆうしにきた時点で、その実力はお察しである。

「いいんだ。それよりクールダウンをきっちりして、明日の試合に疲れを残さないようにしておかないとな」

　するとリリィが俺の腕を抱くようにくっついてきた。

「でしたら、カイ先生にはマッサージをしていただきたいですわ。最近、特訓続きですっかり肩がこるようになってしまって」

　母猫に甘える仔こ猫ねこのように、甘ったるい声で鳴きながらリリィはすり寄る。

　ローザが反対側の腕を摑んで強引に俺ごとリリィも引っ張った。

「い、行くわよ二人とも！　カイも鼻の下伸ばさないでよ」

「伸ばしてないぞ！」

　周囲の目を気にして立ち去るつもりが、かえって目立ってしまったが……ともあれ、明日の二試合を勝ち抜けば、晴れて二人がペア戦の頂点に立つわけだ。

　それにしても……戦士養成機関ソードテンプルで教官をしてるって噂は聞いていたけど、アストレアが学園に来るとは意外だったな。

　あいつが教官というのも、どうにもピンと来ない。

　本来なら人類にとっての橋きよう頭とう堡ほとも言える、前線基地の司令長官兼任最終兵器が適任のはずだが。

　っと……王立研を追われて学園の教士をしている俺も似たようなものか。




　──翌日。

　雲一つない快晴のもと、準決勝の舞台となった訓練場のステージの上で、ローザとリリィは軽やかにハイタッチを交かわした。

　敗者となった二人は場外でひっくり返ってのびている。

　開始から決着まできっかり三分。文句なしの快勝である。

　序盤から完全に主導権を握り、自己強化に固こ執しつするあまり立ち上がりの遅い白魔導士ペアの弱点を巧たくみに突ついたコンビネーションで封殺する。

　ローザとリリィの実力が日増しに上がっているのは間違いない。

　が、それだけではなかった。対戦相手のマルクス門下一番手ペアが、緊張で実力を出せていなかったのも明白だ。細かなミスが積み重なって半分は自爆という印象だった。

　負ければ破門と脅おどされたに違いない。追い詰められて実力を発はつ揮きする人間も中にはいるが、徒党を組んで準決勝まで負担も少なく上がって来たような温ぬるい輩やからに、今のローザとリリィを倒すことなど不可能だ。

　目をこらすと会場の対岸の客席で、絶叫しながら自身の得え物ものであるマジックロッドを床にたたき付ける、紳士風の愉ゆ快かいな姿が見て取れた。

　しかし、マルクス門下の生徒というのはあまり好奇心や向学心がないらしい。

　学園のカリキュラムでは対異形種に有効な魔法を学ぶのだが、白であれ黒であれ、魔法というのは異形種を倒すためのものばかりではない。

　まあ、学園で評価の対象にならない魔法を覚えても成績に反映はされないからな。

　そんな環境にあっても学ぶ意志……というか、復讐心と執念を持っているであろうペトラ・パーネルがローザとリリィの最後の壁になりそうだ。




　昼の休きゆう憩けいを挟はさんで、午後一で決勝戦という運びである。

　ローザとリリィの対戦相手は前評判通り、ペトラとその相あい棒ぼうという黒魔導士ペアに決まった。

　今し方、試合を終えた門下生二人が俺の元にやってくる。

　普段はローザが先に話すのを待ってから、あとで補足するなり自分の意見を述のべることの多いリリィが、いの一番に口を開いた。

「あっけなさすぎて物足りませんわ。元々わたくし、マルクス先生のことはあまり好きではありませんでしたし、家の言いつけがあったとはいえ門下に入らなくて良かったと心底思いますの」

　どこかホッとしたような表情のリリィとは裏腹に、ローザは勝利したにもかかわらず渋しぶい表情だ。こういうとき、ちゃんと話を聞いてやるのも教士の仕事だよな。

「どうしたんだローザ？　眉み間けんにしわがよってるぞ」

　ハッとしながら、彼女は黒髪をぶんぶんと荒っぽく左右に振った。

「別にどうもしないわよ！　ただ……決勝の相手が相手だから……」

　個人的に因縁のある人間……しかも実力というか家名でリリィと同格のペトラだ。

　決勝にいたる道のりで、黒魔導士ペアとの対戦もしてきた二人だが、今までの戦いは格下ばかりで決勝戦の参考にならないだろう。

「まあ、そんなに緊張することはないぞ。せっかく決勝に残ったんだ。二人で頂点を摑んでこい」

　リリィが「あら、わたくしは緊張なんてしていませんわ」と不敵な笑みを浮かべた。

　ローザはますます深い溜息を吐つく。

「もちろん、あたしだって試合で負けるつもりはないわよ。ただ……うまく言えないけど嫌な予感がして」

　不安の種が萌ほう芽がしつつあるローザに、俺はニッコリ微笑ほほえんだ。

「心配しなくていいぞ。そういうのは杞き憂ゆうって言うんだ。軽めに昼食を済ませて、試合までにしっかり休んでおくように」

　二人は俺の顔をのぞき込むように見つめた。

「せっかくなんだし、お昼くらいおごりなさいよ！」

「今日くらいはお昼をご一緒しませんか？」

　詰め寄る二人から半歩後ろに下がって、俺は「すまない。ちょっと行くところがあるんでな」と告げると、背を向けて歩きだした。

「あ！　さては勇者と一緒に食べるつもりね！」

「それはひどいですわ！　今は門下生であるわたくしたちを優先すべきでしてよ！」

　背を向けたまま俺は二人に告げる。

「そんなんじゃねーよ」

　そういえば、今日も客席の一部には戦士養成機関ソードテンプルの訓練生たちの姿が見えた。引いん率そつのアストレアはどこに行ってるんだか。相変わらずの自由人にして変人っぷりだな。

　まあ、俺も俺で門下生を放置してるわけだし、彼女と同じ穴の狢むじなってやつだ。




　そんなことを考えながら、決勝で使う腕輪型魔導器の保管庫前までやって来た。

　見張りがいるわけではない。代かわりに魔導式の監視システムがあちこちに張はり巡めぐらされていた。

　扉も魔ま法ほう錠じようと呼ばれる紋様型の封印によって、きっちり施錠されているのだが、そこで案の定というか……いや、ある意味意外な人物と出くわした。

　保管庫の扉にかかった施錠魔法の紋様を解析していたのは、ペトラ・パーネルだ。マジックロッドを構えて、扉に刻まれた紋様と対たい峙じしている。

「俺はてっきりマルクスの野郎が細工に来ると思ったんだが……」

　声を掛けると少女の小さな身体からだがビクンと跳ねるように動いた。こちらに振り向きながらマジックロッドを構え直す。

「な、なんでアンタがいるわけ!?」

「別にどこにいたっていいだろ？　それより、この保管庫に近づくには隠いん蔽ぺいや気配遮断系の魔法をうまく使わなきゃいけないよな？　知らなかったじゃ済まないぜ？」

　俺自身がそうして侵入したように、ペトラもここまで不正を犯してやってきたことは間違いない。

「チクるつもりぃ？　けど、アタシはなにもしてないし。試合のために気配をなくす魔法の練習をしてたら、迷い込んじゃったの。むしろ教士のアンタの方が怪あやしいじゃん！　だいたい黒と白の混成ペアでここまで勝ち上がれるわけないのに……アンタがこうやって、試合前に対戦相手の魔導器に何か仕込んでたんでしょぉ？」

　粘ねばり着くような口調で俺を糾弾するペトラだが、自白していることに気付いていない。

〝自分がやろうとすることなら、相手がしていてもおかしくない〟

　人間は追い詰められて視野が狭くなるほど、そういった考えに染まりやすいものだ。

「そんな証拠はどこにもないだろ……お互いにな？」

　少女はマジックロッドをこちらに向けたまま、キッと上目遣い気味に俺を睨みつけた。

「じゃあこうね。アンタに呼び出されたって証言して、負けるよう強要されたって……」

「それで満足なら試ためしてみるんだな。まあ、どのみちお前はローザから逃げることしかできないようだし、騒ぎを起こして決勝戦を中止させたいっていうなら好きにしろ」

　ペトラの表情が更さらに険しくなった。

「に、逃げてないし。あのボッチなローザちゃんが上がってこれない高みにいるってだけで……」

　まさか白魔導士と組んで追ってくるなんて思わなかった……とでも言いたげだ。

　別にお前を追うためにペア戦に参加しているんじゃないんだが、ローザも困った奴に粘着されたものだ。

「個人戦でもう一度負けるのがいやでペア戦に転向したんだろ？　安心していたところに、リリィと組んだローザが乗り込んできたんだから、穏おだやかではいられないよな？」

「う、うるさいうるさいうるさいうるさいうるさいうるさいうるさい……」

　うつむくと呪じゆ詛そのように少女は言葉を繰り返す。

「結局、小細工してまで勝ってもお前の今の気持ちは晴れやしないぜ」

「アンタに言われる筋合いないし！　べ、別に……アタシの力があればローザちゃんなんて余裕で倒せるんだから！」

　そう言うとペトラは自身に気配遮断や隠蔽の魔法をかけて、保管庫前から立ち去った。

　やれやれ。勝つために手段を選ばない連中があまりに多すぎる……。

　そういうのは異形種相手にやってほしいというのに、人間同士があまりにいがみ合いすぎだ。白だの黒だの戦士だのと言っている場合じゃないだろうに。

　ともあれ、これでローザとリリィが不利な条件で戦うようなことにはならなさそうだ。

　あとは……ペトラがどんな戦術でローザを狙うかという話だが、すでにある程度予想はついていた。

　何もかも教えてしまっては二人の糧かてにならない……が、さてとどうしたものか。

　実力ではおそらくローザとリリィが上だろう。だが、必ずしも実力者が勝つというわけではない。戦いとは常に、何が起こるかわからないのだ。

　対人戦だけでなく、異形種との戦闘においても同じ事が言えた。

　今でこそ次元解析法リグ・ヴエーダシステムによって、敵の総数やタイプが事前にわかるようになったとはいえ、不測の事態に対応できるようでなければ、実戦は務つとまらない。

　それができずに死んでいった連中を嫌になるくらい、見てきたのだから……。

「訓練できる生徒のうちに、ピンチは経験しておくべきだよなぁ……」

　つい、本音が口を衝ついて出ていた。




　午後の決勝戦の客席は異様な雰囲気を醸し出していた。

　黒魔導士の生徒がペトラのペアを応援する中、白魔導士の生徒は一人も客席に姿を現さなかった。もう試合日程が終わったかのような振る舞いだ。

　がらんとした応援席の最前列に立って、俺はステージに上がる二人に声を掛けた。

「油断するなよ二人とも！　特にローザ！　私し怨えんに惑わされるんじゃないぞ」

　ローザが首だけ振り向いて返す。

「解わかってるわよ！」

　リリィがくるんとターンして、胸を張ると大きく双そう丘きゆうを揺らしてから俺に訊く。

「わたくしにも何かアドバイスをいただけませんかカイ先生？」

　そう言われると……しょうがない。言うつもりはなかったんだが、まあ軽く触さわりの部分だけヒントを出そう。

「そうだな……異形種ではなく相手は人間ってことが一つ。もう一つは……ローザを大事にしてやってくれ」

　途端にリリィの隣でローザの顔が真まっ赤かになった。改めてこちらに向き直り吠える。

「な、ななな何よその言い方は！　大事にって……リリィにそうされる理由がわからないわ！　意味がわからないわ！　訳がわからないわ！」

　混乱するローザにリリィは「わたくしが大事にしてさしあげますから、よしよし」と告げると、頭をそっと撫なでた。

「や、やめてよ……もぅ」

　ローザの緊張は解けたが、代わりに羞しゆう恥ち心しんで胸が一杯になったようだ。

　審判員が手を上げる。それを挟んだ対岸には、ペトラとペアの少女の姿があった。

　ペアの少女は前髪で顔の半分が隠れており、ペトラの後ろでそわそわしている。

　ペトラの視線はローザだけを見つめ続けていた。口元をにんまり緩ゆるませながら、その瞳は怒りに燃えている。

　審判員のコールにローザとリリィも観客席側からペトラたちに視線を戻した。

　試合開始の合図とともに審判員が腕を振り下ろす。

「行くわよリリィ！」

「そちらのタイミングでよろしくてよ。いつでも合わせて差し上げますわ」

　両手持ちのワンドを構えるリリィの隣を、ローザが駆け抜けた。

　そのままペトラめがけて炎矢の三連射だ。ペトラは避けずにそれを受ける。ローザの速攻は決まったが、発動速度優先で、正直なところ威力はほどほどだ。

　ローザの表情が苦々しくなった。

「チッ……浅いわね」

　俺は首を傾げた。今のローザの実力なら、威力不足であっても直撃したならペトラの魔法公式を崩すには充分なはずだが……。

　リリィが理由を看かん破ぱした。

「ペアの方がダメージを肩代わりしていますわね」

　黒の第四界層──応報でペトラのダメージを目隠れ少女が受けることで、ペトラは妨害されず魔法公式を完璧に構築することができたのだ。

　ペトラが放つのは、おそらくローザもリリィも初見の魔法だろう。これが対人戦ならではというか、怖い部分である。彼女はローザへの復讐のために、教士が教えない類たぐいの魔法を独自に学んでいたようだ。

「死ね……死ね死ね死ね死ね死ね……死んじゃええええええええ！」

　ペトラのマジックロッドに魔法力が集約される。ローザは身構え、防御の姿勢だ。そのまま振り向かずに吠える。

「ちょっと！　輝ぼう盾ぎよはまだなわけ!?」

　リリィはローザのリクエストに応えない。リリィの視線は鋭くペトラを射貫いていた。

「避けてローザ！」

　珍しく焦った口振りでリリィが告げる。が、遅い。

　ペトラの放った漆しつ黒こくの矢がローザめがけて飛ぶ。なんらかの攻撃魔法と判断して、ローザは魔法力を込めたマジックロッドでそれを打ち落とそうとした。

「無む駄だだよぉローザちゃあああん」

　矢は弾くこともできずローザの胸に突き刺さる。そして……ローザの身体の中に吸い込まれるように埋まい没ぼつした。

　瞬間──。

「いやあああああああああああああああああああああああああああああ！」

　悲痛な少女の叫びが木霊こだまする。ステージの上でローザは膝ひざを突きうずくまった。

　黒の第四界層魔法──恐きよう怖ふ。

　その魔法公式は対人戦に特化した魔法体系に属している。

　異形種には一切通じない精神攻撃であり、通常の防御魔法──輝盾などでは防ぐことが難しい代しろ物ものだ。その効果は相手の心的外傷を甦よみがえらせる。

　村を襲撃され、蹂じゆう躙りんされ、大切な家族や仲間を異形種の群むれに殺され、踏みにじられ、連中によって故郷を無残な姿に変えられた。

　どうやってローザが独り、その惨劇から生き残ったのかまでは俺には解らないが……今、彼女はもう一度、その恐怖を体験している。

　ペトラの表情が楽しげに歪ゆがんだ。恍こう惚こつ感かんを得ているのか、目を細め舌なめずりする様は、まるで獲物を追い詰めいたぶる蛇へびのようだ。

「ふふふ……あははは！　ローザちゃんって故郷を異形種に滅ほろぼされたんだよねぇ？　どんな気持ちだったぁ？　お父さんはどうやって死んだのかなぁ？　お母さんは虫どもにどんな風に殺されたのかなぁ？　マンティス型の鎌で首を刎はねられたのかな？　ビートル型の角に貫つらぬかれたのかな？　ソルジャーアント型の酸さんでドロドロの肉片に溶かされちゃった？　大人も子供も男も女も幼児も老人も、みーんなみんな虫のオモチャにされたんだよねぇ？　どんな気分？　ねぇどんな気分!?」












　ペトラは自分の耳元に手を当てて、挑発的な質問を並べた。ローザが答えられないのを理解した上で……。

　つい、俺は左手に白魔法用ロッドの柄えを握り込んでいた。

　今すぐローザを助けてやりたい。

　教士でなければ乱入していたところだ。が、そんなことをすれば試合は反則負けになる。

　俺は年齢ほど大人じゃない。好きに生きてきただけで、中身はガキだって自覚がある。

　それでも自制心が勝った。

　理由はただ一つ。

　リリィが俺に向けて「この場は任せてほしい」と、視線で懇こん願がんしていたからだ。

　うずくまり苦しむローザの身体を清浄な光が包み込む。それはリリィのマジックワンドから解き放たれた白の第六界層魔法──浄じよう化かだった。

　肉体のダメージを回復させる治癒では治しきれない、精神や肉体の異常や変調を消し去る魔法だ。

　恐怖を始めとした精神的な痛手を負わせる魔法は、人間が用もちいることが大半である。

　ゆえに白魔導士の中では、対異形種では使われることがないという理由から、浄化の魔法は習得を敬遠されがちだ。

　難易度が高く、術者は対象がどういった状態異常なのかを的確に判断する必要があった。

　リリィの構築した浄化の魔法式は、対恐怖用に組み上げられていたのである。

「知識としてこういう魔法があると知ってはいましたが、使うのは初めてですわ。けど、こういうことでしたのね。カイ先生の仰っていた言葉の意味が理解できましたわ」

　苦く悶もんに歪んでいたローザの顔が、まるで寝顔のように安らいだものへと変わっていった。彼女の力の根源である怒りや悲しみまでも鎮しずめるような浄化の光。

　初めて、というわりにあっさり使いこなしてみせるリリィの才能にも舌を巻くが、なにより俺の意地悪な虫食いのようなヒントだけで、こちらの意図を見抜いたのが驚きだ。

　ペトラとそのペアが唖あ然ぜんとする中、リリィはそっとローザに手を差し伸べた。

「さあ、反撃ですわね」

「……ふ、ふええ？」

　その手を取って立ち上がったまでは良かったのだが、ローザの視点はどこか定まらず、まるで寝起きのようだ。

　そんなローザにリリィは笑顔で……張り手を見舞った。

　パチン！　と破裂音がして、会場内はどよめき頰ほおを打たれたローザも驚いたように目をまん丸くさせる。

「気合いを入れて差し上げましたわ」

　普段なら反撃しそうなローザだが、ヒリヒリと赤くなった頰を手で軽く撫でると笑った。口を大きく開けて、豪快に笑い続けた。

「ふふ、あはは……あーっはっはっは！　やってくれるじゃないリリィ。大人しいだけのお嬢様じゃなかったのね」

「そういう風に見られるのは心外ですわ。そろそろ反撃……行きますわよ？」

　相棒の頰を叩いた手を、リリィは再び差し出して握手を求める。

　ローザもその手をぎゅっと強く握り返した。

　ほんの数日だが、俺が思っている以上に二人の距離は近づいたようだ。

　顔を上げるとローザは大きく頷いた。

「ええ……やってやろうじゃない！」

「礼には及びませんわ。ペアとして白魔導士が治療を施すのは当然ですもの」

「ビンタなんて荒っぽいことしておいてよく言うわ。さてと……それなら、今度はあたしがペアとして……黒魔導士らしくあんたの矛ほこになってあげる」

　盾たてと矛が手を取り合って、再び相手に向き直った。

　ペトラの表情が歪む。

「な、なな……なんでそうなるわけ？　アタシの予定じゃ恐怖で潰れたローザちゃんを、踏みにじってあげるはずだったのに」

　ローザは得物の先端をペトラに向けた。

「余計な講釈をタレてる間に、止とどめを刺すべきだったわね……それに感謝するわペトラ。忘れかけていた怒りと悲しみを、もう一度思い出すことができたから」

　ローザが雷帝の魔法公式を組み始めた。まるでそうすると知っていたかのように、リリィはローザに加速の魔法をかける。

　ペトラのペアの目隠れが「無理です絶対無理ですいやああああああ！」と、悲鳴をあげて自分からステージの場外に逃げていった。

　実に賢明な判断だ。

「ちょ、ちょっと待ちなさいってばぁ！　肉の盾が逃げてんじゃないわよぉ！」

　所しよ詮せんはその程度の関係性なのだ。ペトラにとってペアはあくまで自身のダメージを肩代わりさせるための、道具でしかない。

　それではいくら才能があっても、個人として強くても……脆もろい。

　リリィの口元から鮮血が筋となってしたたり落ちた。ローザへの加速をさらに重ねがけする。それをみてローザの集中が一瞬、途と切ぎれた。

「ちょっと……大丈夫なの？」

「心配無用でしてよ。さあ……わたくしの分まで存分に……」

　すべての魔法力をローザに託たくすようにして、リリィは膝を突いた。

　ローザの雷帝は通常の周囲を巻き込み暴れ回るそれではなく、リリィの助けもあって精度と威力を極限まで高められた、槍やりの形を作った。第一界層──雷槍の超強化版だ。威力は比較にならないだろう。

　ペトラが尻しり餅もちをついて震えた。

「ま、待ってローザちゃん！　アタシの負け！　降参するから……それを撃つのはやめてええええええ！」

「撃ち抜け……槍術式雷帝インドラ！」

　一筋の光がステージを一瞬で横断し、ペトラの身体を貫いた。当然、その魔法公式は試験演習用の仮想魔法になってはいるのだが、それでもなお余りある威力によって、ペトラの装着していた腕輪型魔導器が過か負ふ荷かに耐えきれず、爆はぜるように砕け散る。

「いやあああああああああああああああああああああッ!?」

　悲鳴があがった。直撃を受けたペトラは倒れると、陸りくに打ち上げられた魚のように無様にその身体をビクつかせて、しばらくすると失神して動かなくなった。

　ローザがマジックロッドを納めて、床に膝を突いて呼吸を整えるリリィに手を差し伸べる。

「あんたのおかげね。今までで一番良い魔法が撃てたと思う」

「ええ、当然ですわ。わたくしが助力したんですもの」

　不敵な笑みを浮かべてリリィがローザの手を取り立ち上がった。

　審判員が勝者ペアの名前をコールする。どよめきと沈黙の客席……だが、その一部からは賞賛の拍手が送られた。

　戦士養成機関ソードテンプルの訓練生たちだ。そして、俺も二人に祝福の手を叩く。

　教士になって日も浅いが、最初の試験演習で門下生ペアが優勝っていうのは、これ以上ない成果だろう。

　まあ、がんばったのはあの二人で、俺はちょっとコツを教えたくらいだが……ややもすれば落ちこぼれと言われかねないような、異端の才能と俺は相性が良いらしい。

　さてと……これで学園長に前借りした分も綺き麗れいさっぱり返済して、たっぷりお釣つりがくるだろうな。

　と、ほくそ笑んだ矢先、事態は急転直下した。

　学園都市全域に、異形種の進軍警報が鳴り響いたのだ。

　次元解析法リグ・ヴエーダシステムの運用開始から十年近く、一度として鳴ることのなかった警報に、学園はパニックに陥った。













　試験演習は中断を余よ儀ぎなくされた。場合によっては中止どころか、学園都市そのものが存亡の危機である。

　教きよう士しを集めた緊急会議の席で、学園長ルーファス・ホワイトハウスが公表した情報は以下の通りだ。

　まず、異い形ぎよう種しゆの軍勢二十万が前線基地に押し寄せようとしていた。

　この動きはすでに次元解析法リグ・ヴエーダシステムによって、その規模だけでなく構成まで予測されていた。かつてないほどに大規模かつ個体強度の高い精せい鋭えいであり、予備戦力として戦士養成機関ソードテンプルから、選せん抜ばつクラスの訓練生と教官部隊が前線基地に赴おもむいたとのことだ。

　迎撃戦力としては充分だろう。問題は、魔導士育成機関ウイザードガーデンを有する学園都市から二キロメートルの位置に、突然発生した巣の存在だ。

　次元解析法リグ・ヴエーダシステムは、この巣の兆ちよう候こうを発見できなかった。

　おそらく巣ごと運んできたのだ。ローザに限り無き灰色の魔法系統アンリミテツドを見せたあの日の夜。どこからか現れて、どこかへと消えた感知不能の要塞級の仕し業わざと考えるのが妥だ当とうなところだ。

　どうやら異形種側も、人類が先手を打って迎撃する矛盾に気付いたらしい。

　学園都市を中心とした警戒網を構築する探索魔法に反応が出たのは、隠いん蔽ぺいを解除して活動状態に入ったためと予測できた。

　それとほぼ同時に、襲来が予想される前線基地への大規模侵攻。まるで狙ねらい澄すましていたかのようにできすぎている。

　前線基地への攻撃は戦力分散を狙った囮おとり……というわけか。本命は学園の目と鼻の先に密ひそかに運び込んだ巣を根付かせることに違いない。

　正直なところ、開発者としてはシステムを破られたことがショックでならない。三日ほど引ひき籠こもって寝込んでやりたいところだが、人類にとって危急の案件だ。

　会議の席で議長を務める学園長は、眼鏡めがねのフレームを指で軽く押し上げながら締しめくくった。

「では、順次生徒たちは列車にて疎そ開かいさせ、巣への対応は教士を中心に現有戦力で当たります。手一杯なようで、前線基地からの援軍は今の所見込めません。最悪のケースは巣の封印に失敗すること。そうなれば地図を大きく書き換えることになるでしょう」

　それから負傷や死亡についての手当や、遺族に残すメッセージなどの説明が行われた。

　若い教士はこれが初の実戦という者もいる。が、悲ひ愴そう感かんはない。

　俺おれの隣の席で腕組みをしながら胸を張る勇者アストレア。彼女に学園の試験演習視察を勧すすめたルーファスが、この事態を見越していたとも思えないが、理由はどうあれ、今、この状況で彼女が学園にいるということが重要だ。

　勝利の女神は人類を見放したわけではないらしい。

　アストレアは挙手をしながら立ち上がった。

「はいはいはーい！　えっとぉ……あのね、わたしと一緒に先陣に出てくれる人いる？　白と黒が一人ずついればいいかな。あんまり人数が多いと進みが遅くなるからね。実力は問わないけど自衛できるくらいは強いといいかも」

　真っ先に、白魔導士の自称教授が目をそらした。よっぽどのことがない限り、むしろアストレアの近くにいる方が安全なんだけどな。

　それくらい彼女は強い。伝説になるのも伊だ達てじゃないんだ。

　会議の席がざわついた。白と黒、どちらの陣営の教士も互いに視線で牽けん制せいしあっている。

　空気を読んだのか、アストレアは着席した。

「ふーん。じゃあいいや。わたし一人で」

　決して俺の名前を挙あげない。律儀に十年前からの約束をアストレアは守ってくれていた。が、今回ばかりは、突然現れた巣の規模が不明すぎる。アストレアなら、この場の俺を除のぞいた教士全員が束たばになってもかなわないだろうが、より彼女の戦闘効率を高めるなら、随ずい伴はんする魔導士がいた方が良いことも確かだ。

　俺は軽く肘で彼女を小こ突づいた。小声で訊く。

「久しぶりに組んでやろうか？」

「ちょっと魅力的だけど……カイはもう充分戦ったじゃん。だいじょぶだいじょぶ！　わたしだけで、なんとかなるなる」

「相変わらず楽観的だな」

「それしか取とり柄えがないもんね。それに、カイにはずっと守ってもらったから……これからはわたしがみんなを守るよ……カイの分まで」

　しおらしくされても調子が狂うな。

　そんなやりとりの間に、各魔導士の編成が完了した。学園都市で働く民間人は学園の敷地内に避難させ、学園の建物を中心に白魔導士が防衛を担当。黒魔導士が砲台の役割を担になうという籠ろう城じよう戦である。都市への被害はこの際目をつぶることとなった。

　アストレアが連れてきた戦士養成機関ソードテンプルの訓練生たちは遊撃任務を担う。

　連れん携けいというよりも、役割分担だな。まあ、呼吸も合わない状態でチームプレイを強要して、混乱を来すよりはマシな配置だろう。

　敵戦力を有利な防衛戦で充分に削そいでから、反攻に打って出るという算段だ。それとは別に、アストレアが単騎で進軍。威力偵てい察さつを行う。除じよ去きよ可能であれば敵軍を巣の種となる結晶核ごと撃退。結晶核が設置されていた場合、チームを編成して巣が根付く前に封印という流れだろう。

　会議は解散となり、教士たちはそれぞれ持ち場に向かい始めた。

　アストレアは耳に装着したピアス型の通信用魔導器の感度を調整する。終わればすぐにも出撃という雰ふん囲い気きだ。

「さてと……どうしたもんかな」

　俺の配置についてはわざとだろうか、防衛にも迎撃にも遊撃にも割り振られていない。

　会議室の出入り口近くで、俺は学園長を捕まえた。

「俺には役割分担をふらないのか？」

「おや、カイ先生もいらしたのですね。存在感が薄すぎて気付きませんでした。ええと……才能溢れる貴方あなたには自由にやっていただきたいと思います」

　学園に俺を迎え入れた時と同じ言葉だ。この窮地にも落ち着いた口振りでルーファスは続ける。

「ただ、今回の布陣で貴方を歓迎する部署というのはないかもしれませんから……まあ、こうして勇者アストレア様もいらっしゃることですし、なんとかなるでしょう。私は学園長室でゆっくりコレクションでも磨みがいて吉報を待つとしますね」

　アストレアへの信頼がそうさせるのか、学園の責任者として逃げるつもりはないというのか……ルーファスは資料の詰まったファイルを手に会議室を後にした。

　いまいち腹の内が読めない男だ。まあ、それもお互い様か。

　アストレアが軽いストレッチ運動をしながら俺に微笑ほほえみかけた。

「そうそう。なんとかなるし、なんとかするのが勇者のお仕事だから」

　俺とアストレアを残して、がらんと広くなった会議室に……突然、黒髪の少女が飛び込んできた。

「ちょっと！　疎開ってどういうことよ！」

　ローザが柳りゆう眉びを逆立てて俺に詰め寄る。まだ逃げていなかったのか。

「学園都市に異形種が大挙して襲ってくるから避難しろって話だろ」

　三百人議会の親類縁者を中心に、先行して避難が進む中、天涯孤独のローザは後回しにされたのかもしれない。

　リリィ・ヒルトンやペトラ・パーネルといった家名持ちは中でも最優先だ。

　と思ったところで、金髪の縦巻きロールを揺らして、ゆったりとした足取りでもう一人の少女が会議室に姿を現した。

「あん、ローザったらカイ先生が心配だからって、焦あせりすぎですわね」

　リリィがあくび混じりに呟つぶやいた。

　揃そろったところで二人は俺をじっと見つめる。

「あいつらが攻めてくるっていうなら、あたしも一緒に戦うわ」

「わたくしにできることがあれば、なんなりとお申し付けくださいませ」

　俺は溜ため息いき混じりで返す。

「なら、次の列車で疎開してくれ」

　ローザもリリィも、しゅんと肩を落として悲しげに眉尻を下げた。

　二人の実力は実戦に通用するレベルだ。それに訓練などではなく、命を賭けた戦いこそが何よりも成長を促うながす……が、今はまだ早すぎる。

　すると……。

「あー！　ねえねえ、それじゃあ二人ともわたしを手伝ってよ！」

　準備体操を終えたアストレアが、二人の少女にニッコリ微笑みかけた。

　まったく同じタイミングで、ローザとリリィがぎょっとした顔になる。

　都市壊滅の危機でなければ、アストレアとの共闘は実り多い経験になるだろうが……。

　俺は二人に告げた。

「今回は俺たちに任せて、大人しく避難してくれ」

「お、大人しくなんてしてられないわ。ここはあたしたちの学園なのよ！」

　リリィも「わたくしもカイ先生と一緒に戦いたいのですわ」と不服げだ。

　アストレアが俺の門下生二人を誘惑する。

「二人の試合は見てたけど、才能はもちろん実力も充分だし、今日はわたしのシディアンとレイ＝ナイトになってほしいなぁ」

　言いながら勇者様は俺にウインクしてみせた。まったく、殺し文句としては二人に刺ささりすぎるだろう。

　ローザとリリィは互いに顔を見合わせた。

「ど、どう思う？　リリィが無理なら……あたしも今回は我が慢まんしてあげるけど」

「あらあら、ローザが無理と仰っても、わたくしだけでも行きますわよ。憧れのレイ＝ナイト様に近づくチャンスですもの」

「い、行かないなんて言うわけないでしょ！　リリィ一人じゃ負担がかかりすぎて、すぐにブラッディーモードになっちゃうし」

「そういうローザも張り切りすぎて、ぶっ倒れてしまわないでほしいですわね」

　キッ！　と、お互い睨み合ってから、頷うなずいてアストレアに向き直った。

「行きます！　連れて行ってください！」

「微力ながらお力添えをさせていただきますわ」

　一礼する二人にアストレアは、うんと頷いた。

「それじゃあすぐに出発だね。よろしくねローザ、リリィ！」

「「はい！」」

　名前を呼ばれて二人は背筋をピンと張った。

　アストレアも俺にニッコリ微笑む。「安心して」と言わんばかりだ。まあ、仮に学園都市が滅んでも、アストレアに預あずけておけば二人は生き残るだろう。

　ローザとリリィを連れて勇者も会議場を後にした。

　それに軽く手を振って見送ると、俺はついに一人きりだ。

「準備が整うまでアストレアたちには露つゆ払はらいをしてもらうとして……問題はコイツらだな」

　たまには本気を出すのもいいだろう。今回の一件は俺の作ったシステムの油断がもたらした産物だ。それに学園の教士たちは籠城戦に備そなえるようだし、戦場で少しばかり目立っても問題はない。そもそも、学園長のルーファスには好きにしろと言われているのだ。

　手元に黒こく獣じゆうと白びやく夜やがない以上、昔のやり方で戦うしかないだろうな。

　俺は一度、倉庫のような自室に戻ると……もう十年近く使っていなかった連装ベルトを身体からだに巻き付けるように装着した。こんなものを未練がましく捨てずに持っていた自分に半分うんざりする。が、こんなことがあるかもと、心のどこかで思い続けていた。

　さらにベルトが無数についたコートを羽は織おる。耳につけるタイプの通信用魔導器も装着し、向かうは学園長室だった。




「なあ、ヒドイだろ？　いくら頑がん丈じようなマジックロッドっていったって、こんなんじゃろくに力が発はつ揮きできないんだ。壊れないだけ感謝しろ……ってか？　というわけで、マジでやらせてもらうために拝はい借しやくしに来た」

「ノックもせず入ってくるなり、私のコレクションを持ちだそうとするなんて、嫌がらせどころか犯罪ですよ。カイ・アッシュフォード先生」

　部屋の奥の椅い子すに浅く掛けて、机の上に肘をつき手を組んだままルーファスは溜息をついた。俺はガラスケースにかけられた魔法鍵を解除して、手当たり次第に高級なマジックロッドを全身にマウントしていく。

　白と黒、十一本ずつ装着して、さらに両手に三本ずつまとめて握にぎり込んだ。

　学園長のコレクションを無理矢理全部攫さらう格好だ。

「部屋から一歩でも外に出れば、貴方の刑事責任は免まぬかれませんよ？」

「訴うつたえたければ好きにしろ。今回の事態がヤバイことくらいはわかってるんだろ？　俺の要求通り、きっちり保険をかけやがって」

　ルーファスは首を傾げる。

「さて、なんのことやら」

　アストレアに学園視察を要よう請せいしたのはこの男だ。偶然で片付けられなくもないが、魔法の才能がないにもかかわらず、学園長の椅子を射止めたこの男ならば……と、つい勘かんぐってしまいたくなる。

　俺はルーファスに背を向けた。












「時間が惜おしい。好きにやらせてもらうぜ」

「はぁ……そうですね。この部屋にはこの時間、私はいなかった。緊急対応に追われていたんでしょう。しかし、火事場泥棒に遭あってしまった……残念なことです」

　遠回しの承諾に「礼は言わないからな」と返すと「泥棒に感謝されるいわれはありませんよ。ただ……我が学園は成果主義ですからきちんと結果を残してください。それに品物さえ戻していただければ、火事場泥棒もなかったことになりますから」と、ルーファスは俺の背中に憎まれ口を叩く。

　返せるような使い方なら、こんなおびただしい本数のマジックロッドは必要ないだろう。それはルーファス学園長も解っているはずだ。

　この分だと無事に戻ってきても、クビは免れないだろうな。次の就職先も考えておいたほうが良さそうだ。なにせ、ルーファスの誇ほこる高価なコレクションでさえ、俺の全力に応じられるスペックには、到とう底てい届いていないのだから。




　異形種の群が学園都市の蹂じゆう躙りんを開始した。都市防衛用の壁はソルジャーアント型の酸さんに溶かされ、そこから蟻ありどもが堤防を破った黒い汚水のように侵入してくる。

　個体強度が低い先兵ばかりなのは、ローザとリリィをお供に敵陣につっこんだアストレアのおかげだ。優先的に危険の芽めを摘つむ戦いをしてくれているのだろう。

　そんなアストレアたちから遅れて、学園の防衛戦も開幕した。

　白魔導教士たちが学園を囲むように張った結界に、敵陣の第一波が押し寄せる。

　壁に阻はばまれた異形種を、黒魔導教士が、各おの々おのの得意とする魔法で焼き払い、撃ち抜き、切り裂き、氷漬けにし、感電させる。

　次々と砕けて消える蟻の群だが、その数は増える一方だ。時折、防御魔法を突破されるが、そこには素早く戦士養成機関ソードテンプルの訓練生からなる遊撃隊が駆けつけていた。

　近接戦闘で異形種を圧倒する間に防壁が張り直され、蟻の群の頭上から火の雨が降り注ぐ。それぞれができることをしているだけだが、配置の妙みようから連携になっていた。

　これも学園長の手腕というわけか。

　正直、観ていて気持ちがいい。普段からこれくらい連携できればいいのだが……。

　と、思いつつ、俺は限り無き灰色の魔法系統アンリミテツドの魔法公式ロジツクを完成させた。

　黒の第九界層──重じゆう圧あつと、白の第九界層──大たい気きだ。ともに単体では別々の効果を持つ魔法だが、組み合わせることで新たな力を発揮する。

　俺の身体がふわりと浮き上がった。そのまま空を駆ける。

　飛翔魔法だ。重力と大気を意のままに操ることで、一定時間、自在に空を飛ぶことができた。

　が、同時に手にしていた白と黒のマジックロッドが砕けて、砂のように手の中で崩れ去る。高級品だけあって魔法力の増幅係数は高いが、耐久性が一般的な魔導士のそれに合わせてあるだけに、あまりに脆もろい。

　地上数百メートルの高さまで飛翔すると、白の第一界層──看かん破ぱの魔法で視覚を強化し、敵軍の配置をざっと確認した。

　やはり先日見逃した要塞級が結晶核のキャリアーだったか。あの夜は光学的な迷彩に包まれており、その巨体から全容も把は握あくしきれなかったが、上からみれば多脚を誇る蜘く蛛ものような形状だ。

　その蜘蛛の背中から、ソルジャーアント型だけでなく、次々とビートル型やマンティス型が学園に向けて侵攻を開始している。およそ一群につき二千といったところか。

　学園都市と移動要塞型の中点となる荒野では、アストレアが獅し子し奮ふん迅じんの働きをしていた。勇者の動きは機敏だ。こうして俯ふ瞰かんしていても、追い切れないほど速い。

　今頃リリィは援護に手を焼いているだろう。なにせ強化しようにも対象が常に動き続けているのだから、照準が定まらないことこの上ない。

　天てん衣い無む縫ほうの剣士アストレアは、閃ひらめきで動きを変える天才肌だ。それ故ゆえに、パターンでしか攻撃できない異形種には、その動きを捉とらえることは不可能と言えた。

　そしてローザはといえば、アストレアが放つ大技のタメ動作に入ったところで、彼女に群がるマンティス型やビートル型に攻撃魔法の連続投射を余儀なくされている。

　アストレアのための時間稼かせぎだ。それが功こうを奏そうして勇者の必殺剣が、異形種群を水平方向になぎ払った。空間を切り裂くような閃せん光こうが地の果てまで走り、一振りで数百体を屠ほふる。

　これでは異形種も正面突破を諦めざるを得ないだろうな。

　都市と要塞級を結ぶ最短距離のある一点で、戦力を大幅に削そがれていると理解したらしく、要塞級から放出された異形種の群は左右に分かれるように展開した。

　そうはいくかよ。

　俺は手にしている二本ずつ、合計四本のマジックロッドに魔法力を込める。

　飛翔したままさらなる魔法公式を展開するのは骨が折れるが、アストレアのいる迎撃地点を迂う回かいされて学園を狙われるのは、あまりうまくない。

　白の第九界層──超振動テトラコルド。黒の第九界層──虚きよ無む。ともに伝説の魔導士たちが得意とする秘術。

　その二つを合わせた広範囲破壊魔法で、迂回する異形種の群をそれぞれ狙う。

　理論と公式は大戦後に完成していたが、試射が実戦になるとは皮肉なものだ。

「爆はぜろ……虚蝕ヘカトンケイル」

　仮の名を与えて撃ち出した黒いプラズマが、右翼と左翼に展開したそれぞれの群の中心で爆発を起こした。

　荒野に巨大な双子のクレーターが完成し、巻き込まれた異形種は影も残さず消え去る。

　異形種に学習能力があるなら、迂回のリスクも織おり込こんでくるはずだ。もう一段、時間を稼ぐことができた。

　その代償はマジックロッド四本だ。砂よりも細かい、燃え尽きた灰のように崩れさり風に消えた。

　上着のベルトから新たに一本ずつ抜き払う。

　俺は宙を駆け、アストレアと二人の門下生の戦う地上へと降り立った。

「うまくやれてるか二人とも？」

　着陸と同時に百の炎矢と百の光弾を、敵の第三波あたりにぶち込んだ。とはいえ、構築精度は低く威力も弱い。あくまで蟻やカマキリの手足を吹き飛ばす程度の牽制だ。あえて倒すだけの威力を持たせないのは、こちらのルートに連中を誘導するためだった。

　この程度の反撃しかこないと異形種が寄ってくれば成功だ。

　ローザとリリィは同時に起こった二つの爆発に動揺したのか、挙きよ動どう不ふ審しんである。

「い、今の何!?　っていうか、どこから出て来たのよ！」

「カイ先生！　勇者様のペースが早すぎて援護が追いつきませんわ！」

　二人とも、なにやら俺に言いたいことがたくさんあるようだな。アストレアに連れ回されて、息を吐つく暇さえなかったのだろう。ローザは呼吸も荒く、リリィは口元から血を垂らしっぱなしだ。

「こりゃあ二人とも、基き礎そ体力訓練がもっと必要そうだな」

　適当な攻撃魔法でビートル型をあしらいながら、俺は溜息混じりで二人に告げる。

　ローザが吠ほえた。

「あたしはシディアンじゃないし、リリィだってレイ＝ナイトじゃないんだから、まともに支援できなくて当たり前でしょ！」

　リリィも眉尻を下げて頷いた。

「少しは自分の力に自信をもっていましたけれど……心が折れてしまいそうですわ」

　剣を振るい舞うように異形種を切り刻みながら、アストレアが微笑む。

「えー!?　二人とも全然イケてるよ？　落ちこむことないない！　これからぐんぐん伸びるってわかるから！」

　ローザが悔しそうに呟いた。

「つまり、今のままじゃ全然話にならないってことよね」

　リリィも口にはしないが、手の甲で口元の血をぬぐいながら頷いた。

　アストレアとの共闘は、試験演習ペア部門の優勝の喜びなど軽々と吹き飛ばしたようだ。

　俺は勇者に白の第六界層──加速に加えて、輝盾や鉄壁、自じ浄じように循じゆん環かんといった、思いつく限りの強化魔法をかけた。

　白魔法用のロッドが破断する。さすがに基本的な魔法だけ使っていれば灰のようにはならないが、それにしたって折れてしまえば使い物にならない。

　装飾こそ立派だが、金持ち向けの高級ロッドってやつはヤワすぎるな。

　俺の支援魔法を受けてアストレアは笑った。

「あっ……この感じ……久しぶりかも。カイの魔法って温かいんだよね」

「温かい？　別に体温調整の魔法は使ってないぞ」

「そういうんじゃないの。もう！　わかってくれないなー。ぷんぷんなんだから！」

　ぷくっとほっぺたを膨ふくらませて、頰袋がパンパンのリスみたいな顔をしつつ、アストレアは自分の身長の三倍ほどはある、中型サイズのスカラベ型を十文字に切り裂いた。

　防御力の高いスカラベ型が、水に濡れた紙切れのようだ。苦戦する素振りが一切ないため雑ざ魚こと勘違いしがちだが、スカラベ型は鉄壁と輝盾が常時かかっているようなもので、今のローザの火力に換算すると、きっちり構築した雷帝あたりでなければ通用しない相手だった。

　見れば敵の第四波は、個体強度の高いタイプが増え始めている。向こうもそろそろ本気というわけだ。

　さらに──。

　ズン……ズン……ズン……ズン……

　と、大地が震え始めた。これに気付いてローザが叫ぶ。

「ちょっと！　もしかしてこの振動って……あの夜の!?」

　俺は風ふう刃じんを乱れ飛ばして、近づく異形種を片付ける。そうして二人の門下生が呼吸を整える時間を稼ぎつつ、頷いてみせた。

　顔を上げて、遠くに揺れる巨大蜘蛛の影を指差す。

「あの要塞級で学園に直接乗り付けようって腹づもりか。さすがにアレをぶつけられたらひとたまりもないな」

　回復したリリィがローザに加速をかけながら、俺に質問した。

「学園は大地の魔法力が集まる気脈の上に……まさか、それが狙いですの!?」

　思考と行動を切り離して同時に処理できるあたり、リリィはセンスが良い。

　魔法都市の発展には、より魔法力の集まりやすい土地が必要不可欠だ。

　どうやら連中は都市を陥かん落らくさせるのではなく、学園都市そのものを大地の気脈もろとも呑み込んでしまおうというのだろう。二キロメートル地点はこちらの感知できるぎりぎりの範囲だ。バレるとふんで全力攻撃とは恐れ入る。

　が、何にせよ異形種の行動はこちらの予測の域を出ない。

　仮説を積み上げるのはこれくらいにして、現実的な対処に移るとしよう。

「動きを止めるぞ……アストレア」

「オッケー！　で……どうやんの？　考えるのはいっつもカイの仕事だもんね？」

　まったく……戦士養成機関ソードテンプルで教官をしているのに、また俺に丸投げか。

　さてと……山が動くような巨大さで、要塞級が迫る。その動きは緩かん慢まんに見えるが、歩幅の大きさから学園到達まであと十分といったところだろう。

「突き技で一番貫通力のあるやつを頼む」

「あ！　わかった！　脚を何本か折っちゃうって感じ？」

「狙うのは根元の部分。向かって右側の脚の付け根八本が、直線上になった瞬間に全部撃ち抜く。当然できるよな？」

　雑魚を散らしながら、俺とアストレアはミーティングを進める。ローザとリリィは「え、ええ!?」と、困惑しっぱなしだが、安心しろ。二人の出番はこのあときっちりとってあるから。

　アストレアがマンティス型の首を刎はねながら、珍しく困り顔になった。

「うーん。アノ手の大きなやつって、スカラベ型以上に強力な防御で固めてるし、この距離からだと貫通は無理っぽいかも」

「なんのために俺がいると思ってるんだ？」

　雑魚の相手をしているうちに、いつの間にか破断した黒魔法ロッドを投げ捨てて、俺は次の一セットを両手に構えた。

「あ！　そうだよねー！　じゃあフォローは全部よろしくね」

　アストレアが突きの構えをとって力を溜める。戦士は魔導士と違い、小難しいことにはこだわらない。

　磨き抜いた技を信じて、己の全力をぶつけるのみだ。

　俺は門下生二人に告げた。

「二人ともアストレアに近づくなよ。巻き添え喰らうから」

　念のために忠告しつつ、俺は魔法公式を構築する。

　アストレアの剣の切っ先に超振動を展開した。白の第九界層魔法は、あらゆる防御を無効化する。さらに黒の第九界層──虚無による消しよう滅めつ属性を彼女の剣に付与する。

「いっくよおおおおおおおおおお！」

　ぐっと腰を落とすとアストレアは弓を構えるように、利き腕を後ろに引き絞り……突きを放つ。












　そのタイミングに合わせて、二つの魔法を融ゆう合ごうさせた。

　先ほど放った限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド──虚蝕の威力に必殺の突きの破壊力と精度が重なった。プラズマの火線が空を走る。要塞級の強力な輝盾が発動した。が、その魔法的な防御を超振動の性能を保持した火線は、易やす々やすと侵食し無効化する。

　火線は巨大な脚を貫いた。一撃で八本の脚を貫通すると、アストレアは勢い良く剣を斬り上げる。

　巨大蜘蛛の脚は本体から分断された。

　片側の脚を一斉に失い、山のような巨体が斜めに崩れ落ちる。




　ズウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウン




　砂煙を巻き上げて要塞級は大地に横たわった。が、その巨体が消え去ることはない。脚を破壊した程度では、完全に活動停止とはいかないようだ。

　光景の一部始終を見届けながら、ローザがぽかんと口を開けて呟いた。

「やった……の？」

　同じく、人間業とは思えない威力を目の当たりにしたまま、リリィが首を左右に振る。

「消滅していないということは、目標は依然健在。活動中ですわね」

　攻撃を放って一息つくアストレアに、大だい蛇じやのようなワーム型異形種が襲いかかる。それをめざとく察さつ知ちして、リリィが光弾ではねのけ、吹き飛ばしたところにローザがすかさず雷槍で止めをさした。

　アストレアの一撃に圧倒されてはいるものの、二人の集中は途と切ぎれていない。むしろ、先ほどまでよりも増していた。

「あっ……ありがとね二人とも！　助かったよ！」

　ワーム型くらい眠っていても切り払えるだろうに。アストレアは二人に礼を言いつつ、再び雑魚を散らし始める。

「ど、どういたしまして」

「お役に立てて嬉しいですわ」

　ローザもリリィもまんざらではなさそうだ。

　要塞級の動きが止まり、通信用魔導器から全体の戦況が俺の耳にも伝わった。

　学園都市は街並みが破壊され、竜巻に巻き込まれたかのような蹂躙を受けたが、学園本体は守り切れているようだ。一般人に死傷者なし。教士数名に負傷者が出ているものの、良く持ちこたえている。

　俺は再び、自重で潰れた海洋生物のように、ぐったりと動かなくなった要塞級に向き直る。合わせて看破の魔法で確認すると、要塞級が全体に張り巡らせた防御魔法も消えたようだ。

　というか、防御魔法を一部に集中していた。後部のいわゆる腹の部分だ。そこに結晶核があるらしい。教えてくれるとは親切なヤツだ。

「仕上げだな。ローザ……リリィ……一緒に来てくれ」

　先ほどからずっとアストレアの援護で手一杯だったが、今度こそ二人の出番だ。

　世界を救う一歩目を踏み出すには、この上ない舞台が整っている。

　ローザが首を大きく左右に振った。

「一緒にって……まさかアレに乗り込むの？」

「怖おじ気けづいたのか？　異形種は全部殺し尽くすって意気込んでただろ？」

「も、もちろんよ！　や、や、やってやろうじゃない！　別に異形種が怖いんじゃなくて、ちょっと勇者アストレアのすごさに、び、び、びびったってわけじゃないけど、驚いてるだけよ！」

　喋しやべるほどびびってる感が出まくりだぞ。出会った当初の闇の住人っぷりはどこに行ったのやら。

　リリィはといえば。

「んぐ……わたくしの方は問題ありませんわ！　どこまでもカイ先生のお供をする覚悟がありますもの」

　今、吐血を呑み込んだぞ!?

　強がってみせるところがいじらしい。が、怖いのでこれからは呑むのはやめような。

　俺はアストレアに告げる。

「というわけだから、しばらくこの場を頼む。ついでに道を切り開いてもらえると助かるんだが」

「しょうがないなー。いいよ！　そおれえええええええええええええええええ！」

　振り上げた剣を幹から竹たけ割わりに振り下ろすと、まるで海が割れるように異形種の群が吹き飛んでいった。要塞級までの道が生まれる。

「着いてこい！　全速力だぞ！」

　互いに頷き合った二人を引き連れて、俺は最終決戦場に向けて駆け出した。













　群むらがる異い形ぎよう種しゆを各個撃破しつつ、敵の増援があれば限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド──虚蝕によって、展開する前に消しよう滅めつさせた。

　撃つ度たびにロッドを一本ずつ消費するのだが、背に腹は代えられない。

　ローザが俺おれの背中に悲鳴をぶつけた。

「ちょっと！　ペースが早すぎるわ！　リリィが持たないから！」

　自分もギリギリだというのに、リリィの心配をするなんて……変わったなローザ。

「ハァ……ハァ……これくらい、どうってことはありませんわ」

　二人がついてこられるペースに落としてはいるのだが、少しきつそうだ。

　充分に雑魚も削ったことだし、そろそろ射程圏内だろう。

「飛ぶぞ……二人とも舌を嚙まないように口を閉じておけよ」

　限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド──飛ひ翔しようを二人に掛けて浮かせると、要塞級めがけて飛ばしてから、それを追う。

「「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああ!!」」

　口を閉じていろといったのに、二人は悲鳴を上げて吹っ飛んでいった。合わせて俺も追いかけるように空を駆け抜けた。

　足下を埋め尽くす異形種の群。その頭上遙か高くを越えて行く。

　巨大な蜘蛛の背中の辺りまでくると、飛翔の効果が途と切ぎれだした。二人までならこの手は良く使っていたんだが、三人まとめてだと安定しないものだ。

「着地は自力でなんとかしろよ」

　ほぼ、自然落下する形になった。要塞級の背中には、守備兵のようにソルジャーアント型が集まっている。

　俺たちの襲来を察さつ知ちして殺さつ到とうしたようだ。ローザが魔法公式ロジツクを構築、展開した。

「風刃ッ！」

　風の刃ではなく、風を放出してクッションのように地面……というか、要塞級の背にぶつける。

　甲かん板ぱんのような背に集まったソルジャーアントを突風が吹き飛ばし、ローザは反動でなんとか無事に着地した。

　一方リリィはというと、自身に防壁をかけつつ墜つい落らくと同時に治癒で負傷を回復するという、ある意味ローザ以上の荒業で着地を決める。

「ふう……なんとかなりましたわね」

　口元の血をぬぐって微笑ほほえむ彼女の隣に、俺は重圧の魔法による重力と慣性制御をしてスッと降り立った。

　二人の無事を確認しつつ告げる。

「この先、要塞級の腹の内部に侵攻する。おそらく魔ま晶しよう石せきはそこだ。回収できればそれにこしたことはないが、すでに結晶核化している可能性が高い。今回は状況が状況だからな。破壊を優先する」

　ローザが頷うなずいた。

「わかったわ。けど……あたしたち……カイの足手まといにならない？」

「そんな心配するなって。らしくないぞ」

　軽口で返したところで、リリィから「前方に敵影。こちらに向かって来ますわ！」と報告が入った。

「二人は援護を頼む」

　俺が想定していたよりも敵の数は多い。力を抑えて戦うのは苦手だが、マジックロッドを温存して連中の防御を突とつ破ぱできなければ元も子もない。

　最悪の場合でも、二人に飛翔を掛けてアストレアがいるあたりまで飛ばせばいい……って、こんな雑魚どもに殺されるつもりはさらさらないけどな。

　教育の機会を実戦の現場で二人に与えつつ、敵を殲せん滅めつしなきゃならんとは。

　教きよう士しの仕事は研究よりも遙かに難しい……が、それだけやり甲が斐いがあると言えるかも知れない。




　要塞級の背を渡り、三百メートルほど行軍した。その間に俺たちに向けられた異形種の数は覚えていない。

　地上に吐き出していた戦力が引き戻され、そいつらからの集中砲火を受ける。が、すべての脅きよう威いを俺は排除していった。

　一歩一歩、着実に結晶核のある要塞級の後部デッキ──腹へと進む。

　ローザもリリィも逐一、俺の討ち漏らした敵を攻撃するなり、回復や援護をするなり、フォローを欠かさない。互いにケアすることも忘れず、攻撃と防御の呼吸はぴったりだ。

「あと十秒ちょうだい！」

「でしたら輝盾を再展開いたしますわ。それで持たせられまして？」

「充分すぎるわね！」

　やるべきこと、目標がきちんと定まっていると、二人は互いに必要なことを補おぎない合えた。

　まあ、それもこれも、彼女たちでは手に負えないレベルの異形種の群に囲まれていてこそか。恐怖や緊張を乗り越えようと、二人の集中力は最高潮に達しつつある。

　そして……ついに俺たちは到達した。

　足下に向けて俺は限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド──虚蝕を放つ。

　ローザが吠ほえた。

「ちょ、ちょっといきなりッ!?」

「あらあら、また落下ですのね」

　崩れるというよりも、足下の感覚が消え去って、俺と少女二人は要塞級の体内に潜もぐり込んだ。

　落下しながら空けた穴に白の第五界層──遮しや蔽へいで蓋ふたをする。これで追っ手も防げるだろう。

　降り立った腹の中はがらんどうだ。やはり生物を模もしているだけで、異形種というのは何者かわからない。

　そんな薄暗く広い空間の中心部に柱のようなものが建っていた。

　ローザがそっと指差す。

「もしかして……あれって」

　柱の大きさもさることながら、根元の肥大化した結晶核は先日、俺が消し去ったものとはサイズが大人と子供ほども違っていた。

　五倍近くある。こいつは……やっかいだ。封印するなら学園の教士を総動員しなければならないレベルだが、あちらはあちらで現在、手一杯だろう。




　ここで俺たちが決めるしかない。




「まあ！　異形種の中で結晶核が巣を構築していたのですわね？　これは大変興味深いですわ」

　今にもリリィは柱に駆け寄っていきそうな雰ふん囲い気きだ。

「こらこら。観察ならこれからいくらでもできるんだから、後にしてくれよ」

　手の中で崩れた高価なマジックロッドの代わりに、俺は学園から支給されたクソロッドに手を掛けた。ここにたどり着くまでに敵勢力を削げるだけ削いだため、クソロッドを除のぞけば使えるのは残り一セットだ。

　クソロッドで光球の魔法を発動させた。相変わらず、負ふ荷かばかりかかって光量が稼かせげない。

　俺は二人を引き連れて柱に近づいた。しかしリリィが言った通り、まさか要塞級に結晶核が巣を根付かせているとはな。

　道理で積載量を超えて敵の軍勢が湧いて出たわけだ。要塞級は単なる運び屋だと思っていたんだが、輸送だけでなく兵力の生産も可能になったらしい。

　次元解析法リグ・ヴエーダシステムを欺あざむくだけじゃ飽あき足たらず、本当に悩ませてくれる連中だ。

「それじゃあ……少し早いが卒業試験だな」

　二人は動揺と不安の入り交じった視線を俺に注そそいだ。

「え……ちょっと……試験って何よ!?」

「卒業というのはどういうことですの？」

　詰め寄る二人に、そっと静かな口振りで返す。

「実は今回、色々あってな。無事に学園に戻れてもクビになりそうなんだ。そうなると二人に教えるのは、これが最後のチャンスだから……無理してでもついてきてもらった」

「クビって……あれだけの数の異形種を殺しまくって、このデカ物ぶつの動きを止めて、学園を守って……なんであんたがクビになるわけ!?」

「そ、そうですわ！　わたくしも納得できません！」

「大人は色々と面倒なんだよ。クビになるならまだマシで……それよりも先に死ぬことだってあるんだ」

　どれだけ強くても、異形種との戦いでは何が起こるかわからない。だからこそ技術や知識は継承されるべきだ。

　積み重ねてきた過去と、続く未来への希望こそが人類の力なのだから。

　この二人が歩む道の先には、俺がたどり着けない未来がある。

　そう……俺は信じている。

「あんたが死ぬとか、ぜんっぜん考えられないんだけど」

「そのような恐ろしいこと、口になさらないでくださいませ」

　心配してくれているみたいだが、時間もあまり残されてはいない。惜おしんだり感傷に浸ひたるのは、後でいくらでもできることだ。

「二人にはこの結晶核を消してもらう。破壊すれば汚お染せんが広がるし、封印では一時しのぎだからな。ローザには一度見せたから大丈夫だろう」

　ローザが声をひっくり返した。

「ええええッ?!　一度見たから大丈夫って……な、何言ってるのよ!?」

「お前のセンスなら問題ない。それに、ここで俺が低出力だが見本を見せる。二人はそれをトレースして再現すればいいんだ。失敗すれば結晶核が爆発して、この一帯が汚染される。そうなれば前線が崩壊することになる……責任重大だぞ」

　もちろん、そうならないようにする保険は掛けてある。あまりプレッシャーをかけたくないのだが、この先、重要なのは二人の同調シンクロ率だ。

　同じ重圧感を共有することで、二人の波長を合わせる……打ち勝てと、心の中で祈るしかない。

　リリィが不安げに眉尻を下げてうつむいた。肩を震わせる。

「わたくし、大概のことは上手くできると思いますけれど……」

　……これはプレッシャーを掛けすぎたか？

　小さくせき払いを挟はさんで告げた。

「なあリリィ。いつかレイ＝ナイトに師事するんだよな？　白魔導士の最高峰は、くぐってきた修羅場の数だって一番だ。そのどれもが人類存亡の危機だったかもしれない。そんな人に教えを請こうなら、一度くらいは同レベルの重圧感の中で、力を発揮してみてもいいんじゃないか？」

　すると、不安げなリリィの瞳ひとみにかすかな光が宿った。

「そう……ですわね。この試練を乗り越えた先に……レイ＝ナイト様がいらっしゃるというのなら！」

　思いの外ほか立ち直るのが早くて、正直驚きだ。

　一方ローザは首を激しく左右に振った。不安よりも混乱の方が大きいらしい。

「ちょっと何勝手に決めてるのよ！」

　怒声を上げる少女に俺はニッコリ微笑む。

「いいのかローザ？　リリィは自分の夢に向かって一歩進むと決めたのに、置いて行かれるぞ？　そうなればますますローザとの距離は広がるし、いつまでたってもシディアンには追いつけないんじゃないか？」

　少し挑発混じりに告げた瞬間、ローザの目の色が変わった。まるで心に火が点ついたようだ。マジックロッドを握にぎり直し、嚙みしめるように頷く。

「い、言ってくれるじゃない……やるわ。やってやればいいんでしょ!?」

　逆切れ気味だが覚悟は決まったようだ。

　きっと、どちらか一人だけではこうはいかなかったろう。競い合える仲間がいる。お互いの違いを認め、それを合わせて力に変える。

　人類が異形種に打ち勝つには、その力こそが必要だ。

　俺はポンコツクソロッドを手に、二人に実演する。

　基き礎そも応用もすっ飛ばして、最初から奥義を伝授してやろうじゃないか。

「では始めるぞ。二人とも、俺の構築する魔法公式を再現してくれ……そして、どんな理由でも動機でも構わないから、こいつを消し去るという信念を持つんだ」

　二人は互いに見つめ合うと、俺の方に向き直ってゆっくり頷いた。

　俺を挟んで左右に並ぶ。右にローザ。左にリリィ。

　二人が準備を整えたのを確認して、俺は魔法を発動させた。ポンコツロッドでは力をまともに発揮できないが、それでも構わず魔法公式を構築する。

「消し去ってやる……消し去ってやる……こいつらを一匹残らず！」

「強くなりますわ……そして世界を救いますの……そのためにも消えていただきます！」

　二人の宣言に俺は頷いた。結晶核の中身がどう出るかは、開けてみるまでわからない。

「行くぜ……限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド……対消滅理論ラグナロク」

　俺の手にしたロッドに光と闇の刃やいばが生まれた。

「我が魔法力を対の刃に！」

　一呼吸置いて、二人の少女、それぞれのロッドとワンドにも魔法力の刃が再現される。

「あたしの力のすべてを漆黒の刃に！」

「わたくしの魔法力を束ね合わせて白き刃に！」












　二人とも俺以上の力で、不安定ながらも、なんとか威力を維い持じできているようだ。

　まだまだ脆く危うい……だが、その魔法力の純度は高く、美しい刃だ。

　さあ……世界を救う一撃をぶちかましてやろうじゃないか。

　両腕をぐっと引き絞るようにしてから、全身全霊の力を込めて……俺は結晶核にロッドから伸びる左右の刃を打ち込んだ。

　ガギイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイン！

　が、弾はじかれる。無情にも。あっさりと。さも当然のように。

　しかもあれだけ頑がん丈じようだった……というか、それしか取り柄のなかったクソポンコツロッドが、結晶核の外殻を傷つけることもできずに手中で砕け散った。

　俺の肉体から魔法力が拡散し、大気に溶けて消えていく。ちょうどきっかり魔法力切れだ。

　このデカ物を相手に俺一人では、どのみち対処不能だったか。

　しかし残念だったな……結晶核。俺の攻撃を防げたところで、お前に未来はない。

「ぶちかませローザ！　リリィ！」

　俺の両サイドから、白と黒、二つの刃が結晶核に突き立てられた。

「「いけええええええええええええええええええええええええええええええええ！」」

　少女の声がユニゾンを奏かなでて空間に反響する。

　切っ先を拒む斥せき力りよくが働いたが、無む駄だだ。

　火花を散らしながら、二人の少女が踏み込み……刃を突き入れた。

　そのまま切り裂くと……巨大な胎児のような〝何か〟の姿が露ろ呈ていした。

　俺は叫ぶ。

「続けろ二人とも！」

　二人の意識は今、限り無き灰色の魔法系統アンリミテツドの発動によって一つになっているはずだ。

　ローザに見せたあの夜の光景を、今やリリィも共有している。

　となればやることはわかっているはずだ。

「「灰に還かえれええええええええええええええええええええええええええ！」」

　二人はそれぞれの得え物ものを振るい、胎児のような〝何か〟の反撃が来る前に行動を完了した。

　完全なる消滅。相反する二つの魔法力の融ゆう合ごうが起こす奇跡にして、おそらく何なん人ぴともあらがうことができないであろう力──。

　二人の少女は互いの刃を交差させた。

　キイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイン

　透き通った響きが、閉ざされた世界に響く。




　ローザが呟つぶやいた。

「限り無き灰色の魔法系統アンリミテツド」




　リリーが合わせる。

「応用魔法公式アドバンスドロジツク」




　二人は声を合わせてユニゾンを奏でた。

「「対消滅理論ラグナロク!!」」




　とどめと言わんばかりに一撃を叩き込む。

　ローザとリリィは同じタイミング、同じ波長、同じ魔法力によって、それぞれの刃を突き入れ、ねじ込み、穿ち、最後に……互いに引き裂くように両腕を振るった。




　アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア…………




　心地よい断末魔を耳にして、俺は見届けながら後ろに倒れ込む。

　俺一人の出力では不可能な威力を、ローザとリリィは生み出したのだ。

　巨大な胎児のような〝何か〟は、二人が発生させた虚無の空間に呑まれると、ブンッ！　と、空気を震わせるようにして、最初からそこに何もなかったかのように消え去った。

　余よ韻いんのようなものが、がらんどうの空間をゆっくり満たす。

　水滴を落として、鏡面のような水面に波紋が広がるように。

　その中心にいるのは、二人の少女。

　黒髪を振り乱し、悲しみと怒りを力に変えて戦う黒魔導士のローザ。

　優雅に金髪を揺らしながら、秘めた慈いつくしみの心で仲間を守る白魔導士のリリィ。

　見届けると、指先から感覚がなくなり、身体からだの力が抜けていくのがわかった。

　俺の出番はどうやら……ここまでか。

　この数年は研究ばかりで鍛たん錬れんを怠おこたってきたからな。ここまで自分がナマクラになっているとは思わなかった……。

　まあ、それでも二人に継承できたなら……充分だ……。

　遠のく意識の中で、二人の少女の背中がこれまでにないほど凜り々りしく見えた。

　やっと限り無き灰色の魔法系統アンリミテツドを使える、自分以外の人間が生まれたのだ。

　これで……安らかに……眠れる……はず……。













　俺おれは医療棟のベッドの上にいた。全身包帯やらギプスでがんじがらめだ。

　戦いから三日が過すぎていた。

　学園都市は破壊されたが、中核となる学園は健在だ。

　あのあと要塞級は消しよう滅めつし、俺は地面に打ち付けられたらしい。

　あわや墜落死というところだ。

　ちなみに教え子二人はというと、消耗したものの無傷の生還を果たしていた。

　が、ローザとリリィは精神が高潮しすぎて一種のトランス状態にあったらしく、途中から記憶を失っていたというのだから……いろいろな意味で頭が痛い。

　マグレの可能性もあるからな。限り無き灰色の魔法系統アンリミテツドが成功したのも。

　ベッドの隣のスツールに腰掛けて、アストレアが林檎リンゴを剝むいてくれていた。

　皮の方が食べ応えのありそうな、実に不格好な林檎を彼女は……自分で食べた。

「んー！　これおいしいよ？　食べる？」

「あのなぁ……そいつは俺への見み舞まいなんだろ？」

「買ってきたのはわたしだし、いーじゃんケチー」

　林檎のほか、色とりどりの果物が入った見舞いの品を自分で食べつつ、勇者はニッコリ微笑ほほえんだ。

「でねー、また勲くん章しよう増えちゃったって感じ？」

「そいつは良かったな」

　今回の要塞級を倒したのは、表向きはアストレアということで決着している。俺には英雄として担かつがれている暇ひまはなかった。栄光はすべて彼女が引き受けてくれるのだ。

「けどさーいいの？　いっつもわたしばっかり英雄扱あつかいで」

「大した金にもならない栄誉なんざ、必要ないからな。それより悪いな。表に出るのはお前だって苦手だろ？」

「別に大丈夫だよ。っていうか、カイがすごいってみんな解わかれば、研究資金だってじゃんじゃん使えるし王おう立りつ研けんにも戻れるでしょ？　そろそろ表舞台に出てみるのもいいんじゃない？」

「どうせなら王立研に出戻りするよりも、民間の三百人議会の議員の方が金払いがいいかもな。資金繰ぐりに困ることもなくなるだろうし」

　軽口っぽく返すと、アストレアはぷくーっと頰を膨ふくらませた。

「そしたら研究成果をみんなで使えないから意味ないって、むか～しカイが言ってたじゃん？　プロパガンダっていうのになっちゃうんでしょ？」

　プロパガンダの意味もイマイチ彼女はわかっていないようだが、仰る通りだ。

　議員連中が金を出せば、それを元手に生まれた新しい技術を独占して、政治の道具にしかねない。

　新技術が死蔵されるどころか、大人の理由で禁じられるなんてことになるのは論外だ。

「大人になるって色々面倒だよな。いつまでも昔と変わらないお前がうらやましいよ」

　ぷくっとふくれっ面つらをしたままアストレアは俺を睨にらみつけた。

「もう……そうやってすぐ意地悪言うし。ふっふーん♪　バラしちゃおっかなぁ？　ローザとリリィに、憧れの人はすぐ目の前にいるよーって」

　心の中で俺は溜ため息いきをついた。

「やめてくれ。二人にとってシディアンもレイ＝ナイトも俺なんか比べものにならない、本物の英雄なんだ。現実を知って理想を壊される方が悪影響だろ」

「そっかなー？　あ！　そうそう、カイっていうのも偽ぎ名めいなんでしょ？　そろそろ本名を教えてくれても良くない？」

「それは墓までもっていくつもりだ」

「やっぱりケチー」

　冗じよう談だん混じりでアストレアは俺に告げる。

　大戦の英雄は三人。あれは噓うそだ。かつて世界を救ったのは、勇者アストレアと名もなき魔導士の二人だった。

　その魔導士は生まれながらに、白と黒、両系統の魔法を使うことができたのである。

　その噂うわさが一人歩きして、語り継つがれる白と黒の二人の魔導士の虚きよ像ぞうが生まれた。

　勇者の進撃に人々は熱狂し、それを支える二人の魔導士という影は、ますます大きなものへと膨らんでいった。

　それが白と黒、両方の魔導士の希望にもなった。が、双方が競い合い最強論議が巻き起こる火種にもなってしまった。

「んじゃあ、そろそろ列車の出る時刻だし、帰るね。お大事にー」

「ああ、またな」

　俺が意識を失っている間の、もろもろをすべて片付けてアストレアは帰っていった。

　少し間を置いてから、今度は二人の少女が病室に入ってくる。

　部屋に入ってくるなりローザが口を尖とがらせた。

「ちょっと……治癒魔法で怪け我がなんてすぐに治るんでしょ？」

　リリィがニッコリ笑う。

「ではさっそく治癒しますわ。治ったところで特訓をお願いいたしますね」

「おいおい、入って来て早々、いきなり怪我人にむち打つなよ」

　実際、外傷はすべてふさがっているのだが……力そのものは先日の戦闘で出し切ってしまって回復していない。

　今の俺は空からっぽの器うつわのようなものだ。回復には何よりも休息が必要で、それは治癒魔法ですぐにどうこうできる類たぐいのものではない。

　そう、説明すると、リリィは残念そうにうつむいた。

「そうでしたのね。あの、カイ先生……早くもどってきてくださいませ」

　ローザも頷うなずく。

「そうよ。街の復旧作業もあるけど、学園の授業はもう再開してるんだから……あんたがいなかったら、午後からが暇でしょうがないじゃない」

　リリィがうんうんと頷いた。

「試験演習でトップの成績をとったことで、実家ももう文句を言っては来ませんし、わたくしが言わせませんわ。ですから、次のレッスンを早く受けたくて……ウッ……想像しただけで」

　口から血の筋をツーッとたらして、リリィは微笑んだ。おいおい、何を想像してるんだお前は。イメージトレーニングの過か酷こくさだけで吐血をするんじゃない。

　ローザが真ま面じ目めな顔つきで俺に告げる。

「というわけだから、早く治って戻ってきてよね」

「なら寝かせてくれ」

　俺は目を閉じた。

「なによ！　もう……けど、本当に……戻ってきてよ」

「学園にいる間は、ずっとご指導のほどお願いいたします」

　二人の気配が静かに去る。目を閉じた途と端たん、意識が眠りの闇に吸い寄せられた。疲労は隠せないな……それに昔より回復が遅い。

　歳としは取りたくないものだ。




「いやはや、カイ先生。今し方、貴方あなたの門下生とすれ違いましたが、待遇改善を依頼されてしまいましたよ。はっはっは」

　俺はビクついて目を開いた。

　どうやら眠ってしまったらしい。そして、門下生二人に代わって三番目の見舞客が来ていたようだ。

　学園長──ルーファス・ホワイトハウスである。

「え、えーと、どなたですか？」

「私ですよ。学園長のルーファスです」

「俺は誰だれ？　ここはどこ？」

「記憶喪失のふりをしても、貴方がなくした私のコレクションの請求額は変わりませんよ」

「チッ……」

　つい、舌打ちすると「よかった。記憶はあるんですね」とルーファスは目を細めた。

「で、何の用だ？　見舞いなら解雇通告と請求書以外だと嬉しいんだが。告訴状なんてまっぴらごめんだぞ」

「おやおや、気が合いますね。もともと解雇するつもりはありませんよ。これからも貴方には学園で自由にやってもらいたいと思います。はぐれ者……もとい、原石を磨みがき上げたその手腕を、私は大いに評価しているのですから」

「それじゃあ請求はチャラなのか!?」

　ルーファスは中指で眼鏡めがねのフレームを軽く押し上げた。

「何を言っているのですか？　試験演習ペア部門の優勝を差し引いても、余裕でマイナス査定ですから。この借金を完かん済さいするまでは、学園から逃げられるとは思わないでくださいね。仮に逃亡したとしても、私の持つ権限と権力と情報網を駆く使しして、地の果てまでも貴方を追いかけてさしあげますので。復帰を心よりお待ちしております」

　通信用の小型端たん末まつを手にしてニッコリ笑う。

　最悪の上司だ。ルーファスは言うだけ言って俺に背を向けると呟つぶやいた。

「ああ、最後にもう一つ。勘かんが鈍にぶったと言いましたが、どうやら私の勘は鈍るどころか研ぎ澄まされていたようですね。では失礼」

　言い残してルーファスは病室を去っていった。

　ああ、まったく……俺の正体を知っているとは思わないが、アストレア一人で要塞級を潰したとは、ルーファスは考えていないだろうな。

　やっかいな男に目を付けられはしたが……これでもうしばらくは学園で教きよう士しを続けることができそうだ。

　目を閉じるとすぐに意識が遠のきだした。が、悪い気はしない。次に目覚めた時に全快していることを祈ると、俺は安息に身を委ゆだねる。

　ローザとリリィに教えたいことは山ほどあるからな。そのためにも今はもう少しだけ休ませてもらうとしよう。









あとがき






　初めまして＆お久しぶり！　原はら雷らい火かです。この度たび、ファミ通文庫より『はぐれ魔導教士の無限英雄方程式アンリミテツド』が発売となりました。

　ポップキュンさまの手がけた素敵なイラストがいっぱいの書籍版！　布教用と保存用と、自宅での優雅なひととき（？）を堪能する用に三冊買え。

　はい！　ごめんなさい。冗談はさておき──。

（なんと、三冊は無理でも一冊買うだけで作者の励はげみになります。と、心の声）




ファミ通担当「あのさぁ……うちでラノベ書いてみない？」

原雷火「かしこまり！　ではコンセプトはフィーリングで回しつつ、最初強めに当あたってあとは流れでコンセンサスをアサインしていく感じで」

ファミ通担当「じゃあそれで（──何言ってるんだろうこの人）」




　こんな感じで声を掛けていただきました。やったね！

　いつものｗｅｂ連載とは打って変わって、今回は文字数制限がありまして、十万文字＝一冊分というのを念頭に、ファンタジー世界で教え子とイチャイチャラブラブするような教師生活を……あれ？　どうしてこうなった!?

　二人のヒロインがどっちも残念な子になってるー!?

　開幕で主人公打倒を宣言したり、強い魔法を使うと血を吐いたり。見た目は可愛いのに中身がちょっとアレすぎだ！

　そんなヒロイン──ローザとリリィ。先に生まれたのはローザの方でした。

　彼女のコンセプトは黒い薔ば薇ら。実際にあるそうです。トルコ原産で花言葉は〝恨み〟と、これまた〝らしい〟感じがします。

　それに対応する別のタイプのヒロインということで、白しら百ゆ合り──リリィが後から生まれました。

　お金持ちのお嬢様でおっぱいがおっぱいでおっぱいです。リリィの方がだんだんとローザに優しくなっていくのは、やはり〝百合〟だからでしょうか。

　見た目も性格も真逆な二人ですが、時折ぴったり呼吸が合う。それが勝利の鍵だと二人に気付かせ、導みちびいていくのが主人公のカイなのですが……。

　続きは本編にてお楽しみください。読み終わった方は最後までお付き合いいただき、ありがとうございます！

　繰り返しになりますが改めまして、本作のビジュアルイメージを繊せん細さいかつ大だい胆たんに作り上げてくださった、ポップキュンさまと、応援していただいた皆様に感謝を！


二〇一七年一月　原雷火　
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